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前節





　寒いな、と橘たちばなが言った。

　清きよ原はら凪なぎは苦笑いする。

　最近の橘はいつもこの言葉しか言わない。確かに二月に入り寒さはいや増しに増しているし、今年の冬は去年よりも寒い気がする。

　実際にこの街は例年あまり雪の降る場所ではないのだが、十二月から数えて、二月三日現在まででのべ五日間ほど積雪があった。つまり、去年より寒い。

　だから『寒い』という言葉には納得できるのだけれど、さすがに目を合わせるたびに言われれば反応のバリエーションもつきてこようというものだ。

「はぁ……寒い」

　橘の息が、白く宙に残って、それから消えた。

　夜に見る橘は黄おう金ごん色に輝いている。

　身長より長い金髪を北風に揺らす。身を切る寒さに、左手で右手を包んでいる。マフラーを巻いてはいるが、それでも耐え切れなくて震えている。

　そんなふうに凪なぎがぼんやり橘たちばなを観察していると、ちらり、黄おう金ごんの瞳ひとみが自分を捉とらえた。

　なにかよろしくないことを思いついた顔だ――と、凪は直感した。

　こういう目で橘が自分を見たあと、困らされなかった記憶がない。

「凪よ……ようやっと鬼の奴やつめの問題も片付いたな」

　凪は思う。それはどうかな、と。

　九く条じようと呼ばれる鬼との因縁は確かに長かったし、つい先月、地獄へと投獄されることになった。だから『片付いた』と思いたい気持ちもわかるが……九条の残した不吉な言葉も気になる。

　気をつけろ、と。……九条は、自分のいた組織についてそのような忠告を残したのだ。

　問題は一見片付いたように見えて、実はまだ残っているんじゃないか、と凪は考える。

　殺せつ生しよう石せきとか。

　それに――赤あか染ぞめに、妖よう怪かいのことを話してしまったこととか。

　赤染はなんなのか。……藤ふじ紫むらさきは、赤染が『妖怪』のことを知ってしまったことを、隠すように言う。赤染の兄や、和泉いずみ、ようするに妖怪を管理する組織の人間に、だ。

　問題はなにも片付いていないのかも知れない。

　でも、凪は橘の言葉にうなずく。



    

  
    
      



    

  
    
      「ああ、片付いた。……これで『過去』に残した問題で大きなのは終わり、なのかな」

　あとは、『現在』と『未来』。清きよ原はら凪なぎが胸を張って人間を名乗れるまで、まだまだ問題は多い。

　未来と言えば――ふと、凪は思う。

　そういえば、橘たちばなは自分より一学年上。もともと和泉いずみ恋れんが監視のために同じクラスに配置しただけの話なのだが、それでも、自分よりも一年早く、三年生になるわけだ。

　進路とか、どうするのかな。

　凪は思う。橘の将来と、常に橘の隣にあるであろう自分の将来を。

　鬼を倒すまでは考えたこともなかった。しかし具体的な脅威を一つ退け、気持ちに余裕ができたのかもしれない。色々じっくり考えたいという思いが凪の中に芽生えてきた。

　幸いにして、平和な日々は続いている。

「で、なんだよ藪やぶから棒に？」

「いやなに、そろそろ我らも落ち着くべき時期だと思ってな。こうして契ちぎりも交わしたことじゃしのう……」

　寒い空気の中に、おっかなびっくり橘は左手を出す。

　そこには、指輪があった。……形として交換した絆きずな。あるいは、『未来の形』。

　外堀がどんどん埋まっている。凪はどう返事すべきかなぁ、と悩み、

　――気配に気づいた。

　じっと目をこらせば、少し先の電柱の陰に、誰だれかが見える。

　しかしどれほど見ても、顔も体格もわからない。魔法使いのロープのような黒い布で、頭からつま先まですっぽりと覆っているからだ。

　ぬるり、黒いローブの人物が、宵よい闇やみから一歩踏み出す。

「……違う狐きつねか、まあいい」

　女性のような、男性のような……少年のような性別のわかりづらい声。

「なにか用ですか」

　不穏当な気配を感じて、凪は橘よりも一歩前に出る。

　全身をこわばらせていく緊張感は、冬の寒さによく似ていた。

　黒いローブの人物は凪の質問には答えず、右手をさっと上にあげる。

　すると――今までなんの気配もなかった宵闇の中から、白いローブをまとった人間が何人も浮かび上がってきた。

「貴様らに用事はないが……ちょうどいい、九きゆう尾びの狐は回収しておこう。対抗手段の一つぐらいにはなるかもしれん」

　黒いローブの人物がつぶやくと、白いローブの集団が一斉に凪と橘に向けて襲いかかってくる。

　凪なぎは橘たちばなを腕に抱いた。

　白いローブの集団は、まったく同じ動作、タイミングでそのローブの中から槍やりを取り出した。栗くりのイガのように並ぶ穂先。冬の下校路に突如出現した非現実的な光景。

　凪は橘を腕に抱いたまま、九きゆう尾びの火か焔えんを三つだけ顕現させる。

　白いローブの集団が一糸乱れぬ動きで槍を突き出すと同時、その大蛇とも見える火焔を、槍に向けて放った。

　槍を融かす温度の炎は、けれど凪が想定したような結果をもたらさない。

　光沢、質感ともに金属製と思われた槍は、あまりにもあっけなく燃えて、灰になってしまったのだ。

　意外なほどの手ごたえのなさに、凪は動揺する。

　そして心の乱れのせいで、炎に込めすぎた力の余波が白いローブたちの服を嘗なめた。

　どうにか凪は炎のコントロールを取り戻し、白いローブたちの体を燃やさずにすむ。凪は安あん堵どの息をつくが、その様子を橘は凪の腕の中から不満そうな顔で見ていた。

「なぜ、奴やつらごと燃やさんのだ」

「相手は人間だ」

「ふん……同胞以外はどうでも良い。……それに、こんな、においのせん人間がいてたまるか。奴らの顔をよう見ろ凪」

　言葉に従い、凪は白いローブの集団、炎でフードを焼かれてあらわになった顔を見る。

　よく見ても、人間の顔だ。無表情すぎるのが気にはなるが――

「全体だ、馬ば鹿か者もの」

　言われてやっと気付く。白いローブの集団、全員がまったく同じ顔をしていることに。

　なぜ――と凪が瞠どう目もくしているあいだにも、白いローブの集団は動いていた。

　全員まったく同じ動作で袖そで口ぐちから刀を取り出すと、切っ先を凪に向けて一斉に突進してくる。

　人間に攻撃はできない。しかし、これは本当に人間なのか？

　動きの止まった凪に、切っ先が迫る。

「このっ……！」

　凪の腕の中で、橘が黄おう金ごんの輝きを放つ。

　けれど、橘が炎の球を作り出す前に、決着がついた。

　ばらり、と白いローブの集団の刀が、本のページでもめくるような音を立てて、りんごの皮でも剥むくようにほどけて地面に崩れていく。

　白いローブの集団。その正体は――紙。

　ばらりばらり、刀がほどけ、ローブがほどけ、腕がほどけ――体ごとほどけて、人型だった白いローブの集団は、ただの紙になって、地面に落ちた。

「合流されたか」

　電柱の陰にいた黒いローブが、忌いま々いましげにつぶやき、すぐさま闇やみににじむようにその姿を消した。

　助かったのだろうか。なぜ襲われたのか、なぜ助かったのか、まったくわからない。

　けれど、



「ご無事かね、九きゆう尾び殿」



　そのしわがれた声の主に助けられたのだけは、わかった。

　凪なぎと橘たちばなは声の方を向く。

　まずは助けてくれたらしいしわがれた声の主、小柄な紋付き袴はかま姿の、杖つえをついた老人にお礼を述べるべきだ――そう思ったのだが。

　目を奪われた。

　老人の横に……立っているのか、立たされているのか。

　左目に眼帯。

　全身をさらしのようなものでぐるぐるに巻かれて動きを制限された。

　ゆるいウェーブのかかった髪を膝ひざまで伸ばした――とても小さな少女。

　容姿の可か憐れんさと不釣り合いなほどに厳重に、手足を動かすどころか声すら出せないように拘束されたその少女に、凪も、橘も目を奪われ、言葉を喪うしなった。

　頭の中が疑問一色になる。

　凪たちを救ったと思おぼしき老人は、いかめしい印象の顔には不釣り合いな好こう々こう爺や然とした笑みを浮かべ、

「この子のせいで迷惑をかけたねぇ」

　凪は橘としばし見つめあってから、

「……あなたは？」

「私は……妖よう怪かい自体の名前で言うならば『ぬらりひょん』という者だよ。いやさ九尾殿、あなたには迷惑をかけっぱなしだ。本日あなたをたずねた目的の一つは、元部下の鬼おに九く条じようのかけた迷惑を謝罪というものなのだがねぇ……ヤレ、鬼九条とは別に、また一つあなたに謝罪せねばならぬことができてしまったようだ」

「貴様のことなぞどうでも良いわ。答えろ、そやつは妖よう狐こであろ。何な故ぜそのように封印を施されておる。……同胞への狼ろう藉ぜき、返答次第では許さんぞ」

　橘が牙きばをむく。

　その時初めて凪は、老人の隣にいるのが妖狐であることに気付いた。

　気配のようなものではわからない。

　橘たちばなは、においで判断したのかもしれない。

「まあまあまあ、そう焦りなさんな、七尾殿。……実はこの子は、どういうわけか、あの連中に狙ねらわれていてねぇ……特に変わったところのない三尾の狐きつねなのだが、ハテ、あの連中はなにが目的なのか皆目見当もつかんのだが……」

　ちらり、とぬらりひょんが視線を向ける。

　凪なぎは悪寒を覚えた。笑みの形に細められたぬらりひょんの目に、心の奥底をえぐるような鋭さを感じてしまったのだ。

　凪の反応を見てぬらりひょんは笑い、

「迷惑ついでに、一つ頼みごとをしようかと思ってねぇ……木この花はな、ご挨あい拶さつなさい……おっと、さるぐつわを噛かませたままだったね」

　失敗失敗、とぬらりひょんは笑い、木花と呼ばれた小さな妖よう狐このさるぐつわを、宙で指を振るだけで外す。

「……それで、老いぼれ、貴様がそこな妖狐を拘束していた理由を聞いておらんのだが」

「ああ、それはなんてことはない。連中に妖よう気きを気取られないようにするためさ。もう安心だから外すがね」

「安心？」

　問い返したのは凪だった。

　どうにもぬらりひょんの言動一つ一つに、嫌な予感が付きまとう。

　九く条じようの忠告も、今感じている予感の理由としてはあるのだろう。

「安心だね。木花の心強い味方ができた。同胞を放ほうり出すとは言わんよね、九きゆう尾び殿」

「えっ？」

「ご存知の通り、木花はなぜか、理由もなく狙われていてねぇ。我ら『神じん変べん会かい』で守るのもいいんだが、あいにくと九条がずいぶん暴れてくれたせいで、恥ずかしながら我々の組織の機能は未いまだ麻ま痺ひしている。そこで、同じ妖狐であり、なおかつ最強の存在の九尾殿に、木花の護衛をお願いしたいのだがね」

　言っていることは、筋が通っているように聞こえる。

　組織の機能が麻痺している、というのは、まあ、いいだろう。

　九尾が妖狐の中で最強の存在、というのもいいだろう。

　同胞だからその縁を頼ってきた、というのも納得できる。

　並べればまったくもって不自然な部分が見当たらない話だが……凪は、不吉な予感を覚えずにはいられなかった。

　そもそも、『護衛』という任務だけに限れば、自分よりももっと適任がいるんじゃないか、と思うのだ。

　なにせ、清きよ原はら凪はいくら正体が九尾の狐と言っても、職業は高校生なのだから。護衛という任務をこなすには、色々と不都合も多いだろう。

　その不都合に目をつむって凪なぎに頼み込む理由、というのはなんなのか――少し、吟味の時間がほしい。

　けれど、

「わかった、引き受けよう」

「橘たちばな!?」

「凪、私にも考えがある」

　橘の態度の重々しさに、凪は感心した。

　なにも考えずに『同胞だから』という理由だけで引き取ろうと言ったのかと思った。

　もちろん、引き取るという考えは同意したいのだが、だからこそ、木この花はなをとりまく環境や、木花を凪にあずけようとするぬらりひょんの思惑について、まずは調べる時間が欲しいと凪は思っていたのだ。

　けれど、橘には橘の考えがあるらしい。

　直情的に物事を判断する傾向のある橘だったが、成長していたのか。

　凪は少しだけ嬉うれしい気持ちで、

「それで、考えってのは？」

「同胞だ。是非もない」

「なにも考えてないよそれは！」

「同胞の絆きずな以上の理由があってたまるか。……それに、この老いぼれはどことなくうさんくさい。なんぞ謀はかりごとがあるやもしれぬが、いつまでもこの老いぼれのもとに同胞を置いておくというのも気が気でない」

　橘も、凪がぬらりひょんに感じているのとだいたい同じ感想を抱いているようだった。

　理屈のすり合わせはできていないが、ぬらりひょんに対する感情は一致している。

　そのうえで、見捨てるのか、引き取るのか――そう問いかけられたのならば、清きよ原はら凪が選ぶのは、

「わかりました。あずかります」

「いや、ありがたい、ありがたい」

　ぬらりひょんはどことなく芝居がかった調子で笑い、

「では、木花……今日からそちらで世話になりなさい。九きゆう尾び殿と七尾殿にあまり迷惑をかけぬようにな」

「……」

　木花は、さるぐつわをとられてはいるが、話そうとしない。

　ぼんやりとした顔で、凪と橘を見ている。

　右目は金色。

　左目は――眼帯で隠れていて、見えない。

　凪なぎの知り合いの誰だれよりも幼い少女は、凪の知り合いの誰よりも、その表情から感情というものがうかがえなかった。

　だが、不気味な無表情ではない。戸惑っている、ともとれる。

　凪は木この花はなに向けて笑みを浮かべ、

「なんだかよくわからないけど、君の面倒を見ることになった清きよ原はら凪だよ。よろしく」

　木花は、きょとん、と無む垢くな瞳ひとみで凪を見て、ぬらりひょんを振り返り、促される。

　すると、ようやく自分の意思を取り戻したかのように、よちよちと凪のほうへ歩いてきた。……足を戒めるさらしのようなものはいつの間にか解かれているが、まだ歩く感覚がつかめていないのだろう。

　木花はよたよた歩いて、数歩進んだが、凪のもとにたどりつく前に転ぶ。

　凪は歩み出て受け止めて、体の軽さと細さ、それから橘たちばな以上の幼さを実感した。

　使命感も湧わく。

　守ってやらないと、と思う。たとえばさっき襲ってきたような敵から、あとはなんらかの思惑があるなら、その思惑から。

「では、あずけたよ九きゆう尾び殿。……こちらも可能な範囲で君たちを守るがね。やはり敵の全力には君しか対抗できないだろう。まったく、はがゆいねぇ……手塩にかけて育てた娘を人様に嫁入りさせる気分だよ」

　そんなことを言い残してぬらりひょんは去る。もしかしたらその悔恨、歯がゆさは本物なんじゃないかなというぐらいに気持ちのこもった声だった。

「あっ、あなたたち、このはなの世話をしてくれるひと……？」

　木花の起伏のとぼしい表情には、少しだけ不安と警戒の色が見える。

　解きほぐすにはどうすればいいのか――凪は考えていたけれど、先に橘が動いた。

　小さな手で、木花の頭をなでる。

　それから、凪に抱きついていた木花を引きはがすように自分の胸に抱き、

「よいか子こ狐ぎつね、我が名は橘。これよりおまえに妖よう狐ことしての誇りを教授せし者だ」

「たちばな、おねえちゃん。ほこり」

「そう、私は橘。おまえが私から学ぶものは誇りだ。おまえはこれより、成人となり婿を迎える年齢までに、妖狐のなんたるかをたたき込まれることになる。なまなかな道ではない。覚悟はあるか？」

　橘は真剣な表情で木花に問いかけている。

　そういえばアルバイトの時だったが、橘はわりと『教えたがり』なところがある。

　自分から率先して引き取りたいって言っていたし、木花のことは橘に任せたら安心か――ほほえましい気持ちになりながら、妹ができたばかりのお姉さんのような橘の態度を凪なぎは静観することにした。

「かくご？」

「なければ寒空の下に放ほうり出すまでだ」

「橘たちばななに言ってんの!?」

　率先して引き取ろうとした結果がこれだよ。

「しかし凪、覚悟なき者は死あるのみ。これが獣の掟おきてじゃ」

「いいから！　普通に家に連れて帰ろうよ！」

「このはな、『かくご』あるよ。……いっ、いまはもってないけど……おうちかえれば、あるよ……いっぱいあるよ……」

「覚悟っていうのは、そういうものじゃないんだ……」

「でも、ないとこのはなのこと捨てる、っていう……おじいちゃんもいなくなっちゃったし……このはな、やだよ。捨てられるのきらい」

　ぎゅっと木この花はなが橘にしがみついている。

　その様子を見て、凪は橘の頭をぽんぽんと叩たたき、

「とりあえず、そういう話は家に帰ってからにしないか？」

「……うむ」

　それもそうだな、と橘は木花そっと引きはがして、それから、木花の右手を左手でそっとつかんだ。

　木花はあからさまにほっとした顔をしていた。

「凪、私の右手が留守だ」

「こっ、このはなの手もるすだよ……」

「マイムマイムでも踊れと言うのか」

　三人でぐるぐる回りながら家に帰るのも、楽しそうではあるが。

　ともあれ、凪は二人に求められて――木花の手を、にぎった。

　木花は安心したような顔をして、橘は不満そうな顔をする。

「帰るぞ」

　と、橘が言った。凪は苦笑いする。

「うん、……よ、よろしくおねがいします」

　木花が、緊張感たっぷりにあいさつをして、二人は笑う。

　そして、歩き出す。帰り道、橘はもう寒いと言わなかった。



    

  
    
      
一章　橘たちばなの子育て奮闘記





　　　１



　和泉いずみ恋れんの名前を出したら、橘があからさまに嫌そうな顔をした。

　橘にとって、和泉は高校の同級生で、よく話す間柄で、凪なぎから見れば決して仲が悪いように見えないのだが、橘本人はなぜか仲良しであることを否定したがっている、そんな相手だ。

　なぜか、ではない。

　人間だから。

　橘は妖よう狐こで、妖狐であることに誇りを持っている。その思想は排他的で他ほかの妖よう怪かいとすら仲良くしているように見られることを嫌うし、人間に至っては敵視している。

　橘にとって人間というのは、誇りをないがしろにする生き物のことを指す。

　そして和泉は、その人間の中でも『妖怪を管理する組織』という、橘がもっとも嫌う人種だ。

　なるほど理屈はわかった。しかし、

「……で、本当のところは？」

「凪はすぐに恋を頼る！　それが気に入らんのだ！」

　橘の声が怒り心頭すぎて、凪は苦笑いを浮かべながらも『俺おれってそんなに和泉先輩のこと頼ってるように見えるんだなぁ』と反省した。

　見えるというか、冷静に考えたら頼りすぎだ。

　確かに、妖怪がらみの事件が起こった時は、まず間違いなく和泉を頼っている気がする。気がするというか、頼っていない事件を思い浮かべるのが困難だ。

　帰り道に雨が降ったぐらいでも和泉を頼る凪である。

　今から思えば『母親か！』とつっこまれてもしかたないぐらいに頼っている。

　そもそもなんでこんな話になったかと言えば、木この花はなのことだ。

　ぬらりひょんと別れて木花を連れて帰宅した凪たちは、今後のことについて話し合っていた。

　ちなみに木花、拘束具を完全に解いてしまうと全裸であることが判明したので、今は橘の服を着ている。

　似てるな、とこたつの対面に座る橘と木花を見ていると、凪はそんな感想を抱かずにはいられない。

　金髪。

　黄おう金ごんの瞳ひとみ。

　小柄な体――と、こちらは橘たちばなより木この花はなのほうが小さいのだが。

　しかし体の大きさや容姿、肌の色などを細かく見ていくほど、二人は姉妹のように似ている。

　そう広くもないこたつの一辺に身を寄せ合うように座っているところなどを見ていると、仲の良さも見えてきて凪なぎは少し嬉うれしい気分になる。

　そういえば、橘が来訪者をここまで快く招き入れたことなど、今まで一度たりともなかった。同胞だからだろう。それ以外に理由など思いつかない。

　とにかく、橘が来訪者を自分の意思で迎え入れた。

　凪は嬉しく思いつつも、言ったのだ。「とりあえずなにか裏があるかもしれないから、木花のことを和泉いずみ先輩に相談しよう」と。

　そうしたら、

「いーやーじゃー！」

　橘がぎゅっと木花を抱きしめる。

　その様子は、大事なものをとられまいと駄々をこねる子供のようだった。



    

  
    
      



    

  
    
      　凪なぎは考える。基本的に妖よう怪かいがらみの相談を和泉いずみにしない理由がない。ぬらりひょんのうさんくささ、九く条じようからの忠告、そして狙ねらわれているらしい木この花はな。状況を整理しようにも情報が足りない。凪と橘たちばなでは情報の収集ができない。だから和泉に頼るのは必然だ。

　しかし、理屈ではない。

　橘は凪がいつもいつも和泉に相談する状況を嫌っているようだし、凪としても、言われてみて初めて気付くあたりが自己嫌悪ポイントなのだが、和泉に頼りすぎているような気がした。

　理屈か、感情か。どちらを主眼に置いて判断すべきなのか。

「うーん……」

「とにかく！　今回は私たちだけでやる！　木花を育てるのは私だ！」

　橘の言葉に凪が感じるものは、不安が少し、希望が少し。

　排他的で利己的なところがある橘が、木花と過ごしていくうちに精神的に成長して……もっと、自分以外の人間とも仲良くしてくれるようになるかもしれないという、希望。

　凪は考えて、賭かけることにした。

「わかった……橘の言うとおりにするよ。木花は、和泉先輩には内緒で」

「わかればよい」

　不ふ遜そんな態度で胸を張る橘は、なんだかやけにかわいらしかった。

「というわけだ木花。これからおまえは私を姉と崇あがめ奉り従属せよ。妖よう狐このなんたるかを一から十まで余すところなくたたき込み、将来的にいいところに嫁入りできるようにしてくれるわ！」

「がっ、がんばる……」

　木花は抱きしめられても抵抗はしないけれど、左目の眼帯が外れないように手でおさえてはいた。

　そういえば、拘束具を解いてこうやって橘の着物に着替える時も、眼帯だけはかたくなにとろうとしなかった。

　ものもらい、という雰囲気の眼帯でもない。もっとしっかりした、革製のものだ。少しかっこいい。おしゃれ目的だろうか？

　まあ大したこともでないだろうと凪は思う。かたくなに外したがらないのも、子供には独特なこだわりとか価値観があって、そういうものに従って意固地になっているだけだと考えた。蝉せみのぬけがらを宝物と言っていつまでも持ち続けるみたいに、かたくなに眼帯を外したがらないということもあるかもしれない。

　風ふ呂ろに入れる時にでも、橘に聞いてもらおう。

　いくら木花が幼いと言っても、さすがに女の子だし、自分が入れるわけにもいかない。

「というわけじゃから、木花……」

　橘たちばなの声に緊張とおさえきれないわくわく感があった。

　なにが始まるんですか？　と凪なぎは二人の動向を見守る。

「おまえは私の妹分だ」

「うっ、うん……このはな、妹ぶん。がんばる」

「だからだな、その……もう一度呼んでみろ」

「なにを？」

「さきほど呼んだであろう、凪のことをお兄ちゃん、私のことを……と」

「あ」

　木この花はなは気付いたらしい。凪も気付いた。

　そういえば橘はやけに先輩とか呼ばれたがる子だった気がする。年上に見られたい願望でもあるのだろうか、バイトの時も一日先輩ということでやけにハッスルしていた。

　バイトの時のハッスルぶりを思い出すと不安にしかならない。

　でもいいのだ、橘がしっかりしてくれて、木花との生活を経て他者に興味を持ってくれるのであれば、そのあいだに橘が起こすであろう問題は、自分がどうにかしよう。

　たとえば、また敵に襲われることがあってもどうにかしよう。

　凪は思う。相手が生き物じゃないことがわかっただけでも収穫だ。あの白いローブの集団をまたけしかけられても、全力で燃やすことができる。全力で燃やすことができれば、並大抵の相手ならどうにかなるだろう、と――楽観的な見解だが、そう思う。

　だから今は、見守ろう。

「よろしくお願いします、えと、たちばな、おねえちゃん」

「うむ！」

　この姉妹のような二人のことを。二人のやりたいようにやらせながら。

「なぎおにいちゃんも」

「え？」

　急に呼びかけられて少し凪はびっくりする。すっかりテレビでもながめるみたく二人を見ていた自分に気付く。

「なぎおにいちゃんも、よろしくお願いします」

「ああ、よろしく」

　笑いかけると、木花も笑った。

　今も『ころころ変わる』と言えるほどでもないけれど、表情がいくらかほぐれてきたような気がする。やっぱり緊張していたようだ。

　少しでも緊張がとけてよかったと凪は思う。

　橘が乗り気で、さっきから細々と世話を焼いているのも大きいのかもしれない。

　なら、自分にできることは、その『乗り気』なモチベーションを維持するために、和泉いずみには言わずに、なおかつ起こるであろう問題を処理していくことだ。

　凪なぎは自分の役割をそう判断する。

　その上で、

「橘たちばなも、しっかりな」

「うむ。言われるまでもない。我々の妹だ。凪もゆめ木この花はなの教育に悪い行動をせぬよう、気をつけろ」

　橘にそう言われるとコメントに困る。凪は苦笑いを浮かべた。

　秘密が増えていく。

　赤あか染ぞめに妖よう怪かいのことを話してしまったこと。

　それから、木花のこと。

　これらが、自分たちの未来にどう作用するかわからないが、なにが起こっても自分が力を尽くしてどうにかしよう、と凪は考える。

　それは、九きゆう尾びの力ならばたいていのことをどうにかできるという、自負とか慢心とか、そういった感情も根底にあった。

　この慢心に基づいた考えが吉と出るのか凶と出るのか――

　吉と出ようが凶と出ようが、二人を守れるのか。

　悩みながらも凪は、さっそく木花に『妖よう狐ことはなにか』を教授しようとしている橘を見て、笑った。
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　橘は風か邪ぜなので、今日は学校をお休みだ。

　という、建前。

　本当は木花を一人で家に置いてくるわけにいかないので学校を休んだのだが、ここで一つ問題が起こった。

「妖怪はさ、風邪をひかないんだよね」

　屋上へと続く踊り場に追い詰められる。無理、無理、これ以上は無理、という距離にまで接近される。相手は和泉いずみ先輩。意外と胸が大きくて、すぐそこに体温を感じる。伝わるぬくもりの存在感が強いのは、冬の朝の寒さのせいもあるだろう。

　凪は悩む。追い詰められて問い詰められて、ぬくもりを感じて頬ほおが熱くなって、助けを求めようにも味方はいなくて、敵ばかりが三人。

　和泉先輩。

　飛ひの縁えん魔ま。

　姑う獲ぶ鳥め。

　橘たちばなと同じクラスの面々だ。

　というか朝のホームルームもまだ始まっていないというのに情報が早い。いや、情報自体は凪なぎが提供したようなものなのだが。なにせ凪が登校すると同時に三人で押し寄せて「橘は？」と聞かれたのだ。まさか「まだ言いわけを考えてないので橘がいないことについての釈明は待ってください」とも言えない。

　困った。

　軽い気持ちで『風か邪ぜ』という言葉を使ったのに、まさか人ひと気けのないところで先輩三人に囲まれて壁を背負う羽目になるなとどはまったくもって想定外もいいところである。

「……なんか事情あるの？」

　和泉いずみが距離をさらに詰めて耳元で聞いてくる。その声は本当に心配そうな様子で、申し訳ない気持ちが加速していく。

　本当に黙っててもいいのだろうか、と心がちくちく痛む。

　凪はしかし決意を新たにする。

「いや、ええと……風邪は嘘うそだけど、大した事情じゃないのは、本当」

「言えない事情？」

「……」

「……わかったよ」

　和泉は笑ってくれた。納得してくれたかどうかはわからないが、とりあえず聞かないでくれるらしい。……迷惑ばっかりかけてるなぁ、と反省するし、自己嫌悪する。

「っていうかー、橘が凪くんと別行動とか『大した事情』じゃないワケなくね？」

　飛ひの縁えん魔まに蒸し返されて苦笑い。ここで同意したくなるあたり、飛縁魔の発言は非常に的を射ていた。

「まあまあ、よろしいではありませんか」

　姑う獲ぶ鳥めにとりなされて危機を脱する。凪は悩む。自分がもう少しうまく嘘をつければ、こんなふうに聞いてきた相手にフォローされることもないんだろうなぁ、と。

　凪にできることなんて、誤ご魔ま化かしだとバレバレの話題転換だけだ。

「ところで、三人は橘になにか用事ですか？」

「うーん……凪くんに言うべきことかな、これ？」

　橘にどんな打ち明け話をするつもりだったんだろうか、和泉は背後にいる飛縁魔と姑獲鳥に問いかける。

「いいんじゃね？　どうせ時期的にわかるっしょ」

　和泉と仲が悪いのかな、と心配になってしまうような不機嫌そうな態度で飛縁魔。

「そうですねぇ、男性の立場からも一つご意見をうかがいたいところですし」

　飛縁魔に仕方なさそうに笑いかけながら姑獲鳥。

「うーん、じゃ、ちょっと聞きたいんだけどさ」

　意見はまとまったらしい。凪なぎはちょっとだけ困る。これからなにを聞かれるのか、男性の立場からの意見、と言われても、『男性』の平均的意見を言える自信はあまりなかった。やっぱりそこは妖よう怪かいだから、少し平均から外れてしまうかも知れない。

「うちの学校、バレンタイン会やろうって画策してるわけさ」

「ああ……お祭り大好きだな」

「そう、お祭り大好きなのさ。で、橘たちばなにまずバレンタインを知ってるかって聞こうと思ったのが一つ」

「ははは……」

　凪は思わず笑う。確かに知らなさそうである。

「で、一緒に作らない？　ってお誘いが一つ。……だったんだけど、いないみたいだから、ちょっと前々から考えてたこと聞こうかと思ってさ」

「俺おれに？」

「そう、凪くんに」

　和泉いずみの笑顔に不安を覚える。なんだろう、前々から聞きたかったこと、と改まって言われると、緊張してしまう。

「なに……かな？」

「そんなに警戒しなくてもいいよ」

　和泉に笑われるほど警戒していたらしい。凪は少しへこむ。笑われたことではなくて、内面が如実に表情に出てしまうことに。

「なにも取って食おうって話じゃないしさ……ああ、取って食おうって話なのかな？」

「えっ、どういうことですか……？」

「いや、チョコレートの話さ。男子の方からも贈る形式にしたいんだけど、そういうの抵抗あるもんかな、と思ってさ。どうよ凪くん、バレンタイン会で『男もチョコレートを用意すること』って言ったら、反発されそうかな？」

「いや、たぶん大丈夫だと思いますよ」

　自分の声に少しだけ安あん堵どがにじんでいるのを自覚して、凪はまたへこむ。どれだけあからさまに警戒していたのか、如実にわかってしまったからだ。

　それにしても、そんな些さ細さいなことで質問とは、思わなかった。

　たぶん大丈夫だと思う――なんて自信のないような言葉を選んだものの、むしろこれを機会に喜々としてお菓子作りの手腕を披露する男子もいるだろう。一人知っている。一いち条じようという僧兵の見た目と若妻の技能を兼ね備えたクラスメイトだ。

「そっか。じゃ、男子からもって感じで話進めとくね。……に、してもさ、凪くん？」

「な、なんですか？」

　もともと遠くなかった距離を詰められる。遠くなかった、は言い違い。近い。もう無理、これ以上無理、というぐらいに近かった距離をさらに詰められる。顔を下からのぞきこまれる。凪なぎは困る。下がろうとして冷たい壁の感触を思い出す。退路がない。

「どうしたのさ、今日は」

「なんかおかしいですかね……？」

　心当たりを探す。しかしない。制服が乱れているとか、寝ね癖ぐせがひどいとか、そういう見た目でわかるものはないはずだ。強しいて見てわかるところから探すとしたら、隣に橘たちばながいないことぐらいだろうか。

　自分のどこがおかしいかわからないながらも、凪は思う。あんまり和泉いずみを頼りすぎるのもよろしくないので、少し自分で考えて探そうかな、と。

　考えたけれど。

「なんですかね？」

　すぐにギブアップ。

「その言葉づかいさ」

　和泉の笑顔に、呆ほうけることしかできない。

　凪は考える。口調、と言われてもなにか変わってるという自覚はない。つい、答えを求める目で和泉を見てしまってまた自己嫌悪。返された和泉の微笑ほほえみに申し訳ない気持ちでいっぱいだ。

「敬語になってるじゃんさ。いつも、凪くんは敬語じゃないじゃない、あたしにはさ」

「あ」

　言われて初めて気付く迂う闊かつ。おそらく周囲に姑う獲ぶ鳥めや飛ひの縁えん魔まなど普通の先輩もいるからだろう――言いかけてしかし凪は悩む。普通の先輩、とはなんなのか。和泉は『普通の先輩』ではないのか。

「ってかさー、アンタは凪くんのなんなワケ？」

　飛縁魔が和泉に問いかける。はたで聞いていてドキドキするのは、飛縁魔からあからさまに険悪なオーラが立ち上っているからだろう。一目でわかった。だって橘が他者に向けるオーラによく似ているから。

　凪は困る。このまま放置していいものか。けれど困っている間にも飛縁魔の口は止まらない。

「いいんじゃね、べつに敬語でも。そんなんいちいちツッコむことなくね？」

「まー、そうかもね。でもさ、いきなり敬語で話されたらびっくりするじゃんさ」

「……フン」

　飛縁魔は黙ってしまう。険悪な雰囲気に身がすくむ。

　姑獲鳥に見られて、笑われた。

　凪なぎは照れる。そして姑う獲ぶ鳥めの笑みがますます深まる。

「飛ひの縁えん魔まさんはね、なにかと反抗したいお年とし頃ごろなのですよ」

「ちょっと姑獲鳥！　あたしを反抗期みたく言うんじゃねーし！」

「そうですね、飛縁魔さんは反抗期ではありませんよねー」

「だから反抗期の子供を相手にしてるみてーな対応をやめろっつーの！」

「はいはい」

　仲のいい二人だなぁ、と凪は笑う。

「じゃ、そういうことだからさ。橘たちばなにも色々伝えておいてくれる？　バレンタインとか、一緒にチョコ作ろうとか、そういうことをさ」

「おい和泉いずみ！　あたしの言いたいことはまだ終わってねーんだっつーの！」

「あはは。じゃあ、ちょっと待つよ」

「えっ？」

　あからさまに飛縁魔が驚いていて、凪も驚く。

「反抗したいお年頃なんですよね」

「……くそっ」

　ずんずんと帰っていく飛縁魔。

「ええと……いい、のか？」

「ま、飛縁魔も飛縁魔で、色々言いたいことあるのさ。あたしに――っていうか、人間に、さ」

「あの子の人間嫌いにも困ったものですねぇ」

　二人は落ち着いた様子だ。どうにも飛縁魔が和泉に対して過剰につっかかるのはいつものことらしい。

「今度こそじゃあね」

「では、またお会いしましょう」

　去っていく和泉と姑獲鳥を、凪は手を振って見送る。

　凪は知る。……自分の知らないところでも色々あるらしい。どこまで自分がかかわるべき問題で、どこから自分は見送るべき問題なのか、少し悩む。

　けれど、考えても仕方ないのかもしれない。

　火の粉が降りかかるなら払う。

　所しよ詮せん、その程度のことしかできない。

　困った。

　実感するのは、無力さだ。

「……情報収集とか、交渉とか、そういうのも全部自分でできればいいのにな」

　ため息をついた。

　朝のホームルーム開始を報しらせる鐘が鳴った。

　凪なぎはその場をあとにして教室に向かうことにする。

　木この花はなのために、橘たちばなのために、人に頼らず自分がなにができるかを考えながら。
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　凪たちの話を階段下から聞いている人物がいた。

　今までも凪のことを遠くからちょこちょこ監視していたのだが、ついに我慢しきれず、こんな近くまで来てしまった。

　それと言うのも――清きよ原はら凪が、あの九尾の狐が、『橘が風か邪ぜをひいた』などというデマを言ったからだ。

　そんなデマを流さなければならないような、なにをさせたと言うのか！

「くっ……でも相手は九きゆう尾び……ぼくの力じゃどうにもならない……」

　歯がゆい。

　階段の上で交わされている会話は、とっくに他ほかのことへと話題を移している。

　もっと！　橘のことを！　話せよ！

　やきもきするが乗り込むわけにもいかない。相手は畏おそれ多おおくも九尾様。神にも等しき存在である。よく知らないけど。

「というかこのままじゃぼくのメンツが……プライドが……」

　まさかあの橘が、九尾の狐きつねに見み初そめられるとは思わなかった。

　なにか対策を講じなければ――

　考える。しかし考えがまとまる前に、上の階から足音が近づいてくる。

　やばいので、見られる前に退散することにしよう。

　それにしても、これはまずい。本当に、このままじゃ……まずい。

　どうにか九尾様に見初められて価値の上がった橘を取り戻さなければ。

　大丈夫、なにかやれるはずだ。

　たとえば……

「なにも思いつかない！」

　どうすればいいのか。

　一人、歯は噛がみするのだった。
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　帰宅して、まずリビングで橘を二度見した。

　凪なぎは考える。橘たちばなはなぜそんな格好をしているのか、あと、そんな服装がこの家のどこに置いてあったと言うのか。もしかしたら、このあいだ赤あか染ぞめが泊まりに来た時に和泉いずみが持ってきた服の中にあったのかも、ありえないかな？　ぐるぐる考え込む。

　けれど制服から着替えもせずに橘と木この花はなの背中を見てぼうっと突っ立っててもしょうがない。これからバイトもある。疑問があれば聞けばいい。凪は唾つばを飲み込んで、橘に問いかける。

「……なんで、女教師ルック？」

　くるり、三角メガネにフォーマルルックの橘が振り返る。視線がこころなし鋭くなったような錯覚。思わずびくっとしてしまう。凪は首を振る。いやいや、服装が違うぐらいでいちいちびっくりしていたら毎月一回は驚く羽目になる。平常心平常心。

「うむ、これか」

　橘は待ってましたという態度。

　凪は思う。橘はこれまでに色々な服を着てきたが、だいたい理由があっての服装チェンジだった。基本的に和服大好きな橘である。慣れないシャツに袖そでを通して家の中なのにフォーマルな服装というのにも、なにか理由があるのだ。

「まあ、理由はないのじゃが」

「ないのかよ！」

「うむ……強しいて言えばの、ほれ」

　橘が顎あごで示す先には、木花がいる。

　橘も着ていたことのある着物を着て、鉛筆片手に右目をすがめて、うんうんうなりながらなにかの書き取りをしている。

　凪は二人の背に近づいて、改めて橘の格好と木花の態度を見る。

　なるほど女教師ルック、勉強でも教えてる……という可能性は橘の性格を知っていると考えにくいので、妖よう狐こにとって大事なことでも教えてるのかな、と凪は笑いながらノートをのぞきこむ。
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　思わずノートを取り上げた。

「なにを教えてるんだよおまえは！」

「うむ、群むれの序列をな。よいか凪、そもそも我ら妖狐が群という概念で暮らしておるのには理由があってだのう」

「いや、この書き取りはダメだろ！」

　教育上よろしくない。

　さっきから木この花はなが右目をすがめている。片目だから見にくいのかな、と思いきや、

「たちばなおねえさまにぜったいふくじゅうたちばなおねえさまにぜったいふくじゅうたちばなおねえさまにぜったいふくじゅう……」

　うつろなだけだった。

　洗脳か。

「とにかく！　群むれの序列とかそういうことの前に、もっとこう……あると思うんだよ、教えることが」

　とか言いつつ凪なぎは悩む。具体案が思い浮かばない。語尾がつい弱くなる。

「ふむ、まあそこでな、なにかこう、なるべく私の地位の高さを示せるような偉ぶった洋服はないかと家中の箪笥たんすをあさっていたのだが……」

「ちなみにだけど、ちゃんと片づけたか？」

「……」

　こんなに雄弁な沈黙、見たくもない。

「……そこで！　教師どもが着ているような服を見つけたのじゃ！」

「片付けはあとでちゃんとやろうな……。まあ、うん、その服を着た経緯はわかったけど、その服を着て行おこなった教育はよろしくないかな……木花、ほら、もういいんだよ、そんな絶対服従なんてつぶやかなくて」

「……だいじょうぶ、まだがんばれる……」

　健けな気げな子！　と凪は思わず泣きそうになる。

　しかしそんな場合でもない。

「とにかく。橘たちばな、着替えたら俺おれはバイト行ってくるから。それまでに木花の洗脳解いておいてくれよ？　それと散らかした箪笥の片付けもな。あと、夕食の用意はできるか？」

「一辺に色々言うな！　やる気がなくなるわ！」

　もとはあったとでも言うのか。

　橘には謎なぞが盛りだくさんだ。

「だいたい！　学校から帰ってそうそう仕事に行くなどと！　少しは木花のために時間を使ってやろうとは思わんのか!?」

「いや……そりゃあ、まあ、俺だって色々話したいこととか聞きたいこととかあるけどさ。橘もバイト休むし、みんなにあんま迷惑かけるわけにもいかないだろ？」

「では私のために時間を使ってやろうとは思わんのか!?」

「いや……ええと、あのな、橘がバイト休むぶん、がんばってくるよ」

「そういう話ではない！」

　凪なぎはちょっと困る。どういう話なのか。どうすれば橘たちばなが満足して、なおかつバイト先の人たちにも迷惑がかからず、木この花はなと話す時間もとれるようになるのか。

「このはなだいじょうぶだよ。凪おにいちゃん、おしごとがんばれるよ」

「……橘、木花もこう言ってることだし、それにほら、やっぱり『いつものこと』をないがしろにするのはよくないと思うんだ。うまく言えないけどさ」

「むー……」

　橘が押し黙る。

　凪は笑う。全然まったく説得できていないような気がするが、言わんとすることはわかってもらえたらしい。

「このはな、代わりに行こうか？」

「え？」

　意外なところからの申し出に凪は驚く。視線を向ければ、木花は真剣な右目でこちらを見ていた。笑って流してはいおしまい、という類たぐいの軽口ではないことは表情からわかる。

「おっ、おしごと、よくわかんないけど……このはな、たぶんがんばれるよ。橘おねえちゃん、たぶん、凪おにいちゃんといっしょにいたいんだよ。だから、このはな、代わりに行くよ……」

　木花は言いながらも不安げな表情を浮かべていて、かなり無理して、勇気を出してこの提案をしたことがわかった。凪は思う。出自はよくわからないし、自分たちに木花をあずけたぬらりひょんにはなにか思惑があるような気がする。でも、こんないい子が誰だれかに狙ねらわれて怯おびえて暮らさないといけないというのは、間違っている。

　誰の力も借りなくてもいい。

　自分の力だけでもどうにかしよう――

　ああ、違う。

　自分と橘の力しかなくても、どうにかしよう、と決意した。

　橘も同じように思ってくれているかな、と凪は橘を見る。

　すごく不服そうに頬ほおをふくらませていた。

　あれー？

「ずいぶんと仲がよさそうじゃの！」

「えっ？」

　言われて初めて凪は気付く。木花の頭を自然と撫なでている自分と、嬉うれしそうな顔をする木花を。

　まあ、嬉しそう、とは言え、木花は表情が不器用らしく、そんなにあからさまではないのだが。

　代わりにあからさまに橘が不機嫌そうなわけだが。

「なんじゃなんじゃ！　私が木この花はなに色々教えてやったと言うに！　凪なぎめ！　一瞬で木花になつかれよってからに！」

「色々って……ええと、洗脳……じゃなく、群むれの序列について以外にも？」

「掃そう除じも！　洗濯も！　料理も教えてやった！」

「橘たちばなは掃除も洗濯も料理もやったことなかった気がするんだけど……」

「ふん、やらんだけでできると言っておろうが！　木花！　掃除とはどうやるか言ってみろ！」

　凪はちょっと考える。掃除機をかける、だろうか。しかし橘は機械に弱いし、ぞうきんがけとかほうきの使いかたとかを教えたのかも知れない。

　果たして木花はなにを教わったのか――凪は木花を見る。木花は一言一句でも間違えたら人生が終わるかのように一生懸命考え込んでから、

「ちらかしたら、おしいれに、おしこむ……」

「それは掃除とは呼ばない！」

「正解じゃ！」

「えぇっ!?」

「次、洗濯！」

　洗濯。まさかこれも『押し入れに押し込む』とかは言わないだろう。本命で洗剤をひと箱、対抗で洗面器に水を張って手洗い、大穴で普通に洗濯機の使い方を知っている、とかが妥当な予想と思われた。

「えと……あっ、あきらめる……」

「あきらめんな！」

　なにも教えられていないに等しかった。

「しかし凪よ、私は思うのじゃよ。世の中――あきらめで救われるものもある」

「洗濯はその例に入らないよ！」

「まあともかく、最後、料理を言うてみよ」

「うん……がんばるよ……」

　木花が一生懸命に橘の教えを思い出そうとしているのを見て、凪は胸の痛みを覚えた。

　橘は色々間違っている。

　たぶん料理も間違っているのだろう。

　いやしかし、凪は思い出す。料理は前にやったことがあるはず。火か車しやが地獄から来て、それでなぜか料理をする流れになったのだ。今思えばなぜだろう。いや、今はそんなことはどうでもいい。とにかく、料理だけは期待してもいいだろう。

　木花を見る視線に我知らず熱が入る。凪は期待している。

　応えるように木花はうなずいて、

「料理は……その、やろうとおもったら、材料がない……」

「そういえばそうだったな！」

　火か車しやが来て料理をする流れになった時に、なぜか全員卵焼きを作ろうとしたため、途中で卵がなくなって橘たちばなは作れなかったのである。

　凪なぎは考える。しかし、なぜこんな間違った家事のやりかたを木この花はなに教え込もうと思ったのか。あまりにもとんちんかんすぎて、ついついつっこむ声が大きくなってしまった。自分がこれだけ声を張り上げるのはよっぽどのことだという自覚が凪にはある。

「どうじゃ凪、完かん璧ぺきであろう！」

「俺おれの反応を見てないのか!?」

「感嘆しておったのではないのか？」

「絶望してたんだよ！」

「はぁ……そう、なのか……？」

　この『理解できないよ』と言わんばかりの対応はなんなのか凪は小一時間ほど説明が欲しい。

「ともあれ、木花を教育したのは私じゃ！　にもかかわらず、なぜ凪ばかり木花になつかれる！　あと、なぜ凪は木花を教育した私を褒めぬ!?　世の中が不条理じゃ！　なんとかせい！」

「なんとかせいって言われても……」

　どうにもならないことは自明の理である。

　それでも凪は考える。どうやったら世の中から不条理をなくせるだろうか……とかいう大層な話ではなく、ようするに橘のがんばりを（方向性は話題にせずに）認めて、ねぎらうべきなのだと気付く。

　つまり、ただのひと言。それだけでもいいはずだ。

「ええと、橘、その……がんばったな」

「ちーがーうー！」

　それだけじゃダメだった。

　凪は困る。正直橘が木花にほどこした教育というのは、間違った掃そう除じ洗濯料理のやりかた……やりかた？　に加えて挙句の果てが洗脳である。とても褒められたものではない。

「うー……もういい！　凪はずっと木花と仲良くしておれ！」

　橘は立ち上がり、ずんずんと凪の横を通り抜ける。どこに行くのだろうと凪は視線で橘を追う。靴を履きかえている。なるほど外出するのか――外出するのか!?

「おい橘！　どこに行くんだよ!?」

「仕事じゃ！　おまえは家で木花とずっと洗濯しとればいいんじゃ！」

「そんなに洗濯物ないよ！」

　ふん！　と不機嫌そうな声を残して橘たちばなは女教師ルックのまま出て行ってしまう。フォーマルなので外出に耐えうる格好なのが救いだったが、橘が不機嫌そうに家を出たことで全然救いのような気がしない凪なぎである。

　どうしよう。

「このはな、わるいことしたかな……？」

「いや、木この花はなは悪くないよ」

　凪は思う。誰だれが悪い、という話ではなくて、ただ、橘が急に妹分ができた感情をうまく制御できなくて、自分が制御できない橘の気持ちをわかってやれなかっただけだと。

　木花がいるおかげか、橘も精神的に成長してきてるようには思う。

　だって、いじけてるのに『仕事に行く』だなんて、今まではなかった行動だと思うから。今までならふて寝でもしてそうなものなのに。

　こういうところを見て『成長してるなぁ』と思うのは、本当に橘の精神的成長を実感していると言うよりは、自分が思いたいだけなのだろうか。

　凪は悩む。自分は橘にどうなってほしいのか。……ちょっとだけ、成長しないままでもいいような気がする自分もいて、でも、木花との暮らしを通じて成長してほしいと思う自分もいて、自分が二人いるみたいで、すごく悩む。

　悩んでても仕方ないのはわかってるけど。

「……ええと、とにかく木花、お疲れ様。橘は間違ったこと教えたり、洗脳しようとしたりするけど、あれでも、木花がうちに来たこと喜んでると思うよ」

「こっ、このはな……よろこんでもらえたら、うれしいよ。あと、その……おいだされなかったら、もっとうれしいよ……」

「追い出さないよ」

　笑いながら凪は考える。そういえば木花は、追い出すとか放ほうり出すとか、そういう単語にやけに敏感な気がする。それはもちろん、木花は見るからに生活能力なさそうだし、そんな子が突然寒空の下に放り出すなんて言われたら不安がるのはわかるのだが。

　なにかあるのだろうか。

「なにかな、凪おにいちゃん……このはな、なにか悪いことした？」

「いや、大丈夫。……ええとそれじゃあ……正しい料理の仕方でも、勉強するか？」

　夕食の時間も近いので、凪は考える。普段ならば橘と行動が別というケースがほぼないので、夕食はバイト先でとるのだが、今は別だし、木花もいる。自分だけ橘を待つことにして、とりあえず木花には夕食をとらせよう、と。

「うん、その、このはな、がんばっておぼえるよ……」

「そんなに気負わなくてもいいよ」

　凪は笑い、少しだけ思う。

　気負わなくてもいい、というのは……たぶん、橘たちばなにかけてやるべき言葉だったんじゃないかなぁ、と。なんとなく、だが思う。

「……これから、まだ時間はあるしさ、いっぺんに色んなこと詰め込みすぎなくてもいいと思うんだ。ゆっくり、ゆっくり……俺おれたちには時間があるからさ。いっぺんに詰め込んだら、また頭ぐるぐるするかもな」

　凪なぎは笑う。さきほど、橘に洗脳されかけていた木この花はなの様子を思い出したのだ。

　木花はきょとんとしていたが、まったく話を理解していなかったわけではないらしい。凪は木花の顔を見て思う。基本的に利発でいい子だ。

　なぜ狙ねらわれているのか。やはり、情報が足りない。

　……橘の気持ちもわかるが、情報収集の術すべがなさすぎる。どうにかして木花が狙われる理由と、狙っている連中のことを知りたい。そのために……やっぱり橘の意思も尊重したいから、話し合おう。木花のためにも、話し合って打ち明ける相手を定めよう。

　決意も新たに木花を連れて、凪はとりあえず台所へ向かう。

　たどりついた。

　引き返したくなった。

「……橘は、どんなふうに木花に料理を教えようとしたんだ？」

「じっ、じっせん、きょういく……」

　木花の言葉を聞いて凪は頭痛を覚える。なるほど、料理はしようと頑張ったのか。ちゃんと頑張って教えようとして、それでもできなくて、『料理とはしようと思ったら材料がないことである』みたいなことしか教えられなかった――ということか。

　でも、橘。

「……汚したら片付けろ」

　たとえば焦げた鍋なべとか、野菜くずであふれた三角コーナーとか、曲がった包丁とか、牛乳のこぼれた床とかを見て、凪は頭痛を覚える。

　熱もちょっとある気がしてきた。

　ぐるぐるといろんなことを考えていたら、どうにも頭を使いすぎていたらしい。

　知恵熱というのも、なんとなく恥ずかしい話だ。

　だから、なにをしたらこうなった、という疑問はこれ以上知恵熱を加速させないためにも、この際置いておこう。そう、まずは目の前にある問題を片付けることが肝要だ。

「……木花、悪いけど、料理の前に『後片付け』を教えることになりそうだ。手伝ってくれるかな？」

　凪は苦笑いする。なんだか今まで教師役だった橘の後始末を、生徒役だった木花にさせるのもおかしな話だよな、と思ったのだ。

　木花はちっちゃな唇と拳こぶしをきゅっとひきしめて、

「がっ、がんばるよ……」

　やや自信なさげに言った。

　凪なぎはとりあえず、木この花はなもシンクに手が届くように、台をどこから持ってくるかを考え始めた。
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　三が日のほうが忙しいという稀け有うな喫茶店がこの街にはあって、橘たちばなはそこでぼんやりコーヒーを飲みながら思索にふけることが、最近週に二、三回ほどある。

　ただし橘は店員だ。

　着ているものはピンクのウエイトレス服。同僚の藤ふじ紫むらさきの冷たい視線もなんのその。客ではないので金は払わず、店員じゃないのかよとつっこまれることもなく、カウンター席で最近覚えたコーヒーの味を堪能している。

　二月上旬の喫茶店にはお客さんがゼロというわけでもない。

　和泉いずみ恋れんがいる。橘は思う。最近、恋が冷やかしに来る日が多くていたく不愉快だ。どうして恋はいつも喫茶店にいるのだろうか。暇なのだろうか。学生のくせにけしからんなこやつは、と。

「橘、聞いてる？」

「なんだ恋よ。私は貴様と無駄話をするためにここにおるわけではないのだぞ。こう見えて私は仕事をしているのだ。注文以外で話しかけるな」

「あはは……どの口が言うかね」

「この口だ」

「どれどれ？」

　恋がおもむろに口の中に手を入れて、左右にひっぱる。橘は驚く。普通、人の口の中に躊ちゆう躇ちよなく手を入れるか!?　いやそこじゃない。地味に痛い。このままでは口が裂ける。

「やめんか！」

　と、自分では言ったつもりだが、実際に出たのはもっと情けない声だったりする。おのれ恋、口封じとは卑ひ怯きようなり。

「いいかな橘、もう一回言うから、よぉく聞いておくんだよ？　バレンタインデーっていうイベントがあって、そこで好きな人に手作りチョコを贈るから、一緒に作らない？　っていうお誘い。それから、なんで風か邪ぜで学校休んでたあんたがアルバイトしてんのかな？　っていう質問。わかったら順番に答える！」

　指が放される。

　口の自由を取り戻したものの、まだ唇の側面が伸びてるような妙な感じだ。橘は口の具合を確かめるために何度か開け閉めしてから考える。ばれんたいん？　とかいう催しがあるらしい。お気楽なことだ。こちらは子育てでそれどころではないと言うに。

　しかししかし。

「ふむ……ま、よかろう。なにを作るかは知らんが、凪なぎへの贈り物を作ればよいのだな？　その催し、乗ってやる」

「そりゃどうも。で、あんたの風か邪ぜはどうなってるのさ？」

「……風邪ぐらいひくこともあろう」

「妖よう怪かいは風邪をひかないんだよ。……まったく、そんなことぐらい凪くんに言っときなよ。凪くんはあれで人間なんだからね。妖怪の常識、割と知らないんだから」

「知らない、と言うよりも、忘れているのであろ。……なにをしたのか知らんが、凪は半分人間だからのう。近場に生粋の妖よう狐こが来て初めてわかったわ。気配でも妖力でもなく、においというやつは変えようがないはずなんじゃが、凪の奴め。まぎれもなく人間と同じにおいがしよる。半分もじゃ」

「……その話について、質問が二つ」

「申せ」

「凪くんが半分人間、ってのは、どういうこと？」

「さてのう。……なにをしたのか知らん、と言ったであろ。想像もつかんわ」

「あと、『近場に生粋の妖狐が来た』ってどういうこと？」

　橘たちばなは思う。

　恋れんの奴、鋭いな!?

　よもや言こと葉ば尻じりを捉とらわれるとは思わなんだ。しかしまだ隠しおおせる。表情には出ておらぬはず。なにせ心がそのまま顔に現れるようでは狐きつねとして未熟。成人し子を成せる大人おとなの狐として、そのような失態だけは、ありえぬのだ。

「橘、なにを隠してるのさ？」

「なっ、なにも隠してはおらにゅ」

　噛かんだ。

　橘は内心で舌打ちする。さきほど唇を左右にひっぱられたのは、こうして些さ細さいな心の乱れを如実に言葉へと出させるための布石だったのだ。恋め、見かけによらず策士……！

「もうさ、いい機会だから、橘、洗いざらい隠し事吐いちゃいなよ。大丈夫だよ？　あたしに吐いてもさ、直接生徒会長に伝えたりしないからさ」

「……よくわからない」

　藤ふじ紫むらさきがぬっと隣に現れて、橘は上げそうになった悲鳴をこらえた。

　この天てん狗ぐはなにからなにまで心臓に悪い。無表情とか、気配のなさとか、発言とか、すべてが。あと黒髪のおかっぱに桃色の制服は似合わないと思う。

「なんじゃ天てん狗ぐ。何用じゃ。仕事はどうした」

「狐きつねに言われたくない、かんじー。……藤ふじ紫むらさきはここで見てる、からー、話をつづけると、いい？」

「……勝手にせい」

　橘たちばなはそっぽを向く。藤紫はよくわからんのだ。よくわからん相手には好きにさせておくに限る。

「……で、橘はなにを隠してるのさ？」

「なにも隠しておらんわ。まったく、私以上に正直な者もそうそうおらんじゃろうて」

「……」

　恋れんの視線は冷たいが、橘は動じない。藤紫が話に割り込んだことで、落ち着く時間を得ることができたのだ。天狗のくせに意外と役に立った。

「ところでー」

　藤紫が突然の挙手。

「なにかな？」

「……なんの話をしてるのかー、聞いてない、かんじ」

「ああ、それは橘がなにか隠し事してるみたいなんだけどさ。ほら、今日、橘は学校休んだのにここにはいるじゃんさ。で、今は凪なぎくんが学校には来たのにここにはいない。……そこであたしは考えたわけさ。二人はなにか家に隠してるんじゃないかな、ってさ」

「……ほほう」

　藤紫の声に嫌な気配を感じて、橘は考える。なにやら雲行きが悪くなっておらんか。藤紫は味方ではなかったのか。ということは敵が二人か。分が悪い。

　分が悪い勝負なら、しないのもまた賢さである。

　つまり、逃げる。

「どれ、私はそろそろ仕事に戻ろうかの」

「まあまあ」

「……少し待つといい」

　両側から肩に手を置かれる。並じゃない重圧を感じて橘は思う。……これはいわゆる絶体絶命というやつなのではなかろうか、と。

「な、なんなのだ。私はなにも隠してはおらんぞ！」

「本当に？」

「……よくわからない。尋問の必要性を感じる」

「というか天狗！　貴様、恋に味方するために寄ってきたのか！」

「……」

　藤紫にふくみのある視線で見られて、橘は考える。

　そういえば、藤ふじ紫むらさきと共有している秘密があった。

　小娘――赤あか染ぞめのことだ。

　奴やつめに妖よう怪かいのことを話してしまった、という事実を恋れんや他ほかの人間たちには隠しておかねばならんのだ。

　別に秘密にしてやる義理もないのだが。

　凪なぎが黙っている以上は自分も黙っておこう、そのように橘たちばなは考えている。

「……ふん。安心せい。私は貴様の味方であるつもりはないが、凪には従う」

「……よくわからない」

　藤紫はとぼけたのか、本当によくわからないのか、橘は少しだけ考えてみようとしてやめる。労力の無駄にしか思えない。藤紫の心中なんぞどうでもよい。

　問題は現状だ。

「ねーえ橘。隠し事はやめてほしいわけさ」

「……藤紫も、ききたい、のかも、しれない？」

　二人の顔が左右から迫ってくる。肩に乗る手はますます重くなる。

　橘はすごく思う。

　この二人……うざったい！

「ああもう！　離れんかわずらわしい！」



    

  
    
      



    

  
    
      　いやいやするが、恋れんも藤ふじ紫むらさきも離れるどころかますます近づいてくる。

　橘たちばなはすごくすごくものすごく思う。うざったいを通り越してそろそろ気持ち悪い。

「わかった！　言う！　言えば良いのじゃろ!?」

　観念した、と言うよりは耐えかねた。

　いわゆる勢い。言ってしまってから一瞬おいて、冷静になって後悔する類たぐいの発言だ。

　やってしまった、と顔を青ざめさせてもあとの祭り。言げん質ちはとったとばかりの恋と藤紫のしたり顔。ああ忌いま々いましい。この二人にはいつもいいようにからかわれている気がする。

　橘は思う。――もうどうにでもなれ！

「凪なぎがいない理由は、家で木この花はなの面倒を見ているからだ！」

「木花？」

　すかさず和泉いずみから疑問符が投げかけられる。

　橘はもう考えない。聞かれるまま白状する。

　木花を引き取るに至った経緯とか木花とはどんな子なのか、とか。

　客のいない喫茶店が橘の不幸の始まり。話を切り上げるタイミングもなく、橘は洗いざらい木花について恋と藤紫にすっかり話してしまった。

　そして。

　話を聞いた和泉と藤紫が、その『木花』を一目見るために凪の家に行こうと言い出したのが、凪の不幸の始まりである。
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　予感はあった。嘘うそじゃない。

　凪は思う。もちろん自分は和泉にばらす気はなかったし、藤紫にだって言う気はなかった。けれどいつかなにかでばれて、けっきょくこうやってみんなに木花を紹介することになるんじゃないかなぁ、と、なんとなく、デジャビュと同じレベルで予想していた。

　家に来た藤紫と和泉、それから帰ってきた橘の表情から凪はだいたい経緯を予想した。たぶんバイト先で橘が二人に木花のことを打ち明けてしまったのだ。それもおそらく不慮の事故、というか不注意、というか一人誘導尋問だろう。橘の表情がこわばっているのが、冬の夜の寒さのせいでなければ、だが。

「凪くんの話も聞いておきたくてさ」

　という和泉の声の調子と表情から、凪は自分の予想が正しいことを知る。

　凪は迷いつつ和泉を見る。どこまで話したらいいのかな、と情報を吟味する。頭を動かして黙っているあいだになんとなく和泉のポニーテールをながめた。そういえば和泉の私服を見る機会はそんなにない気がする。パーカーとジーンズ。服装が動きやすそうなのは、やっぱり不意に入った妖よう怪かいがらみの仕事に対応するためなのだろうか？

「凪なぎくん？」

「え？　ああ、ごめん、えっと……」

　神じん変べん会かい、だったか。

　ぬらりひょんという妖怪が、木この花はなを託してきた。なんでも木花が狙ねらわれていて、今の神変会では守りきれないらしい。そこで同胞である妖よう狐この中でも『強い』と言われている九きゆう尾びの狐きつね、つまり自分のところに持ってきた、とのことだ。

　凪は困る。冷静に考えてみると、すごい話のような気がする。そこまで自分の名前、というか『九尾』の名前がとどろいていることがまず驚きだし、いくら強いと思われているとはいえ、神変会という組織よりも九尾一人のほうが木花を守れるだろう、というぬらりひょんの判断も意味がわからない。

　だから――凪は少しだけ悩んだが。だから、『なにかある』ような気がする。

　そこまで、和泉いずみと藤ふじ紫むらさきに打ち明けた。

　凪が木花にまつわる事情を語り終えたあと、しばしこたつは沈黙に包まれる。凪は左右を見る。藤紫と和泉がそれぞれなにかを考え込むような顔をしている。正面では、不機嫌そうな橘たちばなの手を、不安そうな顔をした木花が握っているのが見える。

　少しだけ、理解できるかもしれない。凪は考える。木花の不安そうな顔の意味を。

　木花は自分のことについて話されているのだ。しかも、ぬらりひょんになにかよからぬ目的があるかも、ということを。

　木花に聞かせないという選択肢も、もちろん凪は考えた。けれど凪は、正直に自分の考えていることや状況を木花に聞かせることを選んだのだ。

　いくら安全のため、不安にさせないため、と言っても――隠されたほうが傷つくことも、あるから。

　この話を和泉にすることによって、和泉の組織で引き取る、という展開もあるかもしれない。

　だから凪は言葉を重ねる。

「……それで、色々あるのはわかったうえで、お願いがあるんだけど……木花の世話は、うちで続けさせてくれないか？　木花の立場とか出自とかが微妙なのはわかるけど、」

「ちょっ、ちょっと待ってほしいのさ凪くん。別に、あたしはどこで世話するとかうちの組織で引き取るとかは言ってないよ？」

　和泉の慌てた態度を見て凪は気付く。そうだった。まだなにも言われていない。どうにも早合点があったようだ。

　少し恥ずかしい。

　けれど、木花に『いてもいい、いてほしい』という意思は伝わったようで、凪は少しだけ安あん堵どする。木この花はなの不器用な笑顔に、笑顔を返すことができた。

「……で、見つめあってるとこ悪いんだけどさ」

　和泉いずみに笑われて、また安堵の上から羞しゆう恥ちが顔を出す。

　凪なぎは咳せき払ばらいして感情をリセットする。

「ええと、はい、和泉先輩」

「あはは……うちは、木花ちゃんについてはどうにもできないよ。組織の力関係、神じん変べん会かいよりうちのがだいぶ弱いから。神変会じきじきに凪くんへ託されたんなら、どうにかしようとしても介入もできないわけさ」

「そうなのか……」

「情けない話だけどね。だから、うちらが凪くんの意思を無視して木花ちゃんを取り上げることはないし、凪くんが仮に『任せたい』って言っても、ちょっとおうかがい立てないと動けないわけさ。……というわけだから、この話、一応生徒会長には伝えといても？」

　凪は橘たちばなを見る。

　橘は不機嫌そうに押し黙っている。凪は焦る。どうにも橘主導で木花を引き取るという話だったのに、自分ばかり話している。ここらで橘の意見を聞いておいたほうがいいかもしれない。

「橘は、どう思う？」

「『どう』とはなんじゃ」

　不機嫌そうな顔をして、頬ほお杖づえをついている。橘はあきらかに怒っている。でも木花の手を振りほどかないあたりに愛を感じる。

　凪はちょっとだけ思う。実は橘、表情と態度で見えるほど不機嫌なわけではなくて、和泉たちにうっかり口を割ってしまったので居心地が悪いだけなんじゃなかろうか、と。

「なんじゃその笑いは」

「いや……ごめんごめん。それで橘はどう思う？　今さら『木花は和泉たちに引き取ってもらいたい』なんて言い出すはずもないと思うけど、ちゃんと言葉にして聞いておきたくって」

「……ふん」

　橘が不機嫌そうな顔でちらりと見るもので、木花がちょっと怯おびえている。

　どうにも和泉や藤ふじ紫むらさきの前で猫かわいがりをする気はない様子だ。もともと猫かわいがりをしている、というよりは先輩妖よう狐ことしてかわいがっている、という感じだったのだが。人の家の子犬を愛めでる感じではなく、警察犬を育てる感じの愛情の注ぎ方、とでも言ったらいいのだろうか。

「おい恋れんよ。一つ話がある」

「なにかな？」

　不ふ遜そんな態度にいちいち反応していると橘たちばなとの会話は進まない。和泉いずみもそのあたり心得ているようで、かなりやぶからぼう、凪なぎは横で聞いててびくっとするぐらいの不遜な橘の呼びかけにも、和泉は笑顔で反応する。

　橘は和泉のなんでもない態度すら不満そうな顔をして、

「……木この花はなを狙ねらっている者どもについて、調べてほしい」

「えっ？　いいけどさ……」

　和泉が戸惑っている。凪も戸惑う。今、聞き間違いじゃなければ、橘が和泉に頼みごとをしたように聞こえた。不遜で有名な橘が。

　聞き間違いの可能性を捨てきれずに、凪は藤ふじ紫むらさきにも確認をとろうと顔を向ける。

　けれど藤紫は動じていない。というか動いていない。なにをしてるんだこの子は、と藤紫の視線を追って凪は気付く。

　藤紫と木花が見つめあっている。

　お互いに無表情だが、藤紫が完かん璧ぺきに鉄壁な無表情であるのに対し、木花は唇をむにゅむにゅ動かし、頬ほおに汗を浮かべ、助けを求めるように視線を泳がしている無表情だ。

　なにをしているんだろうかこの子らは。

「藤紫も」

　ぐるん、と唐突に藤紫の首が動いて、凪を見る。

　凪は驚く。心臓が飛び出すかと思った。

「藤紫も、調べてやってもいい。ただ、し～」

　藤紫の左手が動いて、木花を指差す。

「その眼帯、とりたい」

「!?」

　木花の超反応。

　目にも止まらぬ速度で握っていた橘の手を放し、両手で左目の眼帯をおさえる。

　そういえば拘束具をほどいた時もそうだったが、木花は眼帯をとるのを極度に嫌がる。

　中二病だろうか。

「とりたい。とりたい。とりたい」

　同じセリフを繰り返すならばもっと駄々をこねる感じで言ってほしいものだが、藤紫は淡々と機械のように同じ言葉を繰り返すだけだ。凪は思う。正直怖い。

「いっ、いや……あっ、か、かわりにかえの眼帯あげるよ……？　かっこいいよ……？」

「……」

　藤紫が沈黙したあたり、ちょっと欲しかったのかもしれない。

　しかし目的は眼帯をもらうことではないようで、

「とりたい。いま身に着けてるのを～、いま、ほしい」

「もっとかっこいい眼帯あるよ……えと、その、うちにかえれば……いっ、いっぱいあるよ？　うそじゃないよ？　ピンクいの、とか……」

「それがいい。いまつけてるのがほしい」

「うっ、うっ……」

　追い詰められすぎて木この花はなが混乱している。

　さすがに止めに入るべきだろう。凪なぎは動く。

「まあまあ藤ふじ紫むらさき、木花も嫌がってるし」

「……」

　藤紫はなにも言わなかったが、そっと木花から視線を切る。あからさまにほっとした様子の木花。凪は考える。なぜこれほどまでに藤紫は木花の眼帯にこだわるのだろうか？

「ええと、そんであたしは、木花ちゃんが誰だれに狙ねらわれてるかを調査すればいいのかな？」

　凪は考えていた。けれど、和泉いずみから視線を向けられる。橘たちばなが不機嫌そうな顔で「なぜいちいち凪に確認をとる……」と恨みがましくつぶやいているのが聞こえて少し焦る。

「ああ、お願いできるかな？　……その、いつも本当にごめんなさい」

「いいよいいよ。ま、可能な範囲、だけどね。うちの生徒会長は手を貸すの渋るだろうし、本格的にはできないと思うけどね。……あたしも気になるし。見たところ普通の妖よう狐こじゃないさ、木花ちゃん。なんで狙われるのか、とか……あと、なにが橘にここまでやらせるのか、とかさ」

　和泉が意味ありげに橘にウインクする。やっぱり橘は不機嫌そうだ。

　凪は思う。橘の不機嫌には色々ある。本当の不機嫌と、決まりの悪い不機嫌と、照れ隠しの不機嫌。そして今の不機嫌は照れ隠しの不機嫌だ、と。

「藤紫もきになるとこ、かってにしらべる、感じ。……折をみて報告する場合もあるとは考えなかったのかね？」

「いや、考えなかったのかねと言われてもな……」

「眼帯、いつか、はずす」

「ひぅ」

　藤紫がやけに木花の眼帯に興味津々である。

　少し不安。

「それよりも、なぎー。あのことはまだ秘密になってる？」

「あのこと？」

　こくり、うなずく藤紫を見て、凪は考える。なにか藤紫に『秘密になってる？』と確認されるようなことはあっただろうか……いや、あった。

「ああ、だいじょうぶ」

　和泉に視線を向けるのを、どうにか意思でおさえこむ。

　赤あか染ぞめのこと。

　赤染に、妖よう怪かいについてばらしてしまったことを、和泉いずみには秘密にしているのだ。

　……心が痛い。

　少し藤ふじ紫むらさきと相談して、なんとか和泉にだけは言えるようにしないとな、と凪なぎは思う。

「……恋れん」

「なにさ？」

　橘たちばなが仏頂面のまま和泉に話しかける。

　凪は観察する。橘の態度、視線、唇、頬ほお、指先。そわそわしている。目は泳いでいる。唇はなにかを言おうとむずむずしている。頬はやや赤く染まっている。照れているのだろうか。指先は木この花はなの手をなでている。落ち着かない雰囲気が全体にある。

　橘は黙って、黙って、黙って、やっと、

「……すまんな」

　たったそれだけの言葉を絞り出すように言った。

　和泉はなにを言われたかわからない様子だった。意外だったのだろう。凪は笑う。なんだか、妹分を得たことで如実に橘が変わり始めているな、と。

　凪は願う。このまま、全人類に、とまでは言わないが、和泉や藤紫や、赤染ぐらいとは、もっと素直に会話できたらなぁ、と。

「なんだその顔は！　なんだ！　なにか悪いか！」

　誰だれもそんなことは言っていないのだが、凪や藤紫のなんとなくにやついた雰囲気が気に入らなかったらしい。橘は恥ずかしそうに頬を染めて、立ち上がって全員の顔を見回す。

「ふん！　とにかくだ！　言って正解だったであろう!?　恋よ、私が信じて打ち明けたのだから、しっかりと調査するのだぞ！　良いな！」

「信じて打ち明けたって言うか……」

「ゆうどうじんもんにひっかかっただけ」

　藤紫がイントネーションのない声で言う。

　橘は「ぐぬぬ」と悔しそうに唸うなる。

　――まだまだ秘密が多くて気は重いが。

　凪は思う。こうやって橘が成長して、木花とうまくやれて、なんの問題もなく過ごして、終業式を迎えて……とにかく、平和に毎日を過ごせたらいいなぁ、と。

　平穏でなくてもいいから。

　まあ、しかし。

「煩わしい！　これだから貴様らの手は借りたくなかったのだ！」

　凪は思う。そうやって吠ほえ散らす橘を見ていると、まだまだ彼女が素直になる日は遠そうだな、と。

　思わずため息。

　暖房がかかっていない部屋だったけれど、喚わめき散らす橘たちばなの熱気のせいか、吐き出した息は白くけぶらなかった。



    

  
    
      
二章　バレンタイン前哨戦
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　熱っぽさを覚えながら凪なぎは目を覚ます。

　心なし体もだるい。疲れているのかな、と思いながら少しだけ薬のありかを考える。けれど凪は気付く。この家には風か邪ぜ薬の類たぐいがなかった。今まで風邪をひいたことがなかったので、薬を用意しておくという発想がなかったのだ。

　どうにかしないと、と思いながら体を起こす。

　そういえば、さる約束事があって橘と一緒に寝ることを義務付けられている凪だが、隣に橘がいないことに気付く。

　珍しいと思いながら起き上がり、リビングを目指して歩く。

　床が冷たい。

　額ひたいが熱い。

　空気がちょうどよく涼しい。

　ぺたんぺたんと床を進む。少しほこりが目立つようになってきたかもしれない。次の休日は拭ふき掃そう除じもしないと、と思っているうちにリビングだ。

　ドアノブの感触がなんとなく心地いい。しかし一秒もぼんやり握っているあいだに、あっという間に温もってしまう。

　やっぱり風か邪ぜかなぁ、と自己分析しながら、凪なぎは扉を開けた。

　閉めた。

　おかしい。凪は混乱する。おかしい。扉を開ければそこは見慣れたリビングで、間違っても脱衣所とか私室とか更衣室ではないはずなのだが、あまりリビングにあるまじき光景が広がっていた気がする。

　凪は深呼吸する。

　あまり頭がクリアにならない。

　見間違いかな、と思ってしまう。確認のためにもう一度開ける。

　見間違いではない。

　木この花はなが、橘たちばなによって、制服を着せられていた。

　下着もサイズ的にまだいらないのだろう、ばんざいして今まさにシャツを着せられるところで、へそも丸見え。でもパンツぐらいはいたほうがいいと思う。



    

  
    
      



    

  
    
      　しばしぼうっとながめてしまった。凪なぎは物事を考えられていない。やはり熱があるのかもしれない。医者にかかるべきかもしれない。ドアノブが熱くなるのを感じる。頬ほおが熱くなるのも感じる。やっと意識がはっきりしてきた。

　橘たちばなと木この花はなが硬直している。二人と目が合う。

「ごっ、ごめん！」

　ドアを勢いよく閉める。

　凪は思う。どうしてこんな、じっくり見てしまったのだろうか。ありえない。自分は本当に木花にも橘にも失礼なことをしてしまった。やっぱり頭がぼうっとしている。今だって、思考がぐちゃぐちゃでまとまらない。

　うずくまって頭を抱える。

　しばらくして背後でドアが開く。

　振り返れば、橘が白い目でこちらを見ていた。

「……なにをしておるのだ、凪」

「いや、その、ごめん……本当に俺おれはなにをしてるんだろう」

「まったくだ。……ま、言わなんだ私も悪い。今度からは着替える時は着替えると言う」

「ああ、うん、そうしてくれ……」

「なので、その時にのぞけ」

「いや、それはおかしい！」

　叫びながら立ち上がる。

　凪はやっと正気を取り戻した。

　橘に着替えが終わったかどうかを確認してから、リビングへ入る。

　中には、凪と橘が通う高校の制服を着た木花がいた。

「凪おにいちゃん……」

「うっ、その、ごめん……」

「？」

　木花は首をかしげる。

　無む垢くな瞳ひとみが痛い。凪は目を合わせることができずに、木花の眼帯をじっと見つめる。

「えー……その、制服、似合ってるな」

「そうであろう！　私が着付けたのだからな！」

　橘の発言に目を細める。

　人の服をほめるとすぐにつっかかってくる橘にしては、珍しい反応である。

　これも姉の自覚、みたいな感じかな――と凪は思って、嬉うれしくなる。

「あ、ていうか二人とももう着替えてるのか。ちょっと待ってくれよ、朝ご飯作るから」

　凪は慌てて台所へと向かう。

　今日は、三人で学校だ。

　どうかこれからの学校生活が、橘たちばなをもうちょっとだけでも素直にしてくれますように。そう願いながら、凪なぎは朝食の支度に取り掛かるのだった。
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　暖房器具の中に手を入れたら気持ちいいかも知れない、と橘はふと思った。

　ふらふらと吸い寄せられている最中に姑う獲ぶ鳥めに止められて、橘は我にかえる。

　橘は思う。冬の朝というやつはどうしてここまで寒いのか。なにか私に恨みでもあるのか。冬に恨まれるいわれなぞないというのに、まったく冬の奴やつめ逆恨みなんぞしおってからに、橘はそんなことを考えながら、しぶしぶ席に戻る。

　頬ほお杖づえをついて周囲を見れば、人間も妖よう怪かいも交じり合ってがやがやと騒いでいる。学校を包む結界の中では、人間も妖怪も見分けがつかない。迂う闊かつに誰だれかと話して相手が人間だと、少し困る。……人間のことが嫌いなので。

　もしも凪や木この花はなが相手の時のように接してしまったら、なんだか嫌だから。

　だから橘はにおいでわかる同胞以外は受け入れない。

　頬杖をついていたがやはり寒いので、手を袖そでの中に入れる。それからちらりと木花を見て、橘は不満を隠しきれない顔をした。

　まだ一時間目が始まる前。

　まだ、木花の自己紹介が終わったばかり。

　だと言うのに、この教室にいる連中は木花の周囲を立りつ錐すいの余地もなく囲んでいる。橘は不満に思う。木花を取り囲みすぎだ。木花は自分が世話している妹分なのだ。しかしあの中に割って入って木花を連れ出すのもなんだか気の乗らない話である。

　そもそも、学校に通わせることになったのは恋れんの発案である。橘はいまさら考える。本当に木花を学校に通わせることは正解だったのだろうか？

　確かに理屈は通っている。一人にするわけにはいかないから、自分か凪が常に木花のそばについている必要がある。凪がずいぶんと『どちらかが学校に通えない』というのを問題視していて、凪も自分も学校に通いながら木花の面倒を見る方法として、なるほど、木花を学校に通わせるというのはいい案のように思えた。

　それに黒装束の奴。木花をなぜか付け狙ねらっている『敵』は、集団を前にするとあっさりと引き上げる、闇やみ討うち専門の腰抜けだ。単純に人の数が多ければそれだけ安全、というのもわからんではない。

　けれど――橘は木花を見る。

　もみくちゃにされている。

　ことさら助けに行こうとは思わない。木この花はなを取り囲む集団の中には姑う獲ぶ鳥めがいる。

　橘たちばなは考える。姑獲鳥は姑獲鳥でなにやら危険な気配を時折かもし出す奴やつではあるが、木花が本当に困っている時は助けてくれるのだろう、と。そのぐらいするのが臣下の務めというものだとも思う。

　橘は、姑獲鳥のことを臣下というふうに認識している。

　狐きつねの群むれには、上か下か敵しかいない。

　姑獲鳥が自分の敵でないことと上でないことは明白なので、下ということになる。

「うむ、そうだな……その通りだな……」

「なにがさ？」

　和泉いずみは唐突に現れることばかりなので心臓に悪い。

　喉のどから飛び出そうになった心臓の鼓動を悟られないように、橘はことさら不機嫌な顔を作る。

「……なんじゃ貴様。私になにか用か」

「いや、つまんなさそうな顔してるからどうしたのかな、って思ってさ」

「私はいつでもこんな顔をしておる。学校などつまらんからの」

「あはは、そうかもね」

　笑う和泉を見ていると、あの馬の尾のような髪を引っ張りたくなる。

　しかし橘がひっぱるまでもなく、和泉は自分でぐいぐいとひっぱって、

「でもさー、最近は学校でも楽しそうに見えたけどね」

「それは……凪なぎもいる。それに今は木花もいる」

「じゃあ、木花ちゃんがみんなに囲まれてるけど、助けに行かなくていいの？　困ってるじゃんさ」

「……」

　どうにも、臣下の姑獲鳥に任せている、とは言いにくい雰囲気だった。

　橘はすごくすごく悩む。このまま姑獲鳥にまかせっきりにするのもできないし、かと言って木花を助けに行くのも和泉の口車に操られるようで癪しやくだ。

　木花のほうを見る。

　人に慣れていないせいだろう、きょろきょろと周囲を見回している。横から眼帯についてたずねる声が聞こえた。木花が身をすくませる。

　橘はものすごく悩む。さっきはそれほど心配ではないと思っていたが、なんだか、見ていれば見ているほど心配が強くなってくる。

　和泉に操られるのを良しとしないこの感情を優先するのか。

　それとも木花を助けに行くのか。

「ええい！　わずらわしい！」

　橘たちばなは立ち上がった。

　背後から聞こえる和泉いずみの笑い声に背中を突き飛ばされるように、囲まれている木この花はなのところまで行く。囲いを抜ける。教室はこんなにも冷えているのに、このあたりだけ熱気が渦巻いている。

「転校生などものめずらしくもないであろうが！　どかんか！」

　人垣をかきわける。

「橘、おねえちゃん……」

　不安そうにしている木花の手を、つかむ。

　橘は怒る。

「良いか貴様ら！　こやつは私のものだ！　なにかあるならまず私に話を通せ！」

　言った瞬間、橘はほんの少しだけ後悔する。

　教室にいる連中の目が、いっせいに自分のほうを向いたからだ。

　敵意のある視線ではないのがまた、厄介だ。

　橘は『いっそ燃やせれば』と思う。けれど、凪なぎに言われているからむやみやたらと火を放つことはしない。別の理由なんてあるものか。

「よっぽど木花ちゃんのこと気に入ったんだねー。凪くんよりも？」

「ちっ、違うわ！　群むれの序列としてだな、私は木花よりも上にいるのだ！　だから木花を守るのは当然のことだ！」

「でも『私のもの』なんでしょ？」

　恋れんがうざったい。

　こういう意地の悪そうな笑顔を浮かべた恋は、なにを言っても笑っている。いつかその笑みを止めてやろうといつも画策する。橘は諦あきらめない。絶対にだ。

「凪も木花も、両方とも私のものでよかろうが！　まったく、貴様は、貴様は、本当に貴様は……いちゅか泣かすぞ！」

「噛かんだね」

「ぐぅぅぅぅ～……！」

　逆に泣かされそうだった。

「おのれ恋め！　いつか笑ったりしゃべったりできなくしてやる！」

「はいはい」

「あ～し～ら～う～な～！　まともに取り合わんか！」

　なにを言ってもなしのつぶてで、橘はちょっとだけ理解する。これはよろしくないと。

　しかし恋の態度が気に障るのでなにか言ってやりたい。

　言ってやりたいのに！

　頭がぐちゃぐちゃして言葉が出てこない。

「……橘たちばなおねえちゃん、たのしそう」

　木この花はなのつぶやきにとっさに反論したくなったが、橘は停止する。ぐちゃぐちゃしてて、恋れんに対する言葉も、木花に対する言葉もまったく出てこない。

「バカらし……」

　なにも話にかかわっていないくせに、飛ひの縁えん魔ままで勝ち誇った顔でなにか言いよる。

　橘はちょっと後悔した。

　和泉いずみの口車に乗って木花を学校に通わせたのは、失敗だったかもしれない。
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　募る焦りを抱いて少年は橘のクラスの様子をながめている。

　壁一枚、扉一枚はさんでも、橘がいる教室は騒がしい。新参の妖よう狐こが来たことで騒いでいる様子だが、その程度でなにを騒ぐことがあるのかちょっとわからない。妖狐などこの学校では珍しくもない。そこに橘がいるし、教員の中にもいるし、ここにもいる。

　少年は、妖狐だ。

　彼には九きゆう尾びの元に嫁いだ橘を取り戻す使命があった。別に誰だれに命じられたわけでもない。なにがなんでも橘を九尾から取り戻さなければならない立場に追い込まれてるわけでもない。もっと言えば特に使命じゃない。使命じゃないのかよ。

　しかし妖狐の少年は考える。狐きつねは誇りを重んじる生き物だ。誇りとは評判、評価のことである。橘が九尾のもとに嫁いだことで少年の評判が直接下がるわけではないが、少年と橘の縁談を破棄した少年の両親の評判は下がるかも知れない。狐は群むれで生きる生き物だ。親の評判の低下は群の評判の低下となって自分の評判の低下となるかもしれない。

　些さ細さいな可能性にすぎない。

　しかし、少年は些細な可能性を無視できない。

「まいったなぁ……まったく、どんな確率だ……破談になったあとに九尾様に拾われるとか……ありえないよ普通に考えて。というか九尾様がなんでこんな辺へん鄙ぴな街に転がってるんだよ。伝説の存在だろ。ぼくの運の悪さのがよっぽど伝説級だよ」

　とりあえず橘をどうにか取り戻さなければならない。

　しかし正面切って九尾様に挑むとか論外すぎる。どのぐらい論外かと言えば家に転がり込んできた座敷童子が不幸しか呼ばないぐらいに論外だ。妖よう怪かいには本分がある。おろそかにしてはいけない。ちなみに妖狐の本分として少年はさっさと次の結婚相手を探さないといけないのだがそれはちょっと待ってという感じだ。

　新しい結婚相手よりも、九尾に見み初そめられた橘のほうが価値が高い。

　取り戻せればそれは『誇り』になる。取り戻せる確率があるならば、取り戻したほうがいいに決まっている。確率が低かろうがあきらめない妖よう狐こスピリットが少年にはある。

　立ちふさがる壁は九きゆう尾び様。このお方をどうにかできれば橘たちばなを取り戻すことは可能だろう。妖狐の少年はちょっとだけ考える。どうやったら九尾様から橘を取り戻せるのか。

　無理そうだった。

　力でも敵かなわないし大義名分もないし知略もあんまり得意じゃなかった。

　あきらめない妖狐スピリットが燃え尽きそうだ。

「……ああもう、九尾様さえいなければなぁ……」

　つぶやいたところで、廊下の向こうから歩いてくる人物がいた。

　無表情なおかっぱの女と、鈴つきの首輪をつけた小柄な女だ。

　橘を、九尾様を監視していることがばれると色々問題がある。

　少年はそそくさとその場をあとにした。
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「大層な人気だったのだぞ！　さすが木この花はなは私の妹分だな！」

　木花の様子を語る橘は、まるで自分の手柄でも語っているようで、ほほえましい。

　凪なぎは昼食を口に運びながら思う。橘が嬉うれしそうに誰だれかのことを話していると、なんだか自分も嬉しい気持ちになるなぁ、と。

　もっとも――と少しだけ苦笑いして、凪は橘以外の昼食をともにしている人々を見る。

　もっとも、和泉いずみや赤あか染ぞめや藤ふじ紫むらさきについて、橘が嬉しそうに語ったためしはない。今だって、昼食を一緒にする話になった時には渋い顔をしていた。

　あるいは、と凪は少しだけ思う。

　橘も自分と一緒で、『基準』がわからずに戸惑っているだけなのかもしれない。

　最近、『人間として普通に』という言い回し・考え方をしないように心がけている。

　そのとたん、不安に駆られることが多くなった。

　だから、凪は思う。橘もなにか、今まで『基準』にしていたものを失って、もしくはすでに失っていることに気付いて、戸惑っている最中なのかもなぁ、と。

「……む、恋れんよ、どうしたのだその弁当は」

　気分よく話していた橘が、和泉の弁当箱の中をのぞきこんで驚いた声を出す。

　またなにか辛いものでも食べさせられそうになった……に、しては声に怒りがない。凪はなんだろうと思って正面に座る和泉の弁当を失礼にならない範囲でこっそりのぞいた。

　橘がなにに反応したのかわからない。

　サンドイッチと、から揚げと、サラダ。簡素なものではあるが、普段通り手作り弁当に見えるのだが。

「貴様が米を食わんとは珍しい」

「いや、橘たちばな……和泉いずみ先輩だってパンを食べたい日はあるだろ」

「あはは……うん、あるけどね。そうじゃないのさ」

「そうじゃない？」

　凪なぎは考える。和泉がパンを弁当にしてきたことにはなにか理由がある様子だ。じゃあその理由はなんだろう――

　しかし、考えているあいだに、赤あか染ぞめから答え合わせ。

「私が作った」

　なんで、と言いかけて凪はその前に気付く。

　一月、赤染の住んでいる神社が壊れる事件があった。

　建物の老朽化というのが表向きの説明。裏、真実は、鬼が壊したのだ。

　まだ赤染が妖よう怪かいのことも、自分の兄のことも、和泉のことも知らなかった時期である。

　今は、知っている。藤ふじ紫むらさきが教えた。凪も教えた。橘も隠そうとしていない。

　でも、赤染が妖怪について知ってしまったことを、赤染の兄や和泉には、絶対に、絶対に知られてはならない。……なぜ知られてはならないのかまでは知らないが、和泉は『赤染が妖怪のことを知らないならその方がいい』みたいなことを言っていたし、実際、藤紫には口止めされている。

　だから赤染は、自分の家が妖怪によって壊されたとは知らないふりをしたまま。

　新しく住める場所の手配が済むまで、和泉の家で世話になっているのだ。

「悪いだろう、泊めていただいているのに、料理の一つもしないのは」

「でもさ赤染ちゃん、あたしんちはだいたい家政婦さんが家事をやってくれるから、料理ぐらいしか家事がないわけさ。あたしも趣味でやってるし、べつにいいんだよ？」

「それはそうですが……」

　言いよどむ赤染。

　ふん、と橘が挑発するように鼻を鳴らしたので、横で聞いている凪はこれから橘がまた赤染につっかかるのかとはらはらした。はらはらしただけで止め方はわからない。

　案あんの定じよう、赤染から橘に返される視線が鋭すぎて、凪ははらはら。凪の左側にいる木この花はなもはらはら、しかし藤紫がもくもくと無表情で食事をしているのを見て、凪はなんとなく心の均衡を取り戻す。

「大方、小娘めの自己満足であろ。恋れんよ、やりたいと言っておるのだからやらせてやれ。なにかせねば落ち着かんのだろうよ」

「理解し難い……先輩にしては意外と物わかりがいいんだけど」

「私も居候の身ゆえ、気持ちはわからんでもない」

　そう言って橘は水筒のお茶をすすり、

「時には凪なぎのためになにかせねばと思う時もある」

「え」

　凪は本気で驚く。なにかせねばと思うのならば、是非ともなにかしてほしいところなのだけれど……。

　橘たちばなは自信たっぷりに目を閉じて、

「しかしの、私は凪のために、あえてなにもせんのだ」

「えっ!?」

「……橘ぁー、説明ないと凪くんが納得できてないじゃないのさ」

　和泉いずみが笑う。凪は固まる。木この花はなはまだおろおろしている。藤ふじ紫むらさきは「ごちそうさま」と手を合わせている。

　赤あか染ぞめが噛かみつく。

「理解し難いんだけど。どうしてなにもしないのが凪のためになるわけ？　家事ができないとか？」

　ああ、と凪は納得した。確かに家事はできない。やる気もおそらくない。やったところで被害が増えるだけなのは、すでに実証済みである。

「いや、家事はできる」

「ええっ!?」

　橘には驚かされっぱなしの凪である。

　なにその断言。

「家事はできるが、やらんのだ。良いか小娘、生活には周期、律動、『りずむ』というやつがある。私は居候ゆえ、居るだけで凪の『生活りずむ』を乱してしまう。その点をかんがみて、私は可能な限り存在感を消し、つつましやかに居候生活を送っておるのだ」

　開いた口がふさがらないので閉めてくれないかな、と凪は木花を見る。

　木花は橘の言葉に感銘を受けているようで、乏しい表情の中で黄おう金ごんの右目だけを輝かせて手を叩たたいていた。

　代わりに藤紫が立ち上がって凪と木花のあいだに体を入れると、凪の空きっぱなしの口をアッパーの要領で閉じてくれた。ありがとう。でも舌を噛むところだったよ。

「つつましやかなひとー」

　藤紫は平淡な声で橘を……たぶん、橘を呼ぶ。凪は藤紫が本当に橘を呼んだのかどうか少し悩むが、

「なんじゃ」

　橘が反応したので、どうやら合っていたらしい。

「りょうりできる、かんじ？」

「得意分野じゃ」

　強がりなのか本当にできると思っているのかわからない態度だが、凪なぎは少し悩んでから気付く。これは、本当にできると思って言っている。しかし凪としては、確かに実力を発揮する機会こそなかったが、他ほかの家事の手腕を見ていると悲惨さが予想できてしまって絶対にやらせたくないと考えているのだが。

　凪は不安を覚える。まさか本気にしたわけじゃないよな、と藤ふじ紫むらさきを見る。

　藤紫がニターっと笑った。

　……ような気がした。

「じゃ、あー……今日、和泉いずみの家で、チョコ、つくる」

「……ちょこ？」

　木この花はなが口をあまり開けずにオウム返し。

　知らないということも、十分に考えられる。

　学校生活、ひいては社会生活が長い橘たちばなですら、まだカタカナ言葉は怪しいのだ。妖よう狐こというのは前時代的な価値観の閉鎖的な社会で暮らす生き物のようだし、チョコというものを知らなくても無理はない。

　それに、木花が『群むれ』という社会で育ったともかぎらない。

　まだ、木花にまつわる謎なぞは解けていない。

「知りたいか」

　木花の疑問符にいち早く反応したのは橘だった。

　木花はうなずく。

　橘はにこっと笑い、

「そうかそうか。ならば私が教えてやろう。……というわけだからの、恋れんの家で『ちよこ』をつくるのだな？　私もやろう」

「……おっけー」

「いきなりだなぁ……っていうか当事者のあたしに話が通ってないよ。ま、いいけどさ。帰りに軽く材料買って帰ろっか。バレンタイン会も近いし、予行練習なら今ぐらいがちょうどいいでしょ。……それに、木花ちゃんもなんて言うか……だいぶ、『違う』みたいだしね」

「和泉先輩」

「なにかな赤あか染ぞめちゃん？」

「主語をぼかさなくても大丈夫だ。私は妖よう怪かい関係の情報は知っている」

「……」

　和泉が凍った。

　これまずくないですか。

　凪は藤紫を見る。すぐ左隣にいる藤紫は、しばし平へい坦たんな表情で和泉を見ていた。その様子の静かさから凪なぎは思う。ひょっとして箝かん口こう令れいは解けていて、和泉いずみに話してもいいタイミングだったのかもしれない。だって、赤あか染ぞめが藤ふじ紫むらさきから口止めされていたら、言うはずがないのだ。赤染はそこまで迂う闊かつでも不誠実でもない。

　……でも、一つ懸念。

「藤紫、その……ちゃんと、赤染にも口止めしたんだよな？」

「……」

　静かに静かに、藤紫は凪を見る。

　本当に本当に静かな表情をしている。藤紫の顔から内心をうかがうことはいつだってだいたい不可能だが、今の藤紫の心は凪でもわかった。

　動揺してませんか？

「……てへ」

「言ってないのか！」

　誤ご魔ま化かし笑いがあからさますぎて、誤魔化す気があるか怪しい。

　凪は頭を抱える。なんというでっかい手抜かり！　まさか本人の口止めを忘れるとは！

　しかしここで凪は考える。藤紫がうっかりによる失敗をするというのはなかなか考えにくい話でもある。なにか壮大な意図があってうっかりのふりをした、計算ずくの情報開示なんじゃないか、と。

　藤紫に真意をたずねるために、しっかりと目を向ける。

　藤紫は目をどこか遠くに逸そらして、

「あ、あの日は雨がふって、いて、寒くって、頭がまわらない……」

「言いわけを始めた!?」

　うっかりミスに決定だった。

　凪はフォローに入る。

「まあ、しょうがないよ。いい機会だし、全部打ち明けよう」

「私は凪に賛成だ。……天てん狗ぐよ、まさかいつまでも騙だましおおせるとは思っておるまいな？　秘密なんぞそうそう長いこと抱えられるものではない。心の内は吐き出したほうが気分がいい。それに、恋れんに黙っているというのも弱みがあるようで嫌だった」

「ん、それがいいね。……ま、あたしの胸にとどめておくか、生徒会長に話を通すかは、あたしの胸先三寸だけど」

「……どうしてそこで兄貴が出てくるんだ？」

「あれ？　妖よう怪かい関係の情報は知ってるって……」

「兄貴も妖怪なのか!?」

　赤染が驚いている。

　和泉が混乱している。

　藤ふじ紫むらさきがへこんでいる。

　凪なぎは橘たちばなと木この花はなを見て、ため息をついた。

　これは、俺おれが話を整理したほうがよさそうだな、と。
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　とは言え昼休みももう終わる。

　赤あか染ぞめと和泉いずみは情報整理よりも授業に出ることを選んだ。やけに不自然な選択だと凪は思ったものの、理由を聞いて納得する。

「少し、兄貴が私に妖よう怪かいのことを話さなかった理由を想像する時間をくれないか。……心の準備の時間を」

　俺、実は妖怪なんだ――凪がそう打ち明けても動じなかった赤染だが、やはり兄が秘密を抱えていたことはショックだったらしい。

　凪は思う。確かに赤染の兄は、『妖怪』という話題の割と中核にいる人物だ。

　しかも、妹のことを溺でき愛あいしている様子が見て取れる。

　その兄がなぜ、という気持ちはやはり大きいのだろう。

　だから情報の詳しい整理は後回し。

　赤染が妖怪のことを秘密にされてきた理由、凪たちも知らず、おそらく和泉が知っているであろう情報の開示も後回しにして――

　放課後。

　凪たちは校門で落ち合い、和泉の家に向かった。

　道すがら、全員無言だった。橘は不満そうな顔をしているし、木花はおろおろしているし、藤紫は上の空だし。赤染はずっと悩んでいて、凪は『なにかしないと』という焦燥感を覚えながらも、なにもできず、ただただ緊迫した空気の中、和泉の家を目指すことしかできなかった。

　しかし、

「兄貴のことは、だいたい心の準備ができたよ」

　もうすぐだよ、と和泉が空気を取り繕うように明るい声で言った直後だった。

　赤染はぼそりと、隣に並ぶ凪にだけ聞こえるような声でささやく。

「おまえに言ったのと同じだ。……まったく、我ながら理解し難いんだけど。兄貴は兄貴だ。裏でなにをしてようと変わらないし、正体がなんであろうと代わりはない。わかってたはずなんだけどな」

　しかし、凪には、まだ赤染が整理しきれているようには見えなかった。

　無理をしている感じがする、とでも言えばいいのか。

　つい、心配そうな目を向けてしまう。

　赤あか染ぞめは凪なぎが向けた視線の意味に、敏さとく気付いたようだった。

「……ま、実際のところは話を聞いてみないとなんとも、という感じだよ。もちろん、明日にでもすぐに兄貴にも会って話を聞く。いい機会だろう、家が壊れて以来、まともに会ってなかったからな」

「ちなみにだけど、生徒会長……赤染のお兄さんは、なんて言って赤染と別々に暮らしてたんだ？」

「なんて言ってもなにも、『友達の家で世話になる』って。ああ、私が和泉いずみ先輩の家で世話になってることを話したら、だけど」

「なるほど……」

「……よくわからない」

　ぬっ、と今まで誰だれもいなかったはずなのに、赤染との間に藤ふじ紫むらさきが現れる。

　凪はおどろく。藤紫には本当に気配というものがない。寒さで白く煙るはずの息も見えないし、足音だってもちろん聞こえない。

　ホバリング移動を疑うレベルだ。

「なっ、なにがよくわからないんだ藤紫？」

　凪の声には結構な動揺がにじんでいる。

「あかぞめがー、なぜ、話をいそぐ、のか。……あいつに言うのはまだ早計。藤紫は～、ほんとなら、和泉に言うのも、反対、だった。なぜなら～、なにが起こるかわかったものじゃない、から。あかぞめが『妖よう怪かい』から遠ざけられていた、ほんとの、理由。を、つかんでからでも～、ことは遅くない、感じ」

「……兄貴はな、シスコンなんだよ」

　なんかとんでもない告白をされた。

　凪は苦笑いを浮かべる。いや、生徒会長がシスコンぽいのは、うすうす感づいてたけれど。なぜ今、ことさらそんなことを言うのか。

「本当に、いつでも私のことばっかりでな。小さいころからずっと……兄貴の行動が私のためじゃなかったことがないんだ。兄貴はいつでも私のために苦労させられてたんだ。だから、今回の……と言うか、ひょっとしたらずっと昔から兄貴が私に『妖怪』の存在を隠してたことも、私のためなんだと思う」

　でも、と赤染は笑い、

「守られるのは性に合わない。……きっと兄貴はまた、私のせいで苦労してるから。もう、兄貴の重りになりたくはないんだ。……だから、全部打ち明けて、私の責任は、私が負うことにするだけだ」

「……よくわからない」

　藤ふじ紫むらさきは理解できないようだが、凪なぎは、ちょっとだけ理解する。

　たぶん、橘たちばなと同じ。

　危ないことや怖いことや汚いことから遠ざけられるのが不満なのだ。

　守られるということは信用されていないということ。

　信用されていないということは、『壁』があるということ。

　親しいと思ってる、親しくありたいと思う人との間に『壁』があるのは、嫌な気持ちだから。赤あか染ぞめは兄との間にある『壁』を取り除くために、全部打ち明けて、話し合う気でいるのだ。

　凪は思う。

　効率や合理ではなく、気持ちの問題。

　生き方を人から与えられるのではなくて、自分で生き方を選ぶ。

　それはとても『人間らしい』と。

　自分はどうなのだろうかと凪は考える。自分の意思で地獄を治めた。自分の意思で地獄から出た。自分の意思で……『清きよ原はら凪』の人生をやっている。

　九きゆう尾びの狐きつねは、すでに『人間らしい』生き方をしていた？

　……違う、と凪は判断する。

　やはり過去の自分は合理や効率で判断し、意図や目的をもって行動していた。

　後先考えずにやったことなど、一度きり。

　清原凪の体に入ったことだけだ。

　そして清原凪として生きることにしたあとは、全すべて『清原凪としてかくあるべし』『普通の人間としてかくあるべし』という決まりを作ってやってきた。

　自分の意思と言えば自分の意思だが……どうにも強くない。

　合理や効率、集団の和や決まりを超えて、感情だけで動いた記憶はない。

　……橘に死んでほしくないと思ったことだってそうだ。

　――想いの強さが人を作るならば。

　清原凪はまだ人ではない。

「着いたよー」

　和泉いずみの声に凪は我にかえる。

「凪、お前は唐突にぼけっとするな」

　赤染に笑われて少し居心地の悪さを覚える。反省。ついつい考え込んでしまう。あんまりにも赤染が人間らしいから――そこまで考えて凪は笑う。人間らしいもなにも、赤染は人間だ。

　顔を上げて、和泉の家を見る。

　和風の豪邸。

　橘たちばなに聞いていたので、『大きな家』であることは予想していた。しかしなんだこれ、大きいにもほどがあるだろう。なんだか踏み入った瞬間に『であえであえー！』とかいう声が聞こえて大量の武士がわらわら湧わき出してきそうなぐらいにでかい。凪なぎの気分は曲くせ者ものだ。すさまじい場違い感がある。とりあえず家が放つ威圧感に萎い縮しゆくしながら、なぜだか可能な限り気配を殺してしまう。理由もなく申し訳ない気持ちでいっぱいだ。

「どうだ！　大きな屋敷であろう！」

　なぜか橘が自慢げである。ぽかーんと和泉いずみの家を見上げていた木この花はなも、とりあえず橘のまねをして「であろう！」とか言ってみることにした様子だ。

　木花は混乱している。

　先導するのは和泉。すいすいと藤ふじ紫むらさきが続き、橘がむやみやたらに堂々とした態度で歩みを進め、木花が橘の袖そでをつまみながら従う。

「入るぞ」

「あ、ああ」

　しんがりの赤あか染ぞめに背を押され、凪も和泉の家へと踏み入った。

　家の威圧感だけで頭が真っ白になる。

　だけれど、凪は一つだけ思った。

　この家、わりと学校から遠い。……やっぱり八月、橘の結婚式を邪魔した夜、和泉には遠出させてしまったんだなぁ、と。そう思って、申し訳ない気持ちがさらにふくらんだ。
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「赤染ちゃんが言うつもりならあたしは止めないけどさ。……ま、生徒会長の反応は気になるけど、赤染ちゃんから打ち明けるなら、そんな大おお事ごとにはなんないでしょ」

「……ちなみに、赤染から打ち明ける前に、たとえばなにかで発覚とか、俺おれから打ち明けるとかした場合はどうなるんだ？」

「……」

　和泉は口を閉ざした。

　気まずい沈黙がただよう。ピーピーピーという電子レンジのタイマー音だけが鳴り響いた。あたりにただよう香りは甘いし、人の集まった台所は暖かいのに、和泉の中の『赤染に妖よう怪かいのことが知られてしまったと知った時の生徒会長ｖｅｒ．赤染以外から打ち明けられた場合』というのは、なんだかもう申し訳ないぐらいに苦くて冷たい想像のようだった。

「さ、さぁ、チョコも溶けたみたいだし、バレンタインの予行演習やろっかね！」

　和泉の明るい声がやけに空回っていて、凪は怯おびえる。あの生徒会長には確かに得体の知れない威圧感、迫力がある。24時間お説教＆愚痴とかいうことにもなりかねない。威圧感も迫力もあるのに、不思議と説教をしてくる図しか浮かばないのが生徒会長の不思議なところだった。

「……あの兄貴がねぇ。理解し難いんだけど。私の前と、凪なぎたちの前で、だいぶキャラが違う様子だな」

「というか小娘、貴様の目の前でのあの男ははっきり言って異常だ。貴様はいかにあの男に特別扱いされているか、身を以もつて知ったほうがいい」

　木この花はなに制服の上からエプロンをつけてやりながら、橘たちばなは忌いま々いましげに言う。

　終わったぞ、と木花は背中をぽんと叩たたかれると、凪の目の前に来てくるり一回転。無言だがその右目が口以上にものを言っていて、凪は理解する。服装に関しての感想を求められているのだ。

「かわいいよ」

　凪は笑って、自分もエプロンのひもを縛る。他ほかの全員はもう身に着けているのに凪だけエプロン装着が遅れたのは、ひとえに橘のエプロンと三さん角かく巾きんをつけてやっていたからである。確かに縛る部分が腰の後ろにあるとやりにくい。橘は不器用だし。

「それで、今日はどんなことをするんだ？」

　木花の髪をなでながら、和泉いずみにたずねる。

　和泉は笑って、

「んー……とりあえず橘と木花ちゃんには、溶かしたチョコを好きな形で固めてもらおうかな。あたしと赤あか染ぞめちゃんはもうちょっと手の込んだのやるけど。藤ふじ紫むらさきは？」

「たべてやってもいい」

「いや、作りなよ……」

「おい恋れん、貴様、なぜ私に『手の込んだの』をやらせぬのだ」

「いや、橘料理できな……いやいや。ほら、木花ちゃんに教えてあげる役目が必要じゃないさ。橘が適任でしょ？」

「……うむ、それもそうだな。恋にしてはよく考えた。褒めてやろう」

　橘がバカな子だった。

　凪は苦笑い。していると、木花が必死な様子で、

「こっ、このはな、ひとりでできるよ……橘おねえちゃんは、すきなのやってだいじょうぶだよ？　このはな、迷惑かけないから……」

「なにを言うか！　『ちょこ』は危険な生物なのだぞ！」

「えぅ!?　いっ、いきてるの……？」

　その時電子レンジから取り出された溶けたチョコが、ちょうどよく木花の目の前に置かれる。トン、という軽い音に木花が飛び上がる。いいタイミングでチョコを置いた和泉は笑っていた。

　邪悪な意図を感じる。

　凪なぎは嘆息する。和泉いずみ先輩も結構なイタズラ好きだよなぁ、と。

「じゃ、あたしらはトリュフチョコでも作ろうかな。定番だよね、定番」

「……そうですね。で、凪はどうするんだ？　私と和泉先輩とトリュフチョコを作るのか、橘たちばな先輩と木この花はなせんぱ……先輩？　と、チョコレートをこねて遊ぶのか」

「小娘、貴様、新鮮な『ちょこ』の脅威を知らんから『遊ぶ』などと気楽なことが言えるのだ」

「……っていうか橘、まさか本当にチョコが生きてるとか思ってないよな？」

　橘の態度に不安を覚えた凪が耳打ち。

　橘はふん、とくだらなさそうに鼻を鳴らし、凪の耳たぶをつかんで背伸びする。どうにも内緒話をしたいらしいのだが、声をかけるとか手招きするとかもっと他ほかの手段は思いつかなかったのだろうか。耳たぶを下に引っ張られるのは地味に痛かったりするのだが。

「知っておるわ。まったく、空気の読めん凪じゃな」

「えぇぇぇぇ……」

　橘に空気読めない扱いされるのははなはだしく心外だった。

　しかし橘には伝わらない。やれやれ、と肩をすくめて内緒話を続行。

「木花を楽しませてやろうというこの心がわからんのか」

「チョコレートを生物扱いして、木花は楽しめるのかな……」

　現時点でかなり怯おびえているのだが。

「保証する。大丈夫だ、全すべて私に任せておけ」

　すごい不安。

　しかし凪は考える。……まあ、橘は橘で考えて木花のために行動しているのだ。それに、言ってもチョコ作りである。橘に任せてもそこまで大変な事態にはならないだろう、たぶん。

「わかったわかった。橘の好きにやれよ」

「当たり前じゃ」

「あぁぁぁぁ……！　たっ、橘おねえちゃん、ちょこ、しんだ……しごこうちょく……」

「なにぃ!?」

「……愉快な先輩たちだな」

　赤あか染ぞめは笑う。

「ま、電子レンジから出していつまでも放置してたらそうなるよね」

　和泉も笑っていた。

　凪はそっとお湯をはったボウルに、『死後硬直』が始まっているチョコの器を入れる。お湯の温度でチョコが生き返った。

「おいしいほうが優勝」

　パキッ、とあまった板チョコを食べながら藤ふじ紫むらさきがつぶやく。料理に加われよ。

「なんだか知らんが恋れん、貴様らには負けんぞ」

「え、かたちを変えるだけの素材百パーセントチョコレートでトリュフチョコと勝負する気なの……？　それはちょっと無理のある話だと思うのさ」

「どうにかなる！」

「や、橘たちばな、世の中にはどうにもならないこともあってさ」

「どうにかなるのだ！　ならねばするのだ！」

　和泉いずみの説得むなしく橘は強硬に勝負へともっていきたがる。

　凪なぎは余計なことを言ってくれた藤紫に苦笑いを向ける。藤紫はチョコを食べながら、どこから取り出したのだろう、文庫本を読んでいた。料理に加われよ。その制服の上に着たエプロンはコスプレかよ。

「あ、じゃあ、和泉先輩、赤あか染ぞめ、俺おれは橘と木この花はなを手伝うよ……」

「それがいいと思うよ。がんばるのさ」

「……ぬかるなよ」

　赤染には死地に残る仲間に手向けるみたいな言葉を贈られた。

「……それで橘、具体的にはどうやって和泉先輩たちに勝つんだ？」

「まあ見ておれ」

「材料は溶かした板チョコだけだし、器具はチョコを入れる型だけなんだが」

「見ておれ。凪よ、おまえは発想力が足らんのう。あるじゃろ、器具なんぞなくとも、我ら妖よう狐この力で、ただの『ちょこ』から、一味違う『ちょこ』にする方法が」

「……？」

　凪は考える。妖狐にお菓子を作る能力なんてあっただろうか、と。ないはずだ。九きゆう尾びの狐きつねとそれ以外の妖狐では『妖よう怪かい』としてだいぶ違うようだが、それでも、凪の知る妖狐はお菓子作りに利用できそうな能力を持っていない。せいぜい火を出したり幻を出したり、その程度の存在だ。

　不安すぎる。

　しかし、しかしだ。凪は思いなおす。言ってもただチョコレートを好きな型に流し込んでかたちを整えるだけの作業である。橘だってちゃんと理解している。そんな大変なことは起こりようが――

「さて木花よ、我々は恋どもに勝たねばならん。つまり『ちょこ』を制することで世界を制するということだ」

「せっ、せかいなんていらないよぅ……」

「ともかくだ、勝利せねばならん。そこで、『ちょこ』を燃やそうと思う」

　――起こりようがあったよ！

「『焼きちょこ』というものだ」

「橘たちばなっ！　焼きチョコはチョコレートを燃やして作るもんじゃない！」

　凪なぎは止めるが遅い。橘は手から火球を放つ。なるほどこの一工夫であれば炎を出すぐらいしかできない妖よう狐こにも可能だったがあいにくとその発想は出なくても無理がない。

　放たれた火球は加減されていたようで、溶けたチョコレートの中に入っても、ボウルを溶かしたりすることはなかった。

　ただし、チョコの中で破裂した。

　チョコレートが爆発して、飛び散って、降り注ぐ。

「ぬあっ!?」

　おどろく橘と木この花はなに、雨のようにチョコレートが降りかかる。

「ちょこにたべられる!?」

　木花が怯おびえた様子で橘に抱きつく。

　押し倒される橘。

「大丈夫か橘!?」

「も、問題ない……」

　頭を打ったように見えたが大したダメージではないらしく、凪は安あん堵どの息をついた。



    

  
    
      



    

  
    
      「あーもう、全身チョコまみれにして……」

　凪なぎは二人の様子を見て安あん堵どする。溶けたチョコレートを頭からかぶったが、火傷やけどなどはなさそうだ。そこまで温度が高くもなかったのだろう。思えば、橘たちばなの火球は音と光は派手だが威力はそうでもないし、橘は妖よう狐ことしては優秀なのだ。温度のコントロールもきちんとしてはいたのだろう。

　発想はいかがなものかと思うが。

「あのなぁ、橘、無理してよく知らないもの作ろうとしないで、基本を大事にしようぜ」

「しかし、それでは恋れんに勝てん」

　むすっとした態度で、混乱する木この花はなの背中をなでながら橘は言う。

　凪は笑う。

「今日の橘の役目は、和泉いずみ先輩に勝つことじゃなくて、木花にチョコ作りを教えることだろ？　だったら、勝敗とかにこだわらないで、基本的なことを教えるのが目的なんじゃないか？　……ほら、立ち上がって、もっと普通のことやろうぜ。俺おれも手伝うからさ」

「むぅ」

　橘が唇をとがらせる。その様子を見て凪は橘の中に葛藤があることを知る。

　結構長く橘は悩んで、それから、凪の手をとらずに、木花を抱きかかえるようにして立ち上がり、

「わかった……うむ、凪よ、おまえの言うことはもっともじゃな。勝敗などどうでも良い。あんな小娘どもに勝ったところで得られるものなどない」

「いや、そんなことは言ってないんだけどな……うん、まあいいや。そういうわけで、普通にチョコレートを作ろうか」

「うむ」

「――話は終わったかな？」

　和泉の声に思わず凍りつく。

　振り返れば、そこにはチョコをかぶった和泉と赤あか染ぞめがいた。

「じゃあさ、凪くん。今度はあたしらから橘にお説教があるわけさ」

「……まったく度し難いんだけど。なんだ、先輩は普段、そういう妖よう怪かいっぽい力を、こんなに考えなしに使っているのか」

　とんとん、チョコのついた右デコを赤染が叩たたく。

　和泉と赤染の迫力を前に凪は戦せん慄りつする。しかし納得もした。今回橘がやったことは一歩間違えれば大惨事なのだ。『包丁は振り回すものじゃありません』的な厳重注意はあってしかるべきだろう。

　橘も和泉と赤染のかつてない迫力におののいているようで、凪の服をつかんで背後に隠れる。橘にしては珍しい、虚勢を忘れるほどの本物の恐怖を感じている様子だった。木花もわけもわからず橘たちばなの背後に隠れるものだから、なんだか電車ごっこでもしているようなことになっている。

　凪なぎは元凶と言えるであろう藤ふじ紫むらさきに助けを求める視線を向ける。

　果たして藤紫は、パキッと「それ何枚目だよ」と聞きたくなる板チョコを噛かみ砕き、読んでいた文庫本を閉じて凪をまっすぐに見て、

「なぎ、藤紫、は～、あかぞめの秘密について、さぐってみる」

　と、言って静かな足取りで台所を出て行った。エプロンを脱がずに。

　少しだけぽかんとしたあと、凪は気付く。これはひょっとして――逃げた？

「あのね橘、人んちの台所で狐きつね火びを使うとか、すごくよくないよ」

　一歩間違えたら木この花はなちゃんとか赤あか染ぞめちゃんも危ないでしょうが。

　そう言われては橘も反論できないようで、「はい、はい」と粛々とした態度で和泉いずみの説教を聞いていた。

　凪はやっぱり思う。橘には常識が足りない。
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　ふき取ることはしたのだが、焦げ臭いチョコレートのかおりが未いまだにうっすらと漂っている気がする。

「くそぅ……恋れんの奴やつめ、私に恥をかかせおって……」

　ぶつくさと橘が怒った様子でつぶやいている。しかし自業自得なのは理解している様子で、いつもの、たとえば生徒会長の説教をうけたあとのような、強い怒りじゃない。

「うぅ……くそぅ……さっ、寒い！」

　怒りは冬の夜風に負けて、すぐにどこかへ吹かれて消える。

　すっかり遅くなってしまった。……というのも橘が汚したキッチンの片付けなどをしていたらすっかり夜になってしまい、そのまま夕飯までご馳ち走そうになったからである。ちなみに食後のデザートはトリュフチョコだった。

　和泉・赤染と別れて帰路に就く。わいわい、というかぎゃーぎゃー、という様子の夕食だったが、楽しかった。

　凪は思う。夕食時からいなくなったのは和泉と赤染だけ。今は自分・橘・木花という、そこまで静かでもないメンツが三人残っている。……なのに、やけにさびしく感じるのはきっと、さきほどまでの部屋の暖かさと、今歩いている帰り道の寒さがあまりにも対照的だからだろうか――と。

「……当日」

「え？」

　たぶん、寒さのせいだろう。限界まで体を小さくして、ぼそぼそとした声で橘たちばながささやくものだから、凪なぎは思わず聞き返す。

　すると橘、今度は思い切り息を吸い込んで、

「当日！　『ばれんたいん』の当日！　おまえもきちんと『ちょこ』を作るのだぞ！　良いな!?」

「え？　あ、ああ、うん……」

「わ、私も……それまでには、きちんと、基本的な『ちょこ』を作れるようになっておく、から……」

　ぷい、と橘はそっぽを向いた。

「こっ、このはなもがんばるよ……その、橘おねえちゃんにおそわって、がんばる……」

　その口ぶりがあまりに不安そうで、思わず凪は笑った。

　でも、一生懸命なのは、好ましい。

　……木この花はなを見ていると、なんだか妹がもう一人増えたような気持ちになる。凪はまた笑う。『妹がもう一人増えた』なんて橘に言ったら『木花でない妹とは誰だれのことだ』と怒られそうだ。

　凪は、自分の中にある橘に対する感情の正体を知らない。

　この心をなんと名付けたらいいのか、探している。

　気持ちに名前をつけて、『俺おれがおまえに対して抱いている感情はこうだ』と言ってやらないと、橘を不安にさせるし……自分もまた、不安だからだ。

　指輪。

　橘の左手にある銀色のリング。それから、自分の右手にある銀色のリング。二人の絆きずなを形にしたもの。……とは言え、所しよ詮せん、急場しのぎでしかない。

　心に名前をつけること。

　つけた名前を橘に知らせること。

　それから、橘の心にある想いの名前を聞くこと。

　……たぶん、そういうことが必要なんだと思う。お互いに安心するには。

「木花は、どうなんだろう」

「う？」

「ああ、いや……」

　凪は言葉に詰まる。見上げてくる木花の右目の純粋さにたじろぐ。なんでもないつぶやきだったのだけれど、なにか明確に解説しないといけないような気分になる。

「いや、木花とこれからどうやって付き合っていけばいいのかな、ってさ……」

「このはな、めっ、めいわくかな……？」

「いやいや！　そうじゃなくって、ええと……」

　困り果てた凪なぎは橘たちばなに助けを求める。

　けれど向けた視線の先では、橘は起こっているのかスネているのか、うつむいてかたくなに凪のほうを見ないようにしていた。

　なにか怒らせるようなことをしたかな、と凪は不安になる。

「このはな、でてったほうが……いいの？」

　けれど木この花はながこんな調子なので、橘のことばかり考えているわけにもいかない。

　もちろん、凪は木花が『出て行ったほうがいい』とは思っていない。しかしどうにも凪は考え込んでしまう。「出て行ったほうがいいの？」「そんなことないよ」で木花の根源的な不安を取り除ける気がしないのだ。

　だから凪は言葉を考えて――



「出て行く出て行かないではなく、おまえは消えたほうがいい。この世から」



　――誰だれかの声に、発言のタイミングを奪われる。

　聞き覚えのある声だ。女性なのか男性なのかあいまいな、少年のような声。

　覚えのある気配だ。闇やみからそっと染み出てくるような、ぼんやりとした、重くよどんだ気配。

　男性か女性かわからないのは姿かたちも同様で、その背は低くもなく高くもなく。その体つきは細いのか太いのか不明。なにせ、真っ黒いローブで全身を覆っているのだ。

　油断はあった。

　楽しい時間が続いて、気が緩んでいた。

　だから凪は自分を戒めるように痛いほど拳こぶしを握り、火か焔えんの大蛇を三匹、背後に顕現させ、黒いローブの人物をにらむ。

　しかし、

「争う前に話をしよう」

　黒いローブの人物は、片手を突き出し首を横に振る。

　凪は一瞬あっけにとられるも、すぐさま気を引き締しめて周囲を確認。……いない。木花と出会った夜に凪たちを襲った、紙製の人型――和泉いずみに曰いわく式しき紙がみというらしい――は、周囲に一つもいない。

　自分だけでは気配が読めないだけか、と凪は橘に確認をとる。

　けれど橘もまた、首を左右に振って凪の視線での問いかけに答えた。

「そう警戒するな」

　黒いローブの人物は楽しげに笑う。

「種のばれた手品はもう使わんよ。狐きつねの前にただの紙など出しても燃やされるのがオチだ。……話をしよう。私はこれでも平和を望む者でね」

「ふん……私は、最初にいきなり人のことを襲ったのは貴様だと記憶しておるのだが？」

「ああ、その節は申し訳ない。謝罪ならばしよう。補償が必要であれば考えよう。けれどわかってほしい。私はどうしてもその狐きつねを捕らえなければならない。その目的のためならば、九きゆう尾びの狐ごとき障害にはならん」

「……木この花はながなにをしたって言うんだ」

「したではなく、するのだよ。……わからんかな九尾の狐。いや、妖よう怪かいなど所しよ詮せんはこんなものか。貴様らが遊びの感覚で壊し、直すものが、我々人間にとっては一度壊したら修復不可能なもの、というケースは多い。どうにもそのあたりの感覚を妖怪はわかっていない。――調ちよう伏ぶくの必要性はある。千年経っても妖怪どもはなにも変わらん。いつの世も我ら陰おん陽みよう師じの手を煩わせる……」

「陰陽師？」

　凪なぎの問いかけに、黒いローブの人物は「左様」と答えて、

「人の世を守る者として、怪異である貴様らに問いかける。……人の世のため、その子狐をこちらに渡す気はあるか？　貴様らが少しでもその子狐の危険性を正しく認識しているのであれば、渡してくれるものと私は信じている。……これでも妖怪には恩があってな。見敵必殺、というような真ま似ねはしたくない」

　陰陽師が、すっと手を出す。

　木花はびくっと身を竦すくませて凪を見て、それから――橘たちばなのコートのすそを、つまんだ。

　あまりにも小さな動作。

　遠慮がちな意思。

　凪は思う。木花にはなにか秘密がある。それも、きな臭い類たぐいの秘密だ。ぬらりひょんにも思惑がありそうだし、ひょっとしたら陰陽師の言っていることは真実かも知れない。

　このまま陰陽師に引き渡してしまえば、なにも起こらずに済むのかもしれない。

　けれど、

「断る。俺おれは木花の意思を尊重する」

「その結果、国が滅んでもか？」

「滅ぼさせない。俺には――」

　人間らしくない、と受け入れることを拒んできたけど。

　使わないように、使わないように、大人おとなしく、大人しく、そう思って生きてきたけど。

　違うんだよな。

　妖怪だろうがなんだろうが、変わらずに接してくれる人がいるから。

　九尾の狐という過去は、隠すべき罪悪じゃなくて、受け入れるべき過去なのだから。

　凪は、宣言する。

「俺おれには、力がある。みんなを守る力、九きゆう尾びの狐きつねとしての力が。だから、なにかが起こるなら俺が止める。俺が、みんなを守る」

「……残念だ。やはりわかっていない」

　陰おん陽みよう師じは袖そで口ぐちから数枚の符を地面にばらまく。

　紙幣大だった符は地面に落ちると急激に膨張して、一体の巨人の形を為なす。

　古い障子紙のようにやや黄ばんだ色の巨人。

　卵のようにのっぺりしたラグビーボール型の頭部。

　ごつごつした四角いシルエットの、太く長い腕。

　対して下半身は全体的につぶれたように短い。

　ゴーレム、という形容がぴったり来る――これもまた、式しき紙がみの一種、なのだろうか。

　凪なぎは戦せん慄りつする。

　全体的に不気味な印象ではある。けれど、そうではない。シルエットよりも、無機質さよりも、尋常ではない暴力を発揮しそうな腕よりも、凪が恐怖したのは、その巨人の胸部。――赤黒く輝く、石の欠片かけら。

　殺せつ生しよう石せき。

　一度見たら忘れることができない。まがまがしい気配を放つその石こそが、なによりも凪を戦慄させた。

「忌いま々いましい石だろう」

　陰陽師は憎たらしげにつぶやく。

「あのぬらりひょんは、また妖よう怪かいを率いて百鬼夜行でも起こすつもりなのか……こんな忌々しい石を集めている。まったく、こんな石、誰だれが見ても嫌悪感を覚えると思うのだがな。だからこそ不思議だよ。貴様らがなぜ、その子狐を手元に置いておいてなにも思わないのかが」

「どういう……」

「語り聞かせて意思が変わるなら、語るがな。……徒労を重ねる時間はない」

　陰陽師はそれ以上語るつもりはないらしい。

　巨人の右みぎ拳こぶしが突き出される。速さはそれほどでもない。力は強そうだ。当たればただではすまないことと、避よけるのはたやすいことを凪は認識する。

　けれど、凪は考える。背後には木この花はなと橘たちばながいるのだ。ここで避けては二人に当たる。

　それに――

「言っただろ。俺がみんなを守るって」

　――避ける必要性を感じない。

　この程度の力で害されるほど『九尾の狐』は弱くないし。

　この程度の力でどうにかできるほど、凪の決意は脆もろくない。

　ゴンッ、と大量の空気を吸って、火か焔えんの大蛇が膨れ上がる。

　束になり絡まり交わって、三匹の大蛇が一匹に。

　一匹になった大蛇は、凪なぎの目の前まで迫っていた巨人の右みぎ拳こぶしをまるごと呑のみ込み、灰すら残さずこの世から消滅させた。

　凪は目を細めて式しき紙がみの胸を見る。

　殺せつ生しよう石せき。

　忌まわしい石。見ているだけで怖おぞ気けがする石。火か車しやを、鬼おに九く条じようを苦しめた石。

　たぶんこの石こそが、凪の『現在』。

　凪は思う。しつこくしつこく自分の行く手に現れるこの石を最後の一つに至るまで焼却すれば、きっと、未来に向けて一歩踏み出せるんじゃないかな――と。

　なんとなく、宿命のようなものを感じながら。

「消えろ」

　火焔の大蛇を六匹、たばねてまとめて、殺生石へと打ち込んだ。

　火柱が上がる。

　凪は自分の起こした火焔の熱に目を細めながら、背後にいる木この花はなと橘たちばなをかばう。

　それから、考える。

　木花はなにを抱えているのか。

　木花は、なにを隠しているのか。

　……左目。

　隠しているもの、と考えればまずはそこが思いつく。妖よう怪かいは病気にならない。妖怪は治らない怪け我がをしない。ならばなぜ木花は眼帯など着けているのか。

　知る必要性を感じる。

　木花のことを、ほんの少しずつでも。

　だからすでに多くの情報をつかんでいそうな陰おん陽みよう師じ、奴やつから少しでも情報をもらえないものか――凪はそう考えて陰陽師の気配を探る。火焔の明かりが収まり、夜の帳とばりが下りる。急速に冷え始めた空気の中、五感を凝らして、凪は探すが、見つからない。

　逃げたのか。

　背後から足音が聞こえる。陰陽師のものではない、足音が。

　凪は思う。あの陰陽師は妙に『加勢』を恐れているような気がする。最初に相手取った以上の戦力は絶対に相手にしようとしない。なにか、あの陰陽師が使う式紙には準備のようなものが必要なのだろうか……。

　背後から聞こえる足音は大きさを増す。走るようなリズム。息遣いも聞こえる距離になって、凪は接近してきた相手が誰だれかを知り、振り返る。

「和泉いずみ先輩？」

「や」

　よほど急いで来たらしい。息もたえだえ、膝ひざに手をつきながら、和泉いずみは『待って』と言う代わりに右手を突き出す。

「……どうしたのだ恋れん。加勢ならばほれ、見ての通り手遅れじゃ」

　橘たちばなの声は不機嫌そうだ。凪なぎは思う。この不機嫌は、『困惑を隠すため』の不機嫌だ。たぶん、陰おん陽みよう師じから聞いた話について、橘も橘なりに考えているのだろう。

　和泉は数秒息を整えてから、ようやく体を起こし、

「いや、いや……ま、襲われてるのがわかったから急いだのもあるけどね。……それとは別に、ちょーっと厄介な問題が発生しちゃったから、凪くんたちを呼びに来たわけさ」

「厄介な問題？」

　反射的に聞き返しながら、凪は考える。……いや、考える、というほど大層な思考はしていないかも知れない。なんとなく、わかってしまった。

　このタイミングで訪れる『厄介な問題』。

「ちょっと絶妙にタイミングが悪かったみたいでさ」

　変な表現だな、と思いながら凪は苦笑い。

「まったく、明日の昼休みにでも話そう、って流れだったのにね。……というわけで、予想はついてると思うけど」

　和泉は本当に憂ゆう鬱うつそうなため息をついて、

「赤あか染ぞめちゃんが妖よう怪かいについて知ったって、生徒会長にバレちゃった」

　どうしようね、と凪を見た。

　凪は考える。でも……とりあえず今できることは一つだけ。

　お説教を覚悟することのみとしか、言えない。



    

  
    
      
三章　決戦をやる前に
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「……寒い。暖房を点つけろ」

　という暖房嫌いの橘たちばならしからぬ要求を聞いて、凪なぎは橘がよほどうんざりしていることを察した。

　察するまでもないかも知れない。

　冬の夜の学校は寒い。それが暖房の点いていないだだっぴろいだけの部屋ともなるとなおさらだ。もう少し物に囲まれているか会話があるかすれば暖かく感じられるかも知れないのだが、この部屋には物と会話の両方が不足している。

　あるのは、どうやって運び入れたかわからないほどに巨大な円卓と、それから、重苦しいだけの沈黙。

　凪は思う。……生徒会長にしてはやけに無口だ。小一時間と言わず、五時間ぐらいの説教を覚悟していたのだが、なんだか意外だな、と。

　まあ、その沈黙のおかげで、むしろ説教をされている時よりも居心地が悪いのだが。

　凪は視線を巡らせる。ひきつった笑顔の和泉いずみとか、不安を秘めた不機嫌顔で黙り込む橘とか、緊張感に耐え切れずに半分失神している木この花はなとか。……あと、ガラスに映る、無表情で黙り込む自分とか。すべてをながめて、それからため息をつく。

「ええと、なんて呼べばいいのかな。……赤あか染ぞめ先輩？」

「……」

　重苦しい視線だけが返ってきて、凪はちょっとだけたじろぐけれど、

「赤染……妹のほうの赤染に隠してたこと、明かしてしまってごめんなさい。でも、実の妹に隠さなきゃいけないような秘密なんてあるのか？　赤染は、秘密にされて悲しんでたように見えたし……もっと赤染先輩の隠してること、知りたがってるように見えたけど」

「妹の意思などどうでもいい」

　生徒会長は眉み間けんにしわを寄せて、憂ゆう鬱うつな声を出す。

「……求められようが、不安がられようが、隠しておくべきことはある。本人の意思などどうでもいい。妹が何を知るべきかは私が決める」

「それは、違うんじゃないか」

　凪は思う。……赤染の意思を無視して、赤染本人のことを周囲が決めるのは違うと思うし。それに――今の生徒会長の言葉が、生徒会長の真意とも思えない。

　赤あか染ぞめの話と、生徒会長の赤染に対する態度を見ていればわかる。

　生徒会長は妹である赤染のことを本当に大事にしていて、本当に真剣に考えている。……本人を目の前にしているわけでもないのに、「妹の意思などどうでもいい」と言った時の傷ついたような表情を見ていると、凪なぎにはそう思えてならない。

　言葉と意思がばらばらだ。

　だから凪は考える。

「本当は赤染先輩だって、赤染に全部教えたいんじゃ――」

　ドン！

　凪の言葉は、生徒会長が机を殴る音にかき消される。

「妖よう怪かいに何がっ……！」

　生徒会長は何かを叫ぼうとして、しかし表情と呼吸に平静を取り戻し、

「……妖怪にはわからん。語る気もない。とにかく今後、君たちには勝手なことはしないでほしい。『妖怪の存在をみだりに明かすな』。言うまでもなくわかっていると思っていた私の失態でもある。今日はもういい。今後、厳守しろ」

「……でも」

「考えるな。疑問を持つな。持っても口にするな。唯い々い諾だく々だくと私の言葉に従えばいい。君たちは人間に保護管理されている妖怪だということを一いつ時ときも忘れるな。……それと、そこの妖よう狐このことだが」

　生徒会長が話題を移す。……なんだか性急な話運びのように凪は感じる。まるで、赤染の話題から逃げるように、性急な。

「……神じん変べん会かいからあずけられたのだな。しかも、ぬらりひょん直じき々じきに」

「はい」

　凪はひっかかりを覚えながらも、話題を進めることにする。

　生徒会長は巌いわおのような表情で木この花はなを見る。木花が反応して身をすくませるので、凪もつい、木花を守るように動いてしまう。

　けれど生徒会長はどうでもよさそうに視線を切って、

「こちらに迷惑をかけるな。それだけ守ればいい」

「……え？　それだけ？」

「強しいて言うのであれば、君たちは今、我々『六ろつ方ぽう会かい』の管理下にある。勝手に他ほかの組織の依頼を受けないでほしいものだ、という愚痴ぐらいか。そもそも九きゆう尾びの狐きつねはイレギュラーな存在だ。妖怪は人間に従うべきだとは思うが、君がこちらの組織に義理立てする義務はない」

「……そんなもんなのか」

「ほら、凪なぎくんはさ、人間じゃないさ」

　和泉いずみがフォローするように笑う。

　生徒会長は嘆息し、

「だが、そちらの七尾は我々の組織に義理立てする義務がある。我々の管理下にあるからな。……九きゆう尾びの狐きつね、君も七尾が大事ならばあまり他ほかの組織に従わないことだ」

「……わかった」

　凪は承諾したあと、少しだけ疑問を覚える。ここまであからさまに『管理』と言われ、しかも人質のように言われているというのに、橘たちばなが何も反応しない。

　気になったので生徒会長から視線を外して橘を見る。

「……なっ、なんじゃっ？」

　やっぱり怒ってる？　凪は橘を観察して思う。顔が赤い。うつむきがち。ぎゅっと腕を組んで、そわそわと自分の腕を撫なでている。

　なんだろう、この反応は、と不思議がる凪。

「大事だって言われて照れてるのさ」

　と和泉。

「ちっ、ちがっ……ええい！　とにかく話は終わったのだな！　帰るぞ！」

　橘は木この花はなの手をひいてずんずんと歩いて、生徒会室を出て行ってしまう。

　凪は橘を見て、それから生徒会長を振り返る。

「用事はもうない。……勝手なことをするなとは二度は言わない。私の決定には従え。それから、迷惑をかけるな。以上だ」

「帰っていいってさ」

　和泉の笑顔に苦笑いで答え、凪は橘と木花のあとを追うことにした。

　赤あか染ぞめのことも気になるし、木花のことも気になる。

　それにやっぱり、橘のことも気になる。

　心配事が増え続ける。みんないっぺんにどうにかできればいいのにな――凪はそんなことを考えながら、ため息をついた。

　たぶん、そこまで単純に解決はしてくれないだろう。
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「ずっと不思議だったことが、ある」

「家に帰ったら天てん狗ぐがくつろいでいたことのほうがよほど不思議なのじゃが」

　言いたかった正論を橘に言われてしまったので、凪は黙るしかない。

　なので、自分にしがみついている木花を見る。

　ぎゅっと抱きつかれている。寒い、ということはないだろう。学校から帰ってみれば、すでに家は暖房の暖かさで満たされていたのだから。たぶん、怖いのだ。藤ふじ紫むらさきのことが。

　ちなみに橘たちばながリモコンを隠していたせいで冬の間起動することがなかったエアコンは、おそらく天てん狗ぐ、ようするに藤紫が点つけたのだ。橘が隠したリモコンを見つけ出して。

　藤紫には謎なぞが多い。たとえば今現在の状況。どうして家の中にいたのか。鍵かぎでも持っているのか、それともピッキングでもしたのか。凪なぎがついぞ見つけられなかった橘によって隠されたリモコンをどこから発見したのか。あとは人の家にあったせんべいをなぜ勝手に食べているのか。

　ソファでくつろぐ藤紫は袴はかまからのぞく細い足をテーブルの上に投げ出してテレビを見ている。おやつのことと言い、ちょっとくつろぎすぎなんじゃないかな、と凪は苦笑い。

「……ええと、『いらっしゃい』とか言ったほうがいいのかな？」

「私はしかるべき機関に引き渡して牢ろう獄ごくに閉じ込めるべきだと思うがの」

「……」

　木この花はなは怯おびえている。

　藤紫はテレビから視線を外して凪たちを振り返り、

「学校の結界。……あれ、は～、人間が英知を磨きその結晶として作ったにしては、上等、すぎる。藤紫は～、ずっと、研究してた。けど、何もわからなかった」

「そんなことしてたのか……」

「ひまをもてあましている」

「……そうなのか」

「あそびにさそってくれてもいい」

「ああ、うん、じゃあ今度……」

「こら天狗！　貴様は結局何をしに来たのじゃ!?」

「おお」

　藤紫はぽん、と手を打って立ち上がる。どうやら本格的に話をする気になったらしい。

　凪は思う。藤紫の態度は本当、真剣なのかどうなのかわかりにくい。

「あかぞめの話。……藤紫は推測する。あかぞめの家には何かあって、その何かのために、あかぞめは妖よう怪かいのことを知らないほうがよかったのではないか、という～、推測」

「何かって？」

「兄が妖怪に深くかかわっているのに、妹は何も知らない理由。この街で神社があかぞめのとこと、なにもいない廃社だけの、理由。それから～、人間ごときにはつくりようもない結界が、すでに存在する理由。あとは～……結界の本当の力」

「……」

　凪は思い出す。

　八月、九月のことだ。

　橘たちばなや藤ふじ紫むらさき、九く条じようと出会った一連の出来事。

　その時に、和泉いずみに教えてもらった結界の効力。

『指定した妖よう怪かいを消滅させる』。

　あの結界の防御的な用法は『妖怪の気配を完全に遮断する』だが、ひとたび攻撃的な方向で用いれば、鬼を退却せざるを得ない状況にするぐらいには、強いのだ。

「あかぞめの秘密と、あの結界には、なんらかの共通点があると～、藤紫は、思う。というか～、そういう仮説でうごかないと、あの結界については、おてあげ」

「ああ、まあ、あくまで仮説だよな」

　凪なぎはなんだかほっとして、それから、気付く。

　赤あか染ぞめの秘密、ようするに、知り合いの今まで知らなかった一面。……何かあるかもしれないという可能性を提示されただけで、なんだか怖くなってしまう。

　赤染は、凪の隠していた一面を受け入れてくれた。

　それはとても勇気と度胸がいることだったんだなぁ、と凪は今更ながらに実感した。

「とにかく～、生徒会長にぜんぶ知られたことは、しょうがない」

「だからそういう情報をどこでつかむのか……」

　つい今さっきの出来事である。

　耳が早いとかそういうレベルじゃなくて、盗聴器でも仕掛けられてるのかと疑う。

「藤紫は、もう少しあかぞめについて個人的にさぐってみる。……それが言いたかった、だけ」

「ああ、うん」

　藤紫がとことこと横を通り過ぎていく。だからもう帰るのか、と凪はぼんやり思った。不思議と『引き留める』という選択肢が浮かばない。

「あ」

　しかし、藤紫は振り返り、

「木この花はな」

「うぅっっ!?　なっ、なにかな……このはなは、も、もう眠るよ……？」

　ぎゅっと木花は眼帯をおさえた。その動きを見て凪は笑う。やっぱり、しつこくしつこく藤紫に『眼帯を取って見せろ』と言われたことで警戒しているらしい。

　やっぱり嫌がっている。

　凪は考える。……嫌がっていることはなるべくしたくないのだが、いつか木花の正体について知らねばならなくなった時、無理やり眼帯をとったり、話を聞き出したり、あるいは叱しかったりということもせねばならないかもしれない。

　気が重い胃が痛い。

　まあ、いきなり眼帯をはぐわけにもいかない。木この花はなが泣くだろうし、橘たちばなも怒るだろう。

　なので、藤ふじ紫むらさきには、少し『眼帯』に触れるのを待ってもらう必要性があるだろう。

「あのさ、藤紫。木花の眼帯のことは……」

「べつに、それはもういい」

　あれ？　と凪なぎは首をかしげた。ずいぶん執着しているように思えたのだが、もう藤紫の中でブームが過ぎ去ったのだろうか。何にせよありがたい。

「藤紫は～、謝罪するべき？　とおもった。藤紫は、幼女好き。こわがられる、悲しい。それだけ」

「うん？」

　なんか藤紫の口調がやけにカタコトっぽい気がする。

　藤紫はこちらに戻ってきて、木花に向けて片手を差し出し、

「なかなおり」

「うっ、うん……」

　木花はおっかなびっくり藤紫に近づき、応えるように片手を恐る恐る差し出し、

「――すきあり」

　眼帯を、とられた。

「……」



    

  
    
      



    

  
    
      　しばしきょとんとする木この花はな。凪なぎも呆ぼう然ぜんとしながら見る。木花の左目を。

　色は赤い。右目が金色であることを考えれば、左右で色が違う、オッドアイ、ということになるのだろうか。

　確かに妖よう狐ことしては珍しいかもしれない。

　しかし、ことさら『おかしい』と言うほどでもない気が――

「うっ……」

　――凪は気付く。

　木花が、泣きそうになっていることを。

「こっ、木花？」

「……あかい」

　慌てる凪とやけに落ち着いた藤ふじ紫むらさき。

　今にも大声で泣き出しそうな木花、そして、

「て～ん～ぐ～……」

　髪をぶわっと威嚇するように広げた、怒り心頭という様子の橘たちばな。

「天てん狗ぐ貴様、何をするか！」

　がばっと橘が木花を抱きしめる。

　木花の涙は一瞬でひっこんだ。

　けれど泣き止やんだ木花の表情は、橘に抱きしめられて安心したというよりは、驚いた、顔だった。

「橘おねえちゃん……」

「どうした」

「……」

　木花がぎゅっと唇を引き締しめているのを見て、凪は、木花の内側の葛藤を探る。

　眼帯が外れて泣いて、橘に抱きしめて、驚きのあまり泣き止んだ。

　そして、最初に言っていた、『捨てられるのきらい』という言葉。

　たぶん木花は。

「……このはな、へんじゃないの？」

「何がだ」

「……目」

「……」

　橘はちょっとだけ黙る。

「確かにおかしい。妖狐一族で、おまえのような目の色は見たことがない」

「こっ、このはな、でも、でてきたくない……みんなこのはなの目がおかしいって、このはなのこと捨てるけど、橘おねえちゃんには捨てられたく――」

「馬ば鹿か者ものが」

　橘たちばなは木この花はなの言葉を途中で切る。

「目の色が違う程度で私がおまえを追い出すと思うか。私は妖よう狐こ。同胞は大切に扱う。それに……少しぐらい違っても別に構わんであろう。何せ、この場所の主あるじが、とびきり変わった妖狐なのだから」

　視線で話をふられて、凪なぎは一瞬あっけにとられるものの、

「ああ、そうだな。出てけとは言わないよ。……木花が今まで、その目が原因でつらい目にあってきたんだとしても、ここではそんなこと、忘れていいんだ」

「凪おにいちゃん……」

　木花は橘から離れ、ふらふらと凪に近づいてくる。

「凪おにいちゃん……！」

　そして走って抱きつこうと両腕を広げた。

　凪も優しく受け止めるべく両腕をちょっとだけ広げた。

　しかし、

「うぐっ!?」

「待て」

　橘が、木花の着物の襟を後ろからつかんで止める。

　当然首が閉まる。顔を青くした木花はずるずる橘に引っ張られ、その腕の中にぐったりおさまる。

　治療の必要性を感じる光景だった。

「しかし木花、私がいくら寛大とは言っても、許せんことはいくつかある。一つは辛いものを食べさせられること、一つはかたかな言葉でからかわれること、そしてもう一つは、勝手に凪に触られることじゃ。……わかるな？」

「うっ、うん……」

　木花がおびえている。

「だからだな」

　と、橘は木花を抱いたまま凪に近づく。

　それから、背中をあずけた。

「折衷案として、こうすればよかろう」

「……うん」

　木花の声に安あん堵どがにじんでいて、凪も安心する。

「話もまとまった」

　何もせずに様子をうかがっていた藤ふじ紫むらさきが言う。

「じゃあ、藤紫は～、あかぞめについて、しらべる。木花についても、しらべる」

　ぽいっ、と投げ返された眼帯を、木この花はなは慌てて受け取り、装着する。

　橘たちばなに受け入れられたから、もう眼帯は着けない――そうなるほど、木花のトラウマは浅くはないらしい。

　ひらひらと手を振ってリビングから出る藤ふじ紫むらさき。

　そういえば、と凪なぎは慌てる。

「藤紫！」

「……？」

　振り返る藤紫が本気で無表情だったので、凪はなんだか自分がこれからする質問はとんでもなく意味のないことなんじゃないか、と不安になる。

　そんなはずは絶対にないのだが。

　なぜならば、

「なあ、その……どうやってうちに入ったんだ？」

「……」

　藤紫は何も言わずに歩みを進めた。

「ちょっ、ちょっ、藤紫!?」

「気安く話しかけないでくれるかしら？」

「誰だれの口調だよ!?」

　凪の周囲にはいないタイプである。

「家族なかよし。とてもよい。藤紫はなぎたちをみているとまぶしくてつらいから～、かえる」

「あ……」

　そうだ。

　藤紫は、もといた場所を追われた天てん狗ぐなのだ。

　その目の前でこんな、ホームドラマみたいなシーンを展開してしまった。……藤紫にも土地を追われる時に引き裂かれた家族がいるのかもしれない。そのことをかんがみることができなくて、凪は反省する。

「ごめん藤紫、俺おれ……」

「あやまることはない」

「藤紫……」

「なぎの家の合あい鍵かぎのことをごまかせたら、それでいい」

「ごまかせてないよ!?」

「家族とかよくわからないし。天狗は～、一人でうまれる」

　あくびをする藤紫。

　なんだか色々台無しだった。

「我が名、藤ふじ紫むらさき。気付かれないように外堀を埋めるのがしゅみの～、女天てん狗ぐ」

　今度こそ藤紫が去っていく。

　いや、去って行かれてもまずいので凪なぎはあとを追うのだが、リビングから出たところで、藤紫の姿は、ひらひらと黒い羽根を宙に残して消えていた。ドアも開いていない。本当に自由だなあの天狗。

　凪はため息をつきながらリビングに帰る。

「天狗は去ったか」

「ああ……」

　橘たちばなの問いかけにも元気のない声しか出せない。

「気をつけよ凪。天狗は一匹見かけたら三十匹はおると聞くぞ」

「夏場にはあんまり聞きたくない表現だな、それは……」

　今が冬でよかったよとがっくりしながら、凪は視線を木この花はなに移した。

　……両目で色が違う。

　だから『みんな』から捨てられたらしい。おそらく、群むれからも。

　ということはあの目は先天性。……先天性で、普通の妖よう狐ことは違う『何か』を持っていて、そのために木花は狙ねらわれている、ということだろうか。

　よくわからない。

　でも、凪は思う。今はとにかく喜ぼう、と。

　木花と橘の関係性が、深まったことを。

　……そして。

　藤紫が持ってるっぽい合あい鍵かぎの件については、次の月曜学校で問い詰めよう、と。

　明日すぐにでも問い詰めたほうがいいような気もするが、残念ながら先約がある。

　明日は、街で橘と買い物だ。
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　街が浮かれているのが色でわかる。

　特に駅前がひどい。のぼり、看板、垂れ幕、バルーン、店の店頭からビルの外装、デパートもブティックも、家電店も住宅仲介業者も、八百屋も牛丼屋もみんなパステルカラー。みんながみんな、『自分こそがバレンタインの主役だ！』と主張しあっている。

　そうじゃないだろ。

　バレンタインの主役は、チョコレートを売っているお菓子屋さんだ。

　凪と橘、それから木花の今日の目的もそれで、三人は色々なチョコレートを取り扱っているらしい、駅ビル内にある輸入菓子店を目指していた。

　しかし、チョコレートなんて銘柄で何が変わるのか、凪なぎにはまったくわからない。

　それでも橘たちばなはこだわりたいようで、恥を忍んで和泉いずみから色々聞いていた。凪は「聞くぐらいでなんでそんなに恥ずかしそうなのかな」と思って横で聞いていたわけだが。

　ともかく、和泉の家で調査と研究を重ね、橘が至った結論とは。

「普通が一番良い。大きくて安いものを買おう」

「うん、そうだな……」

　高いものを買われるよりも凪としては大賛成なのだが、調査を重ねてたどりついた結論がそれだと思うと、どうにもやるせない気持ちにもなる。

　というわけでたどりついた先は輸入菓子店。バレンタインフェアらしく手作り風チョコが売っているようだ。しかしワゴンに入った『手作り風チョコ』なる商品を見て凪は思う。本当に手作りしたら、こんな綺き麗れいに包装できないだろうなぁ、と。

　壁や柱を木目調で統一した店の中に入る。

　ざわついた空気。甘い香り。それはチョコレートの香りというよりも、店にいっぱいいる女性客の香りのような気がする。凪はなんとなく居づらさを覚えてそわそわする。

　いっそのこと橘に任せて自分は外で待っていようかな、とも思うのだが、

「よし行くぞ」

　と籠かごを持たされてしまってはあとには退ひけない。

　凪は仕方なく店に入ることに。気まずさが顔に出ていたのだろう、ぎゅっと袖そでをつまむ木この花はなにいたわるような視線で見られてしまった。ますます気まずい。

　そんなふうに体を縮めて『はやく終わってほしい』ばかり考えていたせいで、橘がどさどさと、バレンタインだけで消費するには多すぎる量のチョコレートを籠に放ほうり込んでいたのに気付けず、レジでびっくりすることになる凪だった。

　レジが込んできたので退くに退けず、凪は消費しきるのに軽く一年はかかりそうな量のチョコレートを紙袋にどっさりと抱え、店をあとにする。

「凪よ、折角じゃ。何か見て回らんか？」

「なんか必要なものあったかな？」

「そうではなく……ええい！　とにかく行くぞ！」

　橘がずんずん歩いてしまうので、凪と木花は慌ててあとを追う。

　凪から離れた木花が橘の袖をつかんで、凪が紙袋を揺らしながら追いついて、三人は歩くペースを落として周囲を見た。

　ぐるり、視線を一周させる前に人にぶつかりそうになって、凪は慌てて体をひねって避よける。ぶつかりそうになった女性二人組はちらりと凪を見て通り過ぎていく。休日の駅ビルは人が多い。気を抜けばぶつかりそうだ。凪は邪魔にならないように、橘・木花の後ろに陣取ることにした。

　整然と店が並んでいる。壁の城と『バレンタインフェア』のパステルカラーポスターがやけにミスマッチだ。凪なぎは思う。いったいこの駅ビルの中には、どれだけ直接バレンタインというイベントに関係ある店があるんだろうか、と。たぶん、そんなにはない。文房具屋や本屋、雑貨店にブティックなどが主だったはずだ。便乗商法もいいところである。

　さて、これから橘たちばなと買い物らしい。

　腕に紙の紐ひもが食い込む感触を覚えながら、凪は考える。特に目的はないが買い物をしたい、ということらしい。なるほどそういうこともあるかもしれない。けれどまずすべきことは……。

「橘、何か食べに行くか？　この近くにおいしい洋食屋さんがあるらしいんだ」

　昼時から少しずれた時間。

　食事は家を出る前から外でとろうと考えていた。……橘に報しらせたかは、ちょっと自信がないが。

　橘はきょとんとした。それから、満面の笑みを浮かべ、

「なんだなんだ！　おまえも最初からそのつもりか！」

「最初から……いや、うん、家を出る前からからそのつもりだよ」

「そうならそうと言えばよかろうに！　まったく！」

　橘はばんばんと凪の胸を叩たたいて、それから歩みを進める。

　外食がよほど嬉うれしいらしい。凪がどこに行くか言わないうちから歩き出すぐらいに。

「っていうか橘、そっちじゃない！」

「ん？　おお、そうか。さっさと案内せい」

「ほら、こっちだよ」

　駅ビルから出るルートだが、凪は少し迷いながらも歩みを進めることに。橘が何かを見て回りたいならば駅ビルから出ない方がいいとは思うが、これから向かう食事処どころは駅から近い。何かあればまた戻ってくればいいだろう。

　凪は歩いて、外へと続くエスカレーターを目指す。

　橘たちも乗り込む。凪は思う。なんだかやけに橘が素直、というか唐突に上機嫌なのが気になるが、問題がないのはいいことだ。このまま橘を怒らせたり木この花はなを怯おびえさせたりしないで今日一日が平和に過ぎ去るといいのにな、と。

　思った矢先に。

「あっ」

　木花が何かに気付く。

　視線が隣にあるのぼりエスカレーターに向いていたので、凪も目を向ける。

　意外な組み合わせ、というのが最初の感想だった。

　ぬらりひょん。そのすぐ後ろに、鵺ぬえ。

　ぬらりひょんが静かな表情で鵺ぬえに話しかけ、鵺が無邪気な笑顔で応じている。その様子だけ見ると仲の良い祖父と孫娘にしか見えないが――凪なぎは知っている。ぬらりひょんが『ある妖よう怪かいの組織』を束ねるほどの存在であることを。そして鵺が『ある地獄』を統すべる妖怪の従者である事実を。

　まして、ぬらりひょんの組織は、地獄への入り口を管理している組織ではなかったか。

「……何かあるのかな」

　怪しい怪しい、裏がありそうきな臭い、と思っている人物であるぬらりひょんだから、行動の一つ一つに『何かある』と思ってしまう。

　鵺とぬらりひょんに面識があるのは不自然なことではないし、その二人が休日に二人きりで会っているのも、別にそうおかしな話ではない。

　凪は気持ちを切り替える。

「まあいいか。……今は橘たちばなと食事だもんな」

　そう思い、目の前にいる橘に視線を戻す。

　いなかった。

「何をしておるか凪、追うぞ」

　いつの間にだろうか。昇りエスカレーターに移動していた橘が、すれ違いざまに言う。

「えー!?　いや、そんな、尾行みたいな真ま似ね……」

「ふん、あのちんちくりんめが動く時は、くるくるぱーが何か企んでおるに決まっている。ならば企みが動き出す前に、私が首根っこを押さえてくれるわ！」

「ちょ、橘！」

　凪の静止の声などとどかない。橘はさっさと進んでしまう。

「……追うの？」

　木この花はなに見上げられ、凪は笑う。

　橘を放ほうっておけるはずもない。

「少しだけ、ご飯、我慢してもらってもいいかな？」

「がっ、がんばる……！」

「……がんばる、か」

　早く切り上げよう、と誓いながら、凪は橘のあとを追うことにした。
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　それがどうしてこんなことになったのか。

「奇遇ですねぇ」

　と、鵺に発見される。隣にいたはずのぬらりひょんはどこに消えたのか。まるで最初から一人きりだったかのような鵺ぬえの態度に、凪なぎたちは少しだけ面食らう。

　何か隠す理由があるのか。

　凪は疑い、慎重に質問するべく考える。

　しかし橘たちばな、

「おいちんちくりん、今まで隣にいた老いぼれはどうしたのだ？」

「橘……」

　隠し事ができない性格すぎる。

「ぬえ、ぬらりひょんさんなら帰りましたよぅ」

　こっちも隠し事ができなさすぎる。

　なんだかすんなりと話が進みそうだ。

　とりあえず立ち話もなんなので、凪はみんなを連れて食事に行くことに。

　先ほど鵺を追うのに通った道を引き返し、エスカレーターを下って一度駅の外へ。

　出たとたんに「寒い」と嘆く橘にマフラーを追加してやり、徒歩で三分ほど歩けば目的の店だ。

　ガラスの入り口は自動ではなく手動。北風に冷え切った重い扉を開けば、「いらっしゃいませ」の声と温かい空気に迎えられる。

　凪は四名であることを告げる。禁煙・喫煙は聞かれなかった。それはそうだろう、と凪は笑ってメンツを見る。

　金髪金眼、髪は身長より長く、体は小さな橘。

　髪をツインテールに結わえて首に鈴をつけた、橘よりも小さな鵺。

　左目には眼帯。ゆるゆるとウェーブした金髪を膝ひざぐらいの長さまで伸ばした、鵺よりもさらに小さな木この花はな。

　このメンバーを見て喫煙だと思う人はまずいないだろう。

　通された四人席で、まず凪が座り、凪の隣に鵺が座る。

「……」

「……ぬえ？」

「ふん」

　橘は不機嫌そうな顔で、木花の手をひいて凪の正面に座った。

　木花が鵺の正面、ということになるのだが。

「かわいいですねぇ！　鵺、じぶんよりちっちゃいひと、はじめてみましたよう！」

「うっ、こっ、このはな、たべてもおいしくないよ……」

　木花には鵺が猛獣にでも見えているのだろうか、という怯おびえようである。

　凪は紹介の必要性を感じた。

「えっと、木花、そんなに怯えなくても大丈夫だよ」

「でっ、でも、なんか、ばちばちした、おっきなどうぶつ……」

「ぬえー……それはきっと、気のせいですよう。今の鵺ぬえはちっちゃくてみにくい生き物ですからねえ」

「相変わらず自己評価がひどいな……まあ、とにかくこういうやつで、俺おれの同級生。あ、そうなると木この花はなの下級生になるのかな」

「ああ、先輩だったんですねえ。どうも鵺ですよう。よろしくお願いしますねえ」

「うっ、うん……このはな、先輩……目下の者は、目上の者にぜったいふくじゅう……」

　橘たちばなの危険な教育の成果が出ている。

　しかし木花は鵺が後輩だとわかったことで、ある程度安心したらしい。

「こっ、このはなは、このはなって言う名前だよ？　目上の者への敬意を忘れぬよう、よろしく……」

　途中途中で橘の教育の成果らしきものがちらほら。

　気を悪くしても無理のない言い回しだったが、鵺はにこにこ顔で「ぬえー」と鳴いて、

「そんなことよりおなかすきましたねえ」

「うっ」

　木花の先輩の威厳などなかった。

「……え、ええと、とりあえず、メニューから好きなの選んで」

「ぬえ、凪なぎさんにおごっていただけるんですか？」

「まあ、いいよ」

「じゃあ端から端まで！」

「節度と遠慮が足りないよ！」

　鵺に節度と遠慮と我慢と腹八分目の素晴らしさを教えつつ、四人は注文を完了する。

　そしてメニューが来るまでのあいだ、

「……で、貴様はあの老いぼれとなにをしておったのじゃ」

　ぬらりひょんとの関係を聞くことに。

　それにしても橘がやたらと不機嫌なので、凪はおろおろ困るしかない。

　鵺はまったく気にしていないのも、凪がおろおろしている理由として大きい。

「なにって、何度かお世話になってますからねえ。道端で会ったらごあいさつのひとつもしますよう」

「……偶然に会ったとでも言う気か」

　橘は疑わしげだが、その気持ちは凪にもわかる。

　鵺はともかく、ぬらりひょんが『偶然そのあたりを歩いている』というシチュエーションが想像しにくいのだ。

　けれど鵺はきょとんとした顔で、

「偶然ですよう？　もうすぐバレンタインパーティーなので、鵺ぬえはチョコレートを買いに来たんですよう」

　ほら、と示す紙袋は、凪なぎたちの持っているものと同じ。サイズまで同じ。ということは鵺と同じぐらい買ったのか、大おお喰ぐらいの鵺と……と凪はげんなりする。

「……珍しいな、ちんちくりんが人に食べ物をやろうなどと」

「火か車しやねえさまから頼まれてますからねえ。凪さんにあげるんですよう」

「またあやつか！」

　バン！　と橘たちばながテーブルをたたいて立ち上がる。

　凪はつい、橘の左手の薬指を見た。そこには、凪のあげたリングがある。凪の右手にもまた、橘からもらったリングがある。

　ちなみに、身に着けてこそいないが凪の財布の中には、火車にもらったリングがある。

　プレゼントの時期とかチョイスとか物品とかが非常にアレな感じだったので、火車が鵺を使って凪にリングを贈って以来、橘の『火車』という名前に対する反応の過敏さが異常である。

「させんぞ！　そうはさせんぞ！」

「でもですねぇ、凪さんにあげるようにお願いされてますけど、鵺は橘さんにもさしあげるつもりですよう？」

　鵺の無邪気な笑顔。

「うっ、ぐっ、ぬっ、ぬ……」

　橘はなんとも言えないうめき声をあげて、ゆっくりと腰を下ろす。

「とっ、とにかくじゃ！　ぬらりひょんとは何もないのじゃな!?」

「ああ、ぬらりひょんさんにもチョコレートあげたほうがいいんですかねえ」

「そういう話をしておるのでは……ああもう！　よいわ！」

「ははは……」

　凪は笑って、それから思いつく。

「そういえばさ鵺、ぬらりひょんと何度か会ったことあるんだろ？　木この花はなのこと、なにか知らないか？」

「木花さんですか？　ぬえー『なにか』と言われましてもよくわかりませんよう……」

「そうか、なら、いいや。悪いな」

「ぬえ」

　鵺が首を振る。

　そのタイミングで料理が届く。それぞれの前に配膳されたのを確認して、凪は話題を打ち切ることにした。

　やっぱり、情報収集は難しい。偶然集まるようなものじゃない。

　ともあれ、今は木この花はなが襲われても迎撃するぐらいしかできないな、と凪なぎは結論した。

　あと、他ほかにやることと言えば……

「あっ！」

　忘れていた。

「どっ、どうしたのじゃ、いきなりそんな大声を出して……」

　橘たちばながびっくりしている。なんだか珍しい。

　凪は気付いたのだ。

　忘れていた。

　今、この時期に凪がやるべきこと、それは、

「……俺おれのバレンタインプレゼント、まだ何も用意してなかった」

　このあと輸入菓子店に戻ったのは言うまでもない。
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　駅ビルに戻ってした買い物は凪が作るチョコレートの材料だけではなくて、服とか雑貨とか置物とか、色々なものを見て回った。

　そうしているうちに夜になったが――凪は可能であれば、夜になる前に家に帰っておきたかった。

　なにせ、二回も襲われている。

　いくら『自分が守る』と思っているとは言え、襲われないのが一番の防衛策だ。

　……敵は凪が最初に思っていた以上に、執しつ拗ように木花を狙ねらっている。

　ただ、片目の色が違うだけの妖よう狐こ。しかも尻尾しつぽの数は三。決して妖狐単体としても強くはない。

　いったいなにが目的で、あの陰おん陽みよう師じは木花を狙うのだろうか。

　わけもわからず襲われ続けている、というのもあまりよろしくない状況だ。

　それに……。

　陰陽師が間違っていて、木花が正しいという保証が、どこにもない。

　自分は本当に正しいことができているのか？

　毎晩毎晩、言うなれば『必死に』木花を捕らえようとしている陰陽師の様子を見ていると、その一生懸命さ――というのも変な言いかただが――に、少しだけ不安を覚える。

　自分のしていることは、世界のためはおろか、自分の周りにいる人たちのためにもなっていなくて。

　ただ、自分のわがままを力ずくで押し通そうとしているだけなのではないか。

『本当の正しさ』は、どこにあるのか――

「凪なぎよ、なにをそのように難しい顔をしておる」

「いや、その……」

「隠すな」

「……木この花はなのこと、っていうか、木花を狙ねらう陰おん陽みよう師じのことだよ。なにが目的で木花を襲うのかな、って……考えてもわからなくてさ」

「なんだ、そのようなことか」

　橘たちばなが白い息をはく。

　なにかに気付いているような素振りだ。

　橘にはわかるのだろうか。木花の世話を率先して引き受け、なおかつ生粋の妖よう狐こである橘には、何か、木花と普通の妖狐との違いが。

　それとも。

　――駅から家へと至る道。そう狭い通りでもない、整備された道路。

　けれど不気味なほどに人がいなくて、まるで今いる場所だけ廃棄されたかのように寒々しい。

　凪は錆さびたガードレールに手をついて、明滅する街灯に照らされたひび割れたアスファルトに視線を落とす。音はない。真冬の澄んだ空気の中、自分の吐き出す吐息がやけに熱っぽいことを自覚する。手のひらからガードレールに熱が吸い取られていくのがわかる。

　頭が冷えて、理解する。

　ぽつりぽつり、自分たちを囲む気配があることを。

　人ではなく、獣でもなく、それ以外の妖よう怪かいでもない。なるほど神経を研ぎ澄ませばその異質さが嫌でもわかる。

　橘が気付いたのは、木花のことではなくて、この気配のことだろう。

　その証拠に、

「折角現れたのだ。奴やつらに教えてもらえばよかろう」

　くだらなさそうに鼻を鳴らして、自分たちを取り囲む『敵』へと水を向けた。

　もう隠れることをやめたのだろう、白いローブの集団が、暗くら闇やみの中から姿を現す。陰陽師を名乗る黒いローブの人物は見当たらない。隠れて見ているのか、それとも完全に遠隔操作なのか。

　もう、三度目だ。

　執しつ拗ように狙ってきている。

　無差別攻撃をしてこないのが救いだが、このままだと、いつ相手の攻撃がエスカレートするかわかったものじゃない。

「教えてくれないか、木花を狙う理由を。木花の何が、他ほかの妖狐と違うんだ？」

　暗闇に問いかけるも、答えはない。

　橘たちばなはぎゅっと木この花はなを抱きしめながら、

「凪なぎよ、こういう場合に有効な交渉術を教えてやろう」

「……どんなんだ？」

「出てこざるを得ないよう、とりあえず目の前の敵を殲せん滅めつすればいい」

　言うが早いか、橘は白いローブの集団に向けて、いくつもの火球を放った。

　ピンポン玉大のオレンジの光は、敵にあたると破裂する。派手な音と光があって、白いローブたちの体がはじけ飛ぶ。ばらりばらり、千切れた体は紙片に還る。

　凪は思う。全部倒せばボスが登場、ということはないだろうが。ともあれ降りかかる火の粉は払わねばならないだろう。凪も火か焔えんの大蛇を三匹顕現させ、白いローブの集団に放つべく狙ねらいを定める。

　しかし、震動に阻まれる。

　ズシン、ズシン、と一定の間隔で来る震動。凪は嫌な予感を覚えて震源を探る。ほどなく発見した震源は、つい昨日倒した、ゴーレムのような巨大式しき紙がみだった。

　それも、一体だけではない。

　五、十、二十、と白いローブの人型を蹴け散ちらして増え続ける。むしろ蹴散らされた白いローブの人間大式紙を取り込んで、さらに巨大さを増している。

　昨日の戦いから考えて、倒すのにそこまで手間はいらない。

　ただ、橘と木花を守りながら、となると少々この数は厄介だ。おそらくこの巨大式紙は橘の手には余る。かと言って全部一気に燃やして周囲全部を焦土にするわけにもいかないから、一体一体仕留めていかざるを得ない。……学校周辺の更地地帯ならば多少の無茶をしたかもしれないが、駅側には普通にビルなどが並んでいるし、たまたま通りがかった通行人を巻き込んでしまう恐れもある。下手に強い攻撃ができない。

　敵も本気になってきているのか。

　しかし、凪は嫌な予感がぬぐえない。

　自分たちを取り囲む巨大式紙には、殺せつ生しよう石せきがついていないのだ。

　敵はまだ余力を残している気がする。

　底と目的の見えない相手に断続的に襲われ続けるというのは、なかなか厳しい状況だ。

　やはり相手の目的、木花はなんなのか、そのあたりについて情報がほしい。

　その前にこの状況を潜くぐり抜けなければならないわけだが。

　凪は火焔を放つ。三匹の火焔を束ねたものを三つ。それぞれ違う巨大式紙に放つ。やはりこの程度の威力はないと、巨大式紙は倒せそうもない。

　凪は橘に視線を向ける。橘はピンポン玉大の火球をいくつもいくつもマシンガンのように放って攻撃しているが、凪の予想通り、やはり火力が足りない。巨大式紙は少し歩む速度を遅くするだけで、効いている様子はなかった。

　ずしん、ずしん、と震動が大きくなる。

　式しき紙がみにさえぎられて風が通らなくなる。凪なぎは頭痛を覚えた。心因性ではない。やはり体調がかんばしくない感じだ。熱っぽい頭で必死にこの場を切り抜ける作戦を考える。

　巨大な手が迫る。もうあとがない。凪・橘たちばな・木この花はなはぎゅっと固まって巨大式紙たちの手をどうにかしのいでいく。

　巨大式紙たちが手を突き出すその行動が攻撃目的ではないのが、不幸中の幸いか。

　巨大式紙たちは、明らかに木花を捕まえにきている。その手には『傷つけないように』という配慮さえ見えた。

　本当に、木花はなんなのか。

　そういえば、陰おん陽みよう師じを名乗る男には、ずっと『引き渡せ』と言われてはいるが、『殺せ』とは言われていない。……やはり、確保が目的なのだろうか。なんのために？　木花を確保することで、あの陰陽師になんの得がある？

　凪は考える。頭は熱で今にも火を噴きそうだ。その熱量も火か焔えんに転化できればいいのだが、あいにくとそこまで便利な話はない。

　周囲に対する配慮を捨てるしかないのか。

　凪は覚悟する。

　そして九匹の火焔の大蛇を束ねて、自分たちをとりまくすべての式紙を巻き込むように放とう――

　そう思った時、一陣の風が吹いた。

　その風は巨大式紙たちを取り囲み、ばらばらに切り刻むかまいたち。橘では出力が足りず、凪では出力が過剰になってしまう『巨大式紙たちの一掃』を簡単にやってのける。



「……よくわかった」



　巨大式紙たちが吹き散らされてできた道を歩いてくる少女が一人。

　おかっぱ頭で、背中には黒い翼を生やし、巫み女このような服を着て、一本歯下駄をはいたその少女は、女天てん狗ぐ。

「藤ふじ紫むらさき……？」

　凪の言葉には、なぜここに、という驚きよう愕がくが強い。

「ずいぶんと、一生懸命に、おもえる。……すくなくとも、そちらが本気で木花のこと、危ない、って～、おもってるのは、理解、した」

　そちら、と藤紫は言う。

　凪は巨大式紙が倒されたことにより開けた視界、藤紫の見ているほうを見る。

　そこに、黒いローブの陰陽師は立っていた。

「わかってもらえるならば、交渉だ。……九きゆう尾びと七尾は駄目だと言う。しかし天てん狗ぐ、貴様はどうかな。貴様は説明せずとも勘づいているのだろう、そこの子こ狐ぎつねの危険さを。その子狐の脅威は世界に及ぶ。伝説・伝承の九尾どころではない。だから然しかるべき処置をほどこすべきだと、天狗、貴様だけはわかっているのだろう？」

「なんとなく」

　と、ぼんやりした表情で言ってから藤ふじ紫むらさきは凪なぎを見る。

　凪は身をすくめる。なんだか藤紫の視線には、試すような、探るような色があったのだ。なにを見られているのか――凪は考えるが、わからない。

　わからないあいだに、藤紫は視線を陰おん陽みよう師じに戻してしまう。

「……わからないひとは、わからないままでもいいと、おもう。説明は、いらない」

「そうだな。理解を求めた。しかし理解されない。……妖よう怪かいは本当に気楽だ。世界の一つ、国の一つ、街の一つ、壊してもすぐに直せると思っている。妖怪の『すぐ』と我々の『すぐ』は違うし、妖怪が直せるものも我々では直せないことはあまりに多い。力の強大さとあたえる影響を少しは人間基準で実感してくれるといいのだがな」

「じゃあ、藤紫の結論」

「聞こうか」

　陰陽師は静かな声で言う。

　少しだけ沈黙の時間があって、凪は考える。

　藤紫は、凪がまだ至っていない事実に至っている。そのうえで、今、説明をしようとしない。

　おそらく、今この場で話すべきことではない、という藤紫の判断なのだろう。

　けれど――凪は思う。

　隠されるのは、さびしいし、つらい。

　自分の無力さを思い知らされるような気分だ。

　橘たちばなが感じていた気持ちは、こういうものだったのか、と。

　……それにしても、沈黙が長い。

「藤紫？」

　思わず凪は焦って呼びかける。

　藤紫は、じっと木この花はなを見ていた。

　木花が橘の背に隠れて、怯おびえた顔で藤紫を見ている。

　きっ、と橘が藤紫をにらんだ。

　藤紫はやっと、陰陽師に向き直り、

「藤紫は、正直、木花を始末すべきだとかんがえている」

「ほう」

　陰おん陽みよう師じが興味深そうな声を出した。

　凪なぎは焦る。藤ふじ紫むらさきは敵にまわるのだろうか。藤紫にとっては、木この花はなを引き渡すことが『正しい』のだろうか。

　そうなったら自分は、藤紫と敵対するのだろうか。

　情報を集めて、おそらく私情をはさむことなく冷静に考えて『木花は始末するべき』という結論にたどりついた、藤紫と。

　木花を渡さない、守る、とうそぶいて。けれど自分では何も情報をつかむことができなかったツケが、ここにきた。

　やはり自分は、わがままを力ずくで押し通そうとしていただけなのか。

　凪は熱い頭で考える。藤紫の判断と、橘たちばなの想い。陰陽師の言う『木花を引き渡すべき』という言葉と、居場所がなく、橘のそばでやっと安心できた木花の気持ち。……いったいなにを優先すべきなのか。

「でも、藤紫は木花をひきわたす気は、ない」

「……ほう？」

　気配が不穏になる。陰陽師は驚いた様子だし、凪もまた驚く。

　藤紫はしかし、なんでもなさそうな様子で、

「なぎがどうにかする」

　ぽつり、と。静かに言った。

「狐きつねも～、天てん狗ぐも～、鬼も～、なぎが、どうにかした。たぶん今度の狐もどうにかできると、藤紫はおもう」

「具体策もない手合いにあずけるには危険すぎると言っているのがわからんのか」

　陰陽師の気配がざわつく。苛いら立だちが見える。

「貴様らはその子狐のことを何もわかっていない。……その子狐は殺生石そのものなのだぞ、それを……」

「――人間に進歩をやめられては困る」

　誰だれの声か、凪には一瞬わからなかった。

　その抑揚の少ないささやくような声はまぎれもなく藤紫のものなのに。雰囲気が、普段のぼんやりとしたものから、もっと静かで厳かなものに変わっていたのだ。

「藤紫はあくまでも妖よう怪かいのために動く。妖怪のためを思う。だから無責任に期待する。藤紫は具体的になにをすればいいかなにも知らない。調査してもなにもわからない。だけど、きっとなぎがどうにかしてくれる、って全部押し付ける」

「……たまらないな。人間の未来を妖怪に押し付けられては」

「なら、とりかえせばいい。藤紫は妖怪に『人間の未来』を背負わせる気は、ない。でも、なぎになら、背負わせる気がある」

「……」

　陰おん陽みよう師じが押し黙る。

　凪なぎは話に入り込めないが、理解だけはする。……なんだか大変なことになっている。人間の未来、とか。大層なものをあずけられてしまったらしい。

　つまり、木この花はなは『人間の未来』と呼ばれるほど大変な存在であること。

　木花の抱えている問題を、藤ふじ紫むらさきは、「凪ならば解決できる」と言っていること。

　その二つだけ、凪は理解した。

　……まだ心には迷いがある。

　木花を手元に置いておくのが、とんでもない間違いかもしれないという疑いもある。

　橘たちばな、木花、藤紫、陰陽師。誰だれの意見を信じて、誰の意思に同調すべきか、迷いがある。

　でも、話は進む。

　無常にも。

「手段は選ばない」

　陰陽師の姿が、ぬるりと闇やみに溶ける。

「貴様ら妖よう怪かいに『人間の未来』を任せはしない。その子こ狐ぎつねは必ず回収する。我ら、人間、陰陽師が」

　声だけを残して、気配もあとかたもなく消えた。

　残されたのは式しき紙がみだった残ざん骸がいと、寒々しい冬の夜風。

　そして凪の双肩に重責と、心の中には深い迷い。

　木花。

　殺せつ生しよう石せき。

　人間の未来。

　どれもこれも、重すぎる。

　ぜんぶいっぺんに、『するり』と解決すればいいのにな、と凪はため息をつく。

　無理なことは、わかっているけれど。



    

  
    
      
四章　『人間の敵』
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　手段を選ばないと陰おん陽みよう師じは言っていたが、それからなんの動きもなく、数日が過ぎていた。時間の流れは無常なもので、凪なぎはいまいち盛り上がれる気分でもなく、体調も次第に悪くなっていっているのだが、学校主催のバレンタインパーティーは明日に迫っている。「空気の読めん『ばれんたいん』じゃ」と橘たちばなが暴言を吐いていてちょっとだけ凪は笑う。

　チョコレート作りに着手するのはパーティー前日の夜だ。チョコレートは保存がきくので、朝に慌てて作ることもない。寒々しい台所で、三人は身を寄せ合うように思い思いにチョコレートを作っている。

　凪はケーキ作りに着手していた。最近料理をするのが楽しくなってきている自分がいて、それでもいいか、と許容している。すっかり主婦が板につき始めているそんな凪が作っているのはザッハトルテ。市販のスポンジが使えないためなかなか手間のかかるお菓子である。凪はどこに向かっているのか凪自身もわからない。

　チョコレートを混ぜ込んだ生地をオーブンで焼きながら木この花はなと橘の様子を見る。

　橘は「溶かしたちょこの中に刻んだちょこを入れたまったく新しいちょこれいと」を作っている。

　冷えて固まったら刻んだチョコも溶かしたチョコも変わらないのだが、そのあたりは言わない凪である。理由は二つあって、言ってもたぶん聞かないであろうことと、それから、指摘してしまうとなにかまた明後日あさつての方向から『新規性』を持ってこようとするだろうからだ。

　妙なものをチョコに混入されるよりは、チョコをチョコに混入されるほうがいい。

　とりあえず橘のほうはそんな調子で比較的安全なので、凪の注意は木花へと移る。

　手が止まっている。

　うつむいて、真剣な表情で湯ゆ煎せんしたチョコが揺れるのをながめている。

　でも、冬の寒さの中。じっとながめていればチョコはあっという間にかたまってボウルの中で揺れなくなる。

　それでも木花はじっとながめている。

　……元気がない。

　最後に陰陽師が襲ってきた日から、ずっとこんな調子だ。

「木この花はな、ちょこがかたまっておるぞ」

　自分の作業を終えた橘たちばなに言われて、木花はやっと気付いたらしい。あわあわと声に出して慌てて、それから申し訳なさそうに、凪なぎにボウルを差し出し、

「もっ、もういっかい、とかして……」

「わかったよ」

　凪は新しいお湯を沸かす。

　お湯がわくまで、しばらく、全員の手が空く。

「どうしたんだ木花？　こないだからずっと元気ないみたいだけど」

　今日までも何度かした質問をもう一度。

　今までは、木花は首を横に振るだけで答えなかった。

　けれど今日は、違う。……よほどためこんで、いよいよこらえきれなくなったのだろう。肩と声をふるわせて、

「こっ、このはな、ここにいないほうが、い、いい、のかな……」

　どうして、とは聞かない。……木花だってわかっているのだ。自分が原因で、凪たちと陰おん陽みよう師じが戦っていることを。凪はかける言葉を探すが見つからない。しかし、

「馬ば鹿か者ものが」

　橘が、微笑ほほえみながら言って、木花の手をそっと握る。



    

  
    
      



    

  
    
      「なにを言うておるか。私はおまえを見捨てぬ。同胞を見捨てることは、絶対にせぬ」

「……」

　凪なぎは、ようやく理解する。

　橘たちばなが木この花はなを引き取ろうとしたのは。引き取って、がんばって世話していたのは。……橘自身と重ねたからなのだ。

「仲間がおらぬのは辛つらかろう。……私はその辛さを知っている。生き方がわからんのは苦しかろう。その苦しさを私は知っている。ゆえにおまえは同胞なのじゃ。私は絶対に見捨てん。私も、見捨てられれば辛いからの」

　橘の黄おう金ごんの瞳ひとみが、凪に向く。

　凪はその視線の意味に気付いて、

「……俺おれも、見捨てないよ。橘に生きててほしいのは俺のわがままだし……橘にそばにいてほしいのも、俺のわがままだから。そもそも見捨てるなら、俺が橘を、じゃなくて、橘が俺を、だし」

「そういうわけじゃ。故ゆえに安心せい。おまえは私の妹分。見捨てはせぬ」

「橘おねえちゃん……」

「そして産めや増やせや、私と凪の子供で新たなる群むれを作るのじゃ」

「えっ!?」

　そんな壮大な計画は初耳だった。

「そうじゃな……ざっと七十もいれば良いか」

「無理！　無理だから！」

「このように、無くしたのなら作ればよかろう」

「……」

　凪は言いたいことがいっぱいあったが、木花が救われたような顔で橘を見ているので、何も言えなかった。

「橘おねえちゃん……」

「なんじゃ」

「こっ、このはなも、がんばって、たくさん、産む……」

「その結論はおかしいだろ！」

「うむ、そうか。たくさん産めよ」

「訂正しろ！」

　どうして産む方向で話が固まりつつあるのか凪にはまったくわからない。

　群とは言いつつも全員が血縁の家族というわけではないと思うのだが。しかし群の中で結婚相手を探すとなると、全員血縁……？

　凪は考えることをやめた。

「というか、橘たちばな、結婚相手って群むれの中から連れてくるもんなのか？」

　考えることをやめてすぐさま人に聞く。

　橘は先ほどまでの優しいほほえみから一転、一気に不機嫌そうな顔になり、

「……近場にいる他ほかの群から探してくる。私は群の長の娘じゃからな」

「あ、ああ、そうなんだ……悪い」

「なにを謝るか。それとも凪なぎは、私に失礼な質問をした自覚があるのか。私が結婚できなかったばかりに群から追い出されたことをふまえたうえで聞いたのか」

「いや、その……」

「それならば気にせんでも良いぞ」

「え？」

　ぐちぐち責められると思っていた矢先の出来事である。凪はつい驚いた顔で橘を見てしまう。

「なんじゃその顔は」

「いや、その……」

「こうしておまえと会えた。……今思えば、私は結婚相手の名前しか知らなんだ。親に言われるまま、群のための婚姻だった。良かったのかもしれん、と最近、思い始めている」

「……そうか」

　自分との出会いが橘にとって失敗じゃなくてよかった、と凪は安あん堵どする。

「……ま、群に戻れるならば、一度ぐらいは戻りたいがの」

「え？」

「両親に婿の顔を見せたいということじゃ！　わかれ！」

「あ、ああ、そういうこと……」

　そういうこと、とか言ってはみたものの、どういうことかぶっちゃけわからない。

　橘に対する気持ち、というのも清きよ原はら凪の宿題の一つである。

　家族愛に近いものなのか、異性愛なのか。

　誰だれとともにいようが橘が幸せになってくれればそれでいいのか、それとも自分以外が橘を幸せにしてしまったら妬やいたりするのか。

　どうなんだろうか。

「まったく、木この花はなのような顔をしおって」

「え、俺おれが？」

　木花を見る。

　きょとん、とした視線とぶつかる。

「私が『群に戻れるならば一度ぐらいは』と言った時、群からはぐれた子こ狐ぎつねのような顔をしておったぞ、凪」

「そんな顔してたか？」

「していた！　まったく、そんなに信用ならんのか」

　橘たちばなはため息をついて、それから木この花はなのゆるくウェーブした髪と、凪なぎの頬ほおに手を伸ばし、なでて、

「私は捨てんぞ。捨てる気なぞない。私の居場所はここにあるし、この場所には凪も木花もおるべきと思うておる。……じゃから、不安がるな。ずっと、一緒じゃ」

　安心させるような笑顔で言った。

「……うん」

　木花は、笑顔で、少し照れたようにうつむく。

　凪は思う。木花がどんなふうに扱われて、どんな目に遭ってきたのかは知らない。

　けれど――願わくば。

　この場所が、木花にとって居心地のいい場所になりますように、と。



　　　２



　この学校のなにが間違ってるって、午後の授業をつぶしてまでイベントを優先するところだと凪は思う。

　毎月毎月開催されているイベントは、ここで学校生活をおくる妖よう怪かいたちの貴重なガス抜きの機会となっているらしい。わかるのだが、授業以外の時間を使うべきなんじゃないかなとも思う。

　体育館に集った人たちの熱気を見ていれば、今が冬だろうが夏だろうが、平日だろうが休日だろうが、バレンタインであろうがなかろうが、関係なく集まって、なんでもいいから騒ぎそうな気がする。

　チョコレートが溶けそうな熱気の中、凪は橘と木花を探す。どうにも暑い。手が自然とネクタイにのびて、ゆるめかける。けれど制服姿とは言え体裁はパーティー。襟首をだらしなく空けるのもなんとなく気が引けて、凪は手をブレザーのポケットにおさめた。

　どうにも落ち着かないのは、左手に持った紙袋のせいだろうか。

　作ったのはザッハトルテ。ピザのように切り分けて１ピースごとに包装している。包装紙を買い忘れていることに気付いたのが夜で焦ったのは内緒の話。

「どっ、ドキドキするよな！」

　そんなことを言いながらバシンバシン！　と背中を叩たたくのは一いち条じよう。凪には正直一条の感じているときめきは共感できない。これも『人間』と自分の差異なのか、それともすでに「やる」と宣言している橘からもらえればそれで満足というだけなのか、あるいは今も頭をぼんやりと包み込む熱のせいなのか。

　あいまいに笑う凪なぎ。視線は知り合いを探している。というのも、さっきから一いち条じようがすごい頻度で背中を叩たたいたり話をふってきたりするのだが、これはチョコレートをもらうまで収まりがつかないな、と結論したからだ。

　教室に集合して、それから体育館まで来たせいで、橘たちばな・木この花はな・和泉いずみとは別行動。

　一緒に来たはずの赤あか染ぞめ・藤ふじ紫むらさき・鵺ぬえもいない。なにか相談があるとかで橘たちのもとへと向かってしまった。周囲には男女混合グループやらペアやらが増えてきている。和やかさと恥ずかしさと喜びが混在して浮き足立っている。こんな場所に男二人でぽつんと立っているのもなかなか落ち着かない。

「なあ、凪、おまえ、どうだよ!?」

「な、なにが……？」

　一条の勢いがすごすぎてヒキ気味の凪。

　しかし一条は猛牛のような鼻息をあげて凪にずしんと一歩近寄った。

「何個もらえそうかってことだよ！」

「……ええと、橘と木花はくれるって言ってた」

「二つか！」

「え、いや、どうだろ。ふだんから付き合いのある人はくれるんじゃないか？　俺おれも、一応交流のある人の分は用意してきたし」

「ああもう！　そういうことじゃねぇよ！　本命だよ本命！」

「本命……」

　とは言っても、よくわからない。実際、凪は『本命』も『義理』も用意していない。全部同じザッハトルテである。

　凪は考えている。

「言ってもこれ、学校のイベントだろ？　そんな、本命とか……なあ、そういうのは別口で渡すんじゃないのか？」

「かー！　周りを見てもまだそんなこと言えるのかよ!?」

　一条の勢いがいつになくすさまじい。こんな一条を見たのは、文化祭での出し物を水着喫茶にしようとした時以来だ。

　凪は勢いに押されて周りを見る。……気配が浮ついている。どことなく熱っぽい。男女混合のグループもあれば、ペアもある。……先ほど確認した時と何も変わらない。

「……周りを見たけど、一条の言ってることがさっぱりわからない」

「余裕か！　モテる男の余裕か！」

「いや、ちょっ、一条落ち着けよ……」

「あのなぁ凪、バレンタインってのはよぉ、そんな冷静に迎えていいイベントじゃねぇんだぜ」

　ずんずん近寄ってくる一いち条じようをどのへんで止めていいのか凪なぎは悩む。

　というか近い。あなたの唇まで二十センチ。一条は熱が入ると人との物理的距離感を測れなくなるタイプらしい。それは今後とても役に立ちそうな発見なのだが、今現在この場所でそこまで接近されると、周囲の雰囲気と合わせて新しいカップルの誕生と見られかねない。一条とは友達でいたいのだ。それ以上の関係はごめんこうむる。

　そろそろ凪が『肩を押して突き放す』という対応を実行に移そうかなとしていると、



「なっ、凪……よもや男と浮気とは思わなんだぞ……」



　勘違いもはなはだしい声が聞こえた。

「違う！」

　凪は結局、一条を突き飛ばすという選択肢を実行に移した。

「っていうか橘たちばな、なにしてたんだよ」

「うむ、少し作戦会議をな」

　言いながら橘が目を逸そらす。そんなに一条と妖あやしい関係に見える距離だったのか、と凪はへこむ。だって橘、頬ほおを染めて、妙にくねくねしながら目を逸らすのだ。いらない妄想をしてそうで怖すぎる。

「あっはっは。ま、橘は置いといて、凪くん、あたしらがいなくてさびしいからって、一条くんに迫られてちゃダメさ」

　ぞろぞろと橘の後ろに続くのは、和泉いずみ。

「っつーか、凪くん男にもモテそうじゃね？　……ヤバい。それはそれでなんか……」

「はいはい飛ひの縁えん魔まさん、よからぬ妄想はおうちでしましょうね」

「アンタに言われたくねぇっつーの！」

　飛縁魔と姑う獲ぶ鳥め。

「……よくわからない。なぎが一条とそんな関係になるはずがない。なぎの愛人は藤ふじ紫むらさきのポジション……」

「あいじん？」

「具体的に、は～、橘のつぎぐらいになぎにすかれる、役目？」

「じゃ、じゃあ、このはなも凪おにいちゃんのあいじん……？」

「こらこら藤ふじ村むら咲さき、度し難いなおまえは。木この花はな先輩に間違った常識を植え付けるな。情操教育に影響が出たらどうするんだ」

「ぬえー、先輩の情操教育を心配する後輩、っていうのもおもしろいですねえ」

　藤紫、木花、赤あか染ぞめ、鵺ぬえ。

　自分と一条も含めて、これで全員集合だろうか、と凪は思う。

　実はちょっとだけ、火か車しやが来るかもなぁ、と覚悟していた。

　このあいだ鵺ぬえがぬらりひょんと会っていた時に、火車を再び地上に出す話でもしていたのかと少し思わないでもなかったのだが、いない様子だ。

　安心したような残念なような不思議な気持ち。

　色々あったが、やはり昔なじみである。たまに顔を見たい気持ちになることもあるのだろう。

「じゃ、早速だけど、チョコレート交換といこうかね」

「うおう！」

　一いち条じようの気合の声が猛獣じみている。

「じゃ、あたし行きまっす！」

　飛ひの縁えん魔まが挙手して一歩歩み出る。

『一番最初』を奪われてさぞ橘たちばなは不機嫌そうな顔をしているんだろうな――と凪なぎは少しドキドキして、橘の顔をちらり。

　予想に反して、橘は別に不機嫌そうな顔をしてはいなかった。

　まだ照れている。

　……そんなに自分と一条は、はたから見たら刺激的な距離にいたのか、と凪はへこんだ。

「ちょー、凪くーん。あたしからのチョコだよ？　もっと嬉うれしそうにしてくんない？」

「あ、すいません飛縁魔さん……ありがとうございます」

　凪は飛縁魔に視線を戻すが、飛縁魔は何も持っていない。

　きょとん、と首をかしげる凪。

　すると飛縁魔はもともとほどけそうだったタイを完全にほどいて、おもむろにブラウスのボタンを外し始める。

「えっ!?」

　思わず凪の声が裏返る。

「えっ!?」

　一条の声が嬉しさを隠しきれていない。

　飛縁魔はボタンを四つはずし、開く。

　そして、

「ほら、受け取って」

　胸の谷間に挟んだハート型の箱――たぶんチョコ――を、凪に向けて突き出してきた。

「えっ、いや、その……」

　直視できずに凪は視線を泳がせる。

「くぉら飛縁魔！　この淫いん乱らん！」

　照れていた橘もさすがに正気を取り戻したらしい。羞しゆう恥ちの頬ほお染めを怒りの頬染めに変えて、飛ひの縁えん魔まに詰め寄る。

「なぁにをしておるか!?　打ち合わせと違うことをするな！」

「はぁ？　っていうかー、おかしくね？　いいじゃん、橘たちばなにはあたしのとっておき教えてやったんだからあたしこんぐらいしたってさー。意味わかんなーい。なに、自分だけ特別なことやる気？　なにその自己中」

「だからと言ってだな、貴様のやっていることには慎みが足らんにもほどがあろうに！」

「だってぇ、あたしの体、橘ほど慎み深くないしぃ」

　そう言いながら飛縁魔の視線は橘の胸元に落ちる。

　橘が言葉を失って「ぐっ」とか「がっ」とかしか言えなくなる。言葉がないぶんダイレクトに怒りが見えて、凪なぎとしては気が気でない。

　にらみ合う橘と飛縁魔。声を発することすらためらわれる緊張感があたりに漂っている。なので是非とも飛縁魔には胸の谷間に挟んだチョコレートをどこか他ほかの場所に移動させてほしい。緊張していいのか笑っていいのか目を逸そらせばいいのか動向を見守るべきなのかわからなくなる。

　空気はたぶん一触即発。

　みんなが二の足を踏む。そんな中、

「じゃあ、進まないみたいなんで鵺ぬえがわたしますねえ」

　空気を読まない子が動いた。

「えっとですねえ、鵺からは二つありますよう。こっちが鵺からでー」

　そう言いながら、鵺は手に提げた袋の中から星のちりばめられた小袋を取り出す。不器用にラッピングされたその袋にはチョコレートが入っている。

　言葉に詰まった橘と胸の谷間にチョコを挟んだ飛縁魔がにらみあっているというとてつもない背景だが、とりあえず凪は差し出されたチョコレートを受け取ることにした。

「ありがとう」

「ぬえぬえ。それでですねえ、こっちが火か車しやねえさまからの……」

　警戒心がはねあがった。

　また橘の怒りを刺激するような突飛な品物でもよこすのか。それは少し困るな、と凪は冷や汗を垂らす。

　しかし、鵺が取り出したのは、サイズ的に言っても包装の質的に言っても、鵺のものより一回り程度大きいだけの、何の変哲もないチョコレートだった。

　凪は安あん堵どして受け取る。

「ありがとう。火車にも、ありがとう。……お返しって渡したら届くかな？」

「鵺は凪さんからのお返しを届ける役目を申し付けられていますよう。……あ、でもですねえ、姉さまからはリクエストがあるんですよう」

「リクエスト？」

「チョコの中にあるみたいなんで、開けてみてくれますかねえ？」

「うん……」

　言われるがまま包装紙をとる凪なぎ。

　……チョコの下に、なんか、折りたたまれた紙が入っている。

　ひろげて、という鵺ぬえのジェスチャー。にらみあっていた飛ひの縁えん魔まと橘たちばなまでいつの間にかこちらに注目している。なにこの緊張感、と思いながら凪は紙を広げる。

　白い紙に、赤茶色の枠線。

　いくつかの欄があって、いくつかの欄はすでに埋まっている。

　火か車しやの名前が書いてあるが、隣にも名前を書くスペースがあるようだ。二人の名前を横に並べて書く書類というのを凪は今までに見たことがない。

　これなんの書類だろう？　と凪は紙の上を探して、発見する。

　なるほど。

　婚姻届じゃねーの。

「名前を書いてかえしてほしいそうですよう」

「いやいやいやいや！」

「あのくるくるぱーめ！　どうして凪に寄ってくる女はこうもわけがわからんのだ！」

「わけがわからん筆頭がなに言ってんのかちょっとわかんねーんですケド」

「黙れ淫いん乱らん！　いつまでも胸に菓子を挟んだ間抜けな貴様に言われとうないわ！」

「ぬえー、とにかくそれに名前を書いて返してほしいんですよう。じゃないと鵺、ねえさまに怒られちゃいますよう」

　わいわいと騒ぐ三人娘。

　凪は困り果てて周囲に視線で助けを求めるのだが、

「凪くん、ここが男の見せ所だよ。がんばるのさ」

　和泉いずみからは心温まる言葉（だけ）が贈られ、

「おまえは身から錆さびが出すぎだろう。まったく度し難い……一度、真剣に色々と清算すべきなんじゃないか？」

　赤あか染ぞめからは突き放すような忠言をもらい、

「こっ、このはなもおっぱいにはさんだほうが、いい、かな……？　おっぱい、あるよ……何年かたったら、きっとあるよ……」

　コメントに困ることを木この花はなには言われ、

「なぎ、なかなかおいしい」

　まだ渡してないはずなのだがいつの間にとったのだろう、もぐもぐとザッハトルテを食べる藤ふじ紫むらさきからは、サムズアップつきで作ったお菓子の感想を言われた。

　この状況を孤立無援と言う。

　しかし困った。胸の谷間からチョコを取り出すわけにもいかないし、婚姻届に署名捺なつ印いんをするわけにもいかない。この二人の行動にはいつも困らされている気がする。悪気がないのが唯一の救いにして一番厄介なところだった。

　それでも飛ひの縁えん魔まは橘たちばなの友達だし、鵺ぬえも最近はわりと橘と仲がいいみたいだし、関係性を壊さないように配慮しつつ二人をいさめなければならない。

　どうしよう、と迷っていると、橘から助け舟。

「おい凪なぎ、この淫いん乱らんとちんちくりんにはっきりと言ってやれ！」

「なっ、なんて……？」

「『二度と面を見せるな』」

「言いすぎだろ!?」

　配慮なんてなかった。

「凪くーん、はやくしないとチョコとけちゃうよ」

「名前を書くだけですよう。鵺を助けると思って」

「凪！　いいから言うのだ！」

　迫る二人を押しとどめる橘。その背中を見ながら凪は思う。

　みんな元気だなぁ、と。



    

  
    
      



    

  
    
      　現実から目を逸そらしながら思うのだった。
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　凪なぎが遅くまで体育館に残ったのにはバレンタインパーティーの撤収作業を手伝う以外にも理由がある。

　夜道は襲われるから警戒する、というのが習慣になっているからだ。みんなと下校路が同じになって、みんなを巻き込むわけにもいかない。

　いや、本当にみんなそろっての集団下校ならば凪はむしろ安全だと判断してすぐさま帰らせてもらうのだが、ぽつぽつと同じ道を一人か二人、なんの関係もない人と一緒に帰る事態になったら目もあてられない。長い沈黙を守っている陰おん陽みよう師じは、無関係な人物が一人二人いたところで攻撃をためらったりはしないだろう。

　手段は選ばない、と言っていた。

　それはきっと、人間を巻き込むことを恐れない、ということだろうと思う。

　ぬらりひょんと木この花はなが合流した時には、すぐさま退いた。

　和泉いずみが現れた時にも、退いた。

　藤ふじ紫むらさきの時は会話こそしたが、攻撃は追加せずに退いた。

　このことから凪は考える。陰陽師は相手戦力に応じた準備みたいなことをする必要があって、凪側の増援に対応できないのだろう、と。

　それに。

　可能な限り、無関係な相手を巻き込みたくないのだろう、と。

　だって、相手は神出鬼没、しかもチョコレートを買いに行った日、いつもと違う場所で襲撃されたことを考えれば、こちらの動向を把握している気配すらある。

　不思議だった。なぜ家にいる時に襲撃してこないのか。

　凪の今住んでいる場所はマンションだ。マンションには当然、凪たち以外の人間も住んでいる。陰陽師はきっと、それら無関係な人間を巻き込むことを恐れたのだろうと凪は思うのだ。

　推測ではあるけれど。

　今までは『手段を選んでいた』のだ。

　だが今は『手段を選ばない』という宣言をされているし、陰陽師も不気味な沈黙を守っている。だから凪は考える。なるべく人のいない夜道で撃退し、マンションの住人やクラスメイトたちが巻き込まれる前に決着しなければ――と。

　そんなことを考えながらパーティーの撤収作業を終える。使った机が片付いて、人が次々いなくなると、だだっぴろい体育館は寒々しい空虚な場所に早変わり。生徒会役員はとっくに帰ったけれど、凪なぎは照明の点ついた体育館に一人居残っている。

　橘たちばなと木この花はなを待っているのだ。

　飛ひの縁えん魔まと姑う獲ぶ鳥めに、二人が連れ去られた。

　……なにかよからぬことを橘に教えそうな二人なので、凪も橘の横で話に参加したかったのだが、厳重に止められて、こうして体育館で一人待ちぼうけである。

　静か過ぎる体育館では普段は聞こえない色々な音が聞こえる。照明の発するわずかな音とか、外を吹き荒れる北風の音とか、シンと冷えた空気がわずかに動く音とか――小さな駆けてくる足音とか。

　凪は小窓に向けていた目を入り口に向ける。

　駆けてくる足音は、予想通り。今学校に残っているであろう姑獲鳥・飛縁魔・橘・木花・自分の中で一番小さな少女、木花のものだった。

「凪おにいちゃん」

「おかえり。……橘は？」

「おいだされた……」

「……」

　木花に聞かせられないような話の展開になっているとでも言うのか。

　不安でしかたない。

「……見に行ったほうがいいのかな」

「だっ、だめってゆってた……このはな、凪おにいちゃんをとめるよ……」

「ははは……」

　先に木花を返したのは、そういう意図もあってなのか。

　手の込んだことを――凪は思いながら、せっかくだから木花と話してみることにする。

「そういえば木花、自分がなんで狙ねらわれるか心当たりあるか？」

「なっ、ないよ……このはな、ふつうの妖よう狐こだもん。ふつう、ふつう」

「いや……なんだろ。大事なものを壊した、とか。なんか変なアイテム持ってる、とかそういうのでもいいんだけどさ」

　おびえる木花の頭を撫なでながら凪は思う。

　少し前の自分を見ているようだ。

『普通』にこだわるあまり、色々なものが見えていなかったような気がする。人間として生きようという願いは、そのまま自分のことを人間ではないと認めていると同義だと、気付いていなかった。

　よく言えば必死で、悪く言えば強情で。

　今の木花を見ていると、そんなふうに思える。

「俺おれも橘も、木花を追い出したりしないから、そんなにおびえなくていい。ただ俺は、知りたいだけだよ。木この花はながなんで狙ねらわれるのか。木花のなにを狙うのか。……それがわかったら、話し合いで解決できるかもしれないだろ？」

「……そっ、そんなこと言われても、わかんない……このはなにはなんにもないよ……」

　ぎゅっと木花は自分の体を抱く。

　寒い、とか、怖い、とか。……そういう感じではない。

　まるで、壁に書いた落書きを親の目からかばう子供のように。木花は、必死に自分の体を抱きしめて隠す。

　……やはりなにかあるのか。

　凪なぎは思う。木花は意識しているかしていないかはわからないが、自分の特殊性について知っている。……どこまで知っているのか、聞き出したほうがいいのか悩む。

　けれど、ぎゅっと自分の体を抱いている木花を見ると、どうにも気が引けるのだ。

　凪は悩む。『合理的に考えて得られる情報は得るべき』という判断に従うか、それとも目の前で怖がる木花のためにこれ以上質問を重ねないことを選ぶか。

　理屈か感情か。

　……決めかねる。

　わからないのだ。なにが正しくて、なにが間違っているのか。

　最近ずっと迷っている気がする。

　するりと解決しないかなぁ、と凪は苦笑い。

「ま、無理なのはわかってるんだよ。本当にな……」

「？」

「いや、なんでもない。……やれやれ、橘たちばな待ちか。来るまでなにしてようか？」

「このはな、知ってるよ。いま一番とれんどなあそび」

「……トレンドな遊び……うん、なに？」

「しりとり」

　トレンドが迷子だ。

　時代がどこに向かおうとしているのか、凪にはさっぱりわからない。

「えっと……じゃあ、やろうか？」

「うっ、うん……しりとりの、『し』から」

「はいはい。じゃあ……」

　凪は『し』で始まる言葉を考えながらも、思う。

　……こうして、木花とのんびり遊ぶのは、現実逃避にすぎない。

　木花との接しかたや、未来を見据えて自分がなにをすべきかと考え決断することを放棄して、ずるずるとなし崩しのまま時間をむさぼっているだけ。

　どうにかしないとな、と悩んでも答えなんて出ない。

　こんなんじゃダメだな、と思いながら、凪なぎはしりとりの口火を切ろうと口を開く。

　しかし――阻まれる。

　振動と轟ごう音おん。

　体育館の屋根が、上からなにかに押しつぶされたかのようにひしゃげる。

　照明が明滅して、それから消える。

　なにが起こったのか、凪はやけに冷静に把握している自分に気付く。

　ぐしゃり、とカーテンでも開くようなあっけなさで、体育館の壁が壊され、出てきたのは、巨大な式しき紙がみ。

　黄ばんだ白い体をもつ式紙は、あきらかに巨大。壁をこじあけて体育館に入ると、その頭で天上を削りながら凪に近付いてくる。

　その巨大さ以上に凪の目をひくもの。

　それは、巨大式紙の胸の中央で、不気味に脈打つ赤黒い石。――殺せつ生しよう石せき。

「手段を選ばないって言うわりには、人ひと気けのない時間を選ぶんだな」

　むこうは『人間の味方』。行動には常に人間を傷つけないような配慮が見られる。

　ありがたいことだが、そのせいで凪はますます迷う。

　人間のことを真剣に考えたら、木この花はなが狙ねらわれる『理由』、木花のかかえる『秘密』は、やはりわがままでかばいだてするのはいけないものなのではないか、と。

　でも、ずるずる。

　決断はできないまま、状況だけが動いていく。

「凪おにいちゃん……」

　木花のおびえた声に振り向けば、背後からもまた、壁を引き裂き天上を削り、脈打つ殺生石を胸の中心に据えた式紙が迫っていた。

　足音を聞く。

　二つでは終わらない。

「……本気で来たのか」

　凪は九匹の火か焔えんの大蛇を顕現させながら、焦りを顔に出さないようにつとめる。

　思うことは一つ。

　どうやってこの場を切り抜けて――橘たちばなのところに駆けつけようか、ということだけだ。

　事態は迷いの時間をくれない。無常にも時は進んでいく。
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　飛ひの縁えん魔まの淫いん乱らんさには舌を巻く。

　よくもまあそんな発想が次々に出てくるものだと感心もする。しかし絶対このような女にはなりたくない。女は慎ましくしとやかに生きるべきだ、そう橘たちばなは考えている。

　わざわざ寒い外を通って体育倉庫まで来た。この倉庫の鍵かぎの入手経路など気になることは多々あれど、そんなことが気にならないぐらいにこの場所は寒い。なぜすべての部屋に毛布が完備されていないのか、学校という組織の考えには疑問が尽きない。木この花はなを先に帰させたのはやはり失敗だったか。

　このようにただ立っているのも寒い部屋で、飛ひの縁えん魔まの阿あ呆ほうは言う。

「橘、さっさと脱ぎなよ」

「殺す気か！」

「そんぐらいで死ぬんなら苦労しねーし。いいから脱げよ。脱がなきゃ縛れねーだろが」

　飛縁魔は少し反論するだけで一気に目つきが怖くなる。なんたる傲ごう慢まん。心に余裕が足りない証拠だ。

　第一、話を聞くだに不安が募る。飛縁魔は脱がせて縛るつもりなのだ。なにをするかを知らずに字面だけ見れば、なにか飛縁魔とよからぬことに及ぶつもりか、と勘違いされそうではないか。

　遺憾である。

「……飛縁魔、貴様、これで効果がなければ、貴様を全裸で縛って寒空のもとに放置するぞ」

「っつうか効果がなかったら橘の体形がお子様なせいじゃね？」

「お子様は素晴らしいと思いますよ？」

「姑う獲ぶ鳥めは黙ってろっつーの。……あのさぁ、第一、ひとにもの頼んどいて責任もひとにとらせんのかよ。どういう性格の悪さだよ。意味わかんねーよ」

「うっ、うるさい！　私が恥を忍んで下した手てに出ておればいい気になりおって」

「アンタ絶対営業職にだけはなんなよ」

「ふん。私の将来は凪なぎの嫁で決まっておる」

「……そういうこと言ってんじゃねーんだよ！　ああもう、なんであたしはこんなやつに協力しようとしてるワケ？」

「それはもちろん橘ちゃんがかわいいから……」

「姑獲鳥は黙ってろっつーの！」

　わいわいがやがやと、やかましいかぎりである。

　とにもかくにも飛縁魔の言う通りにせねば凪の元へ帰れそうな気がしない。仕方ない。このままだらだらこんな寒い場所で過ごすよりも、一時の寒さを我慢して服を脱ぎ、飛縁魔の言うとおりにしたほうが効率的だろう。帰ったら凪で温まれば良い。

　橘は意を決して制服のタイを解き、ボタンを外していく。手が震えてうまく外せない。緊張ではなく寒さのせいだ。この手の冷たさ、暖かいところで休んでいるやつの頬ほおにくっつけて分けてやりたい。今の橘たちばなにとっては、暖かい場所にいるすべての者が憎悪の対象だった。

「うう……本当に全部脱ぐのか……こんな場所で……？」

「いや、帰ってから自分で縛れるんなら脱がせねーけど。っつうかアンタの裸とか可能なら見たくねーし」

「そんなこと言わないで！」

「姑う獲ぶ鳥めは黙れ。っつうかどっか行け。アンタの橘を見る目は邪悪なんだよ」

「ああん」

　姑獲鳥の声が嬉うれしそうなのが理解に苦しむ。

　とにかく早く帰りたい。

　橘はその一心で止まっていた手を動かし、ボタンをまた一つ外す。冬の寒さがそのたびに服の内側へと入り込んできて、体をなでていく。嫌だ。嫌だ。なんでこんな寒い場所で脱がねばならんのか。しかし今日、このあと『飛ひの縁えん魔まの仕込み』を凪なぎに見せないと、バレンタインが終わってしまう。終わってしまっては意味がないのだ。橘は勇気を出してボタンをまた一つ外す。

　考えを変えるのだ。そう、確かに体育倉庫の中は寒いが、風が吹いていないだけましだと思おう。扉も壁も閉じている。すきま風もない。なるほど大した気密性ではないか。

　そう考えながらブラウスのボタンを外し終えて、今まで未練がましく羽織っていたブレザーを抜いて床に置く。寒さがいっそう身にしみるが、寒風吹きすさぶ外と比べれば、ぜんぜん、気にもならないほど、問題なく、この部屋は暖かい！　……はずだ。

　しかし。

　ズン！　と大きな音がする。

　音が伴う震動に体育倉庫が揺れ――それから、布でも引き裂くようにあっさりと、体育倉庫の壁がはがされた。

　目のない顔と目が合う。

　黄ばんだ白の、のっぺりした半球状の顔。それから、あまりにも巨大な体と、胸に見える赤黒い脈打つ石。

　式しき紙がみ。

　あまりにも唐突すぎる。虚を突かれて橘の動きが止まる。

　そこに伸びる巨大な腕。

「ボケっとしてんな！」

　一番早く動いたのは飛縁魔だった。橘を横からぶつかるように押し倒すと、そのままころがって体育倉庫の扉に背中から当たる。

　橘は飛縁魔の腕の中から見る。今まで自分が立っていた場所を、黄ばんだ白い巨人の腕が、すごい速度で通過していく光景を。あのまま立っていれば、腰から上がなくなっていたかも知れない。

　恐怖した。

　それ以上に――憤慨した。

「……ずかずかと、私の生活領域に土足で踏み入りおって」

　ゆらり、飛ひの縁えん魔まの腕をほどいて立ち上がり、金色の髪を輝かせる。

　橘たちばなの周囲には呼応するように、無数の火球が。

　それから、おかっぱ頭に和服姿の、狐きつね耳みみの生えた妖よう精せいのような生き物――管くだ狐ぎつねが現れ、ブレザーを回収して橘の背後に控える。

「橘、なんなのコイツ？」

　ゆらりと立ち上がった飛縁魔が、ため息交じりに声を出す。

　うんざりしているのだろう。橘も同意する。まったくもってうんざりだ。どうして時期をわきまえないのか。どうしてこんなところにまで現れるのか。どうして――静かに過ごすことを許してくれないのか。

　どうして、どいつもこいつも……

「なんの権利があって、私と凪なぎのあいだに立つのだ！」

　吼ほえる声と同時に、火球は飛ぶ。

　狙ねらう先は式しき紙がみの頭。火球は壁を砕きながら機関銃のように式紙の頭へと殺到する。

　しかし――弱い。

　もとが紙とは思えない。式紙はその表面をうっすらと焦がしただけで、倒れることはおろか動きを乱すこともなく、その目のない顔を橘に向ける。

　そして、突き出した腕を、大きく横に振った。

　ビスケットのようなあっけなさで、体育倉庫が壊れる。

　コンクリートでできているはずの壁が壊れ、屋根が吹き飛びずいぶんと見通しがよくなった。

　しゃがんでことなきを得た橘は、飛縁魔と姑う獲ぶ鳥めの首根っこをつかんで飛行。そのまま屋根のなくなった体育倉庫から出ると、二人を地面に下ろして式紙へと向き直る。

　自分の攻撃では威力が足りないのは、理解できた。

　しかし、まったく効いていないわけではないだろう。少なくとも、焦がすぐらいはできた。

　ならば、やることは一つ。

　距離は充分にとった。あとは、

「貴様が燃え尽きるまで叩たたき込み続けてやる！」

　火球を次々作り出し、式紙へと叩き込み続ける。

　狙ねらう先は頭部――と思ったが、橘たちばなは考え直す。照準をつける暇などない。頭部は外れやすい。ならばあの無駄に大きな胴体に全弾ぶち込む。それに、あの胴体にあるのは殺せつ生しよう石せきではないか。なるほど、頭部よりもあそこのほうが弱点のような気がする。

　橘は狙いを胴体に変えて、火球を次々とぶつける。

　放つ速度と撃つ速度を極限まで上げる。髪の放つ金色の輝きが強くなる。歯を食いしばる。妖力を込めすぎて頭が痛いが、悠長なことは言っていられない。

　式しき紙がみは鈍重な動作だが確実にこちらに迫っている。火球は足止めになっている様子もない。しかし表面の焦げあとは増えている。それだけを希望に撃ち込み続ける。

　胸の中には焦りがあった。

　早くこいつを倒して、凪なぎに学校にまでこの式紙が来たと教えなければならないという使命感からくる焦り。

　それから、凪のもとへ帰した木この花はなの無事を確認せねばという焦り。

　そして――飛ひの縁えん魔まと姑う獲ぶ鳥め。二人を巻き込んでしまったことによる、焦り。

　使命感、責任感、決意、と言ってもいい。

　負けられない理由が、橘にはある。

　だから、退ひかない。

「壊れろ戯たわけが！」

　勢いを増す火球の掃射は、式紙をよろめかせるほどに速度を上げている。

　このまま撃ち続ければこちらに来るまでに倒せるのではないか――そう橘が考えたところで、異変が起こる。

　原因は油断だろう。

　全力以上を出しているところで、見えた希望に少しだけ気をゆるめてしまった。ふらり、妖力を使いすぎて痛んでいた頭が一瞬でくらりと白み、足腰がうまく立たなくなる。

　橘は慌てて気合を入れなおすが遅い。ぷつりと火球は発生をやめ、背後にひかえていた管くだ狐ぎつねも力をうしない地面に落ちる。

　式紙は変わらぬ速度でこちらへ来る。

「くそっ……」

　橘は立ち上がろうとするが、体にうまく力が入らない。

　このまま殺されてしまうのか、という考えがよぎる。させない、と決意して立ち上がり、ぐるぐる回る視界で狙いを定め、痛む頭を無視して火球を作る。しかし――先ほどの勢いは出そうもない。

　寒い。……妖力が、生命力が体から抜けているのだ。

　回復の手段などない。万事休す。そう思ったが、

「……ったく、なに一人でテンパってんだよアンタは」

　飛ひの縁えん魔まがくだらなさそうな声で言う。

「あたしらがなにか覚えてねーのか。無力な人間じゃねえっつーの」

「ほしいのであればいくらでも差し上げますよ」

　姑う獲ぶ鳥めの笑顔がすぐ横に見える。そっと包み込むぬくもりを感じる。……抱きしめられ、体を支えられているのだと橘たちばなは気付く。

　なんだか――情けない姿を見せてしまったことが、急に恥ずかしい。

「……なにをしておるか。貴様らの助けなどいらん。いいからどこぞへと逃げるが良い」

「あたしらがいなきゃアンタ死ぬだろうが」

　そっと、飛縁魔に左手を握られる。

　暖かさが流れ込んでくる。

　それが妖力だと気付いたのは、朦もう朧ろうとした意識の中でも放ち続けていた火球が、確かな手ごたえをもって式しき紙がみに当たったのに気付いてからだ。

「き、貴様らの助けなどいらんと言っておろうが！」

「はいはいうるせーから黙りましょうねー。……状況わっかんねーけど、一人にはできねーだろうが。アンタに死なれたら寝覚め悪いんだよ」

「かわいい子はね、世界的財産なのですよ。あなたがかわいい限り、私はあなたの味方ですよ、橘ちゃん」

　二人に見られて、橘は押し黙る。

　なんだか、とても――むずがゆい！

　この背中を這はい上がるむずむずはなんなのか！　なんだか知らないが居心地が悪い！　それも強烈に！　飛縁魔と姑獲鳥を頼ることなどしたくない！　今後のために！

　しかし、一人では限界だったのも事実。

　それに、それにだ。……自分から頼み込んだわけでもない。

「……ふん、よかろう。貴様らの貢ぐ妖力、私が有効活用してやるわ！」

「……うっざ」

「ふふふ、いいじゃありませんか。私の中の熱いものが橘ちゃんの中に入ると考えると、とても興奮しますよ」

　そう言う姑獲鳥から流れ込む力の量が上がった気がして、橘としてはかなり微妙な気持ちになる。

　しかし、火球の速度も威力も先ほどとは比べ物にならないぐらいに跳ね上がっているようで、確かに感じる。――勝てる。

　橘は神経を研ぎ澄まし、狙ねらいを定める。

　式紙の胸にある殺せつ生しよう石せき。

「忌いま々いましい。まったくもって忌々しい。貴様らが出てくるといつも、凪なぎが困る。……私はな、凪なぎを煩わせるものが嫌いなのだ。凪はずっと私にだけかまっておれば良い。故ゆえに――大人おとなしく砕けろ、石ころめが！」

　決意とともに放った、最後の火球。

　自分の力はもとより、飛ひの縁えん魔ま、姑う獲ぶ鳥めに借り受けた力まで、使い切る。

　バレーボール大にまでなった火球が橘たちばなの手のひらから放たれ、殺せつ生しよう石せきに当たる。

　ズドン、と大砲の発射のような音がして、最後の火球は殺生石ごと式しき紙がみの胸を貫いた。

「……や、った、のか……？」

　ばらりばらり、紙に戻って地面に散らばる式紙を見て、橘はつぶやく。

　なんとか立っていた足腰から、力が抜ける。

　支えてくれていた姑獲鳥も、飛縁魔も、もう足腰立たないようで、三人はもつれあうように地面に倒れこんだ。

「あー……だっる。うっざ。つーか橘、説明しろよ。なんでアンタ、あんなヤバそうなのに狙ねらわれてんの？　なにアレ式紙？　ゴーレム？　東洋なの西洋なの？」

「いっぺんに聞くな。……少し静かにさせろ。呼吸を整えたい」

「ああ、橘ちゃんとこんなにくっついて眠れる幸せを噛かみ締しめたいのに、もう体が動かない……色んなところをまさぐれない……」

「まさぐるな。……ああ、こんなところで寝ておる場合ではない。誰だれか、起こしてくれ。凪に、凪に報告にいかねば……」

　そうは思うが、もう体が動かない。

　気力を振り絞っても、指先すらぴくりともしない。

　焦るべき状況のような気もするが、妙な達成感もあって、動けなかった。

　橘はしばらく静かに横になって、体力と妖力の回復に努めることにした。

　ふっと眠りのふちに誘われる感触を覚える。このまま意識を失うのか。人間ならば風か邪ぜの一つもひきそうなものだが、妖よう怪かいならば大丈夫だ。橘は自分の身の上に感謝しつつ、眠りのふちへと意識を落とそうと目を閉じる。

　しかし。



　――ずしん。



　震動と音が響く。

　止まりかけていた頭が一気に回転する。

　これはあくまで可能性の話。もし、敵があれ一体ではなかったら？

　一秒か二秒か、意識がブラックアウトしていたかもしれない。そのおかげで、どうにか体を起こすだけの気力は確保できた。

　地面についた腕が震える。土と砂利の感触が手に痛い。橘たちばなはどうにか上体を起こして、片かた膝ひざをついて周囲を見る。

　そして、瞠どう目もくした。

　一瞬前とは別な理由で意識を失いそうになる。

　左右の二人もきっと、同じ顔をしているだろうことは想像に難くない。

　理由は至極単純だ。

　さきほど、一体であれだけ苦労した式しき紙がみが――数十対。

　両手両足では数えることも不可能な数、そこかしこから、こちらに向けて迫ってきていた。

「まったく、人が疲れ果てておるというに……」

　歯は噛がみする。もう対抗手段がない。力は限界の限界まで使い果たした。逃げるために立ち上がることもできない。

　それでも橘は右手を突き出し、念じる。火球を作り出し、放とうとする。

　けれど火球はできたとたんに、砂のように崩れて消えた。

　不意に、激しい動どう悸きが橘を襲う。――これ以上の妖力使用は危険だと、体が警鐘を鳴らしているのだ。

　式紙たちが迫る。

　飛ひの縁えん魔まも姑う獲ぶ鳥めも、立ち上がろうとして、できないでいる。

　どんどん式紙たちは迫り、世界が黄ばんだ白い色で埋め尽くされる。

　伸びてくる手を見ながら、橘は思う。

　負けられない理由が自分にはある。

　及ばない力は、人から貸してもらった。

　でも。

　力を合わせても、理由があっても、決意があろうが使命があろうが。

　埋まらない力の差は、ある。

　人はそういう時、『運命』という言葉を使ってあきらめるのだろうか。

　あきらめる。

　命を、あきらめる。

　……かつて、誇りを傷つけられ、群むれから見放され、自分の命をあきらめようとした時があった。

　自分という存在はその時からなにも変わっていないと思っていた。ただ、自分にとっての『誇り』というものが変化しただけだと思っていた。

　妖よう狐ことして群に恥じない生きかたをする、というのがかつての誇り。

　そして、清きよ原はら凪なぎを人間にする、というのが今の誇り。

　だから、誇りのためだけに生きているのは今も昔も変わらないと、そう思っていたのだけれど……。

　――複数の式しき紙がみの手が迫る。

　黄ばんだ白に世界がおおわれる。

　まごうことなき窮地にあって、橘たちばなは、ようやく気付いた。

「死にたくない……」

　誇りではなく、矜きよう持じではなく、むき出しの願望。

　死を目の前にしてさまざまな思い出がよぎる。

　木この花はながいる。しばらく会っていない親の顔もあった。凪なぎと出会う以前の生き様も走馬灯のように流れた。そして――恋れんがいて、藤ふじ紫むらさきがいて、飛ひの縁えん魔まも姑う獲ぶ鳥めも、赤あか染ぞめも鵺ぬえも、火か車しやも一いち条じようも、いた。

　それは永えい劫ごうの別れをするには、あまりにも居心地のいい世界。

　自分を囲むさまざまなものが、こんなにも優しくて暖かくて、橘は気付く。

　誇りがなくても、群むれからはぐれても、矜持を忘れても、ルールがなくても、不都合なことばかりでも不満があっても不服に感じているように思えても、結局自分は――この世界のことが大好きなのだと。

　だから、求めよう。

　この世界をくれたひとの名を呼ぼう。

『居場所』になってくれた、一人のひとの名。それは――



「助けろ、凪っ！」



　――灯ともる。

　黄ばんだ白は塗りつぶされて、残ったのは黄おう金ごんの世界。

　灯った暖かい黄金の光は、九匹の蛇となって、今まで世界を閉ざしていたものを嘗なめ尽くす。

　光の中から現れたのは、一人の男。

　金色の大蛇と幼い妖よう狐こを従えて、

「悪い、遅くなった」

　……情けない顔で謝りながら。

　凪は、そっと手を伸ばし、頭を撫なでる。

　その手の力強さと優しさに、橘は安あん堵どする。

　緊張が解けて絶望が洗い流され、残った感情は安心だったけれど、橘はぐっと涙と息をこらえて、意地を張る。

「遅いぞ、馬ば鹿か者もの」

「だから、悪いってば。……こっちもこっちで忙しかったんだ。だけど……」

　ずしん。

　響く震動に、凪なぎは振り返る。

　目の前にはまがまがしい紫色の、今までに見たこともないほど巨大な式しき紙がみ。

　その胸にはひときわ巨大な殺せつ生しよう石せきが蠢うごめいており、その肩にはさんざんこちらを苦しめた陰おん陽みよう師じが乗っている。

　最後の切り札、といったところか。

　おそらく、今までに出てきた式紙とは比べ物にならないほど強いのだろう。

　けれど、凪は静かな調子のまま、式紙を見据えて、はっきり言った。

「あとは俺おれに任せてくれ。俺が、おまえを守るから」



　　　５



　とは言え、すでに凪は数え切れないほどの火か焔えんを放っている。

　しかも前々からの体調不良がいよいよ重い。体温は上昇を続け、頭はくらくら。正常な判断ができているか怪しいし、体の末端に力が入らない。

　背後には橘たちばな、木この花はな、姑う獲ぶ鳥め、飛ひの縁えん魔ま。……自分が守らなければならない。その一心で立ってはいるが……。やはり少しだけ、迷いは心に付きまとう。

　木花がどんな存在で、なぜ狙ねらわれているのか。

　もし陰陽師の言う通りの存在で、木花のせいで色々なものが壊れたり、なくなったりするのだとすれば……橘や姑獲鳥、飛縁魔など、すでに凪のまわりにいた人たちを守るために、木花を引き渡すのが、『正しい選択』なのかもしれない。

　凪は己の無力さを実感している。

　今だって、立っているだけでギリギリなのだ。

　そして目の前には巨大な敵。そして蠢く不気味な『殺生石』。

　こんな体調で、迷いを抱いたままで倒せるのかは、はっきり言ってわからない。

　でも、後ろに守るべきみんながいるから、凪は立って、火焔を操る。

「慢心していた」

　不気味な紫色の、巨大な式紙。

　その肩に乗る黒いローブの――陰陽師を名乗る人物は、少年のような声で言った。

「九きゆう尾びと言えど過去に調ちよう伏ぶくされたことのある妖よう怪かいと、油断していた。既存の妖怪ならば敗北はないとたかをくくっていた。……許されざる未熟だ。殺生石はもともと使いつぶすつもりだったとは言え、予定以上の犠牲を払いすぎた」

「……」

「貴様はなんだ？　私の知る伝承とあまりに違う。九尾は強い妖怪ではないはずだ。一騎当千ではなく深しん謀ぼう遠えん慮りよ、それが人間に伝わる『九きゆう尾びの狐きつね』の姿……にもかかわらず、なぜ貴様はそこまで強い？　なぜ貴様はそこまで無策に私と敵対する？」

　なぜと言われても、凪なぎは答えることができない。

　なにが正しいかわからない。誰だれが正確な情報を持っているかわからない。どの道を選べば一番犠牲が少なくて平和なのか、わからない。

　でも、流されるまま、木この花はなを守って、陰おん陽みよう師じと敵対している。

　今も、足が、手が、目が、心が、背にかばったみんなを守るために勝手に動く。

　だから凪は、少しだけ理解する。

「俺おれはたぶん、我慢ならないだけなんだ」

「……ふむ？」

「地獄をまとめようと思った時も、地獄から出た時も同じ理由だった。……『凪』に乗り移ってこうして生きようとした時だって、同じなんだと思う。俺は――『限界』って概念が大嫌いなんだ、きっと」

　迷いは心につきまとう。

　しかし、凪はこの迷いをうしなわないように、しっかりとつかまえる。

　自分が正しいかどうかは、常に迷い続けなければならないと思う。なにが正しくて、なにが間違っていて。なにがひとのためになって、なにがひとのためにならないのか。考え続けなければいけないと思う。

　そのうえで、強く思う。

「見捨てられたぐらいで『自分にはもう居場所がない』ってあきらめるのが、嫌いだ。理論的に考えて『処分すべき』だからって、それ以外の方法を探らないのが嫌いだ。なれるようにがんばればいいと思うし、どうにもならないなら、どうにかするようにがんばればいいと思う。限界を見つけたら限界としか思わないで努力しないのが、大嫌いなんだ」

　正しさを認識したうえで。

　限界を認識したうえで。……その先へ行けるものと、信じて疑わない。

　正義か悪かは二の次で、限界を見ると突破したくなる。

　理論では導き出せない結論へと至りたくなる。……きっと、自分はそうなんだな、と凪はようやく気付いた。

「だから木花を守る。見捨てないのが人間として正しい――とは言わない。木花を殺すしか道がないとあんたが言うんなら、俺はその限界を焼き払う。正しさじゃなく、木花にずっとここで過ごしてほしいっていう、俺の想いをなによりも優先する」

「……凪おにいちゃん」

　ぎゅっと木この花はなが服の裾すそをつかむ感触。

　凪なぎは振り返って笑い、背負うものを確認して。それから、意識を紫色の巨大式しき紙がみへと集中する。

「……ようやくわかったよ。なぜ伝承の『九きゆう尾びの狐きつね』がたびたび国を滅ぼすのか」

　陰おん陽みよう師じの声は感心に満ちている。

「貴様らはそうやって時の為政者にささやき続けたのだな。『ここで諦あきらめるな』『まだやれるはずだ』と。そうしていらぬ騒乱を呼び、何度退治されても同じことをする。……よくわかった。そこの人工物よりも、貴様のほうがよほど人類にとって害悪だ」

　だから、と陰陽師がつぶやく。連動して、紫色の式紙が動き始める。

「貴様は死ね。永久に九尾が生まれぬよう、塵ちりも残さず調ちよう伏ぶくしてやる」

　紫色の拳こぶしが迫る。

　凪は九匹の火炎の大蛇を束ねて、放つ。

　紫色の拳とぶつかり、跳ね飛ばす。

　凪は次の火か焔えんを生み出し、体勢の崩れた式紙へと――

「……え？」

　ゆらり、とひときわ大きく視界が歪ゆがむ。

　まとまりかけていた火焔が霧散して、集中力も、はじけて消える。

　無力が己に牙きばを剥むく。

　心は既に勝利している。心の通り体が動けば、力が入れば、あの紫色の式紙を撃退して、木花を守れるのに、体がついていかない。

　体勢を立て直した式紙が、拳を振り下ろすのが見えた。

　間に合うはずがない。叩たたき潰つぶされる未来が、見えた。

　いくらなんでも、ここで、こんな敗北は納得できない。

　凪は集中力を取り戻す。おそらく式紙の拳に対応するには一瞬遅い。けれど火焔を顕現させて式紙を貫くことはできる。

　自分がどうなるのかは見えないけれど、背に負う四人を守ることはできる。

　だから凪は火焔を束ねる。そして放とうと手を正面に向けて突き出し――



「だめー！」



　木花の声に、一瞬、動きを止めた。

　その停止は命運を分けて、未来を暗いほうへ落とす停止のはずだった。

　けれど、凪は想像していなかった光景を目の当たりにする。

　式紙の拳が、止まっている。

　なにか、見えない壁に阻まれたように、凪なぎの顔面から数センチの位置で完全停止。なにが起こっているのかと凪は状況の把握につとめる。

　原因は、すぐさまわかった。

　――木この花はなが、凪の前に歩み出る。

　横を通り抜ける時、凪は見た。木花の左目。眼帯で隠しているはずの、赤い目。それが原因でさまざまなところでつまはじきにされてきたらしい、木花のトラウマそのもの。

　木花は自らさらして、凪をかばうように前に立つ。

「こっ、このはな、がんばれるよ……がんばって、凪おにいちゃんを守れるよ……よくわかんないけど、きっとできるよ……だっ、だから、だめなの！　これ以上、凪おにいちゃんとか、橘たちばなおねえちゃんをいじめるなら、このはなは、こっ、このはなは……あなたのこと、だいきらいになるんだから！」

　木花が叫ぶと同時に、重い音が響く。

　腹の底に響く音は太鼓にも似ている。それが音だけでは終わらないことを、凪は目の当たりにした。音からしばしの間があり、紫色の巨大式しき紙がみが、一瞬で粉々になって、風に吹かれて消え――それから、巨大式紙の後ろにあった体育倉庫もまた、残ざん骸がいごと、塵ちりになって消えたのだ。

　ばらり、難を逃れた巨大式紙の左肩から先が地面に落ち、陰おん陽みよう師じもまた、同じ命運をたどる。……急なことすぎて対応できなかったのだろう。家屋よりも高い位置から地面に落下した陰おん陽みよう師じは動かない。



    

  
    
      



    

  
    
      　凪なぎは不安になって陰陽師のそばに寄る。そして顔を隠していた布をめくり、呼吸を確かめる。

　髪の短い、中性的な顔立ちの――おそらく少女は、苦しそうではあるが、しっかりと呼吸をしていた。凪は安あん堵どする。和泉いずみに連絡して引き渡せば治療などもろもろをお願いできるだろう。

　しかし――と凪は思う。しかし、木この花はなには陰陽師の言う通り、少なくとも九きゆう尾びに並ぶぐらいの力はあった。狐きつねの強さは尻尾しつぽの数で決まる。三尾の木花が九尾の凪に並ぶというのはおかしな話だ。

　やはり、なにかある。

　どうやったら、無力な自分は木花の抱えるなにかを解決できるのか。

　凪は考えながら、とうとう意識を失った。



    

  
    
      
終章





　衝撃的な夢に思わず目が覚める。

「！」

　上体を起こした凪は自分が汗びっしょりであることに気付いた。ひどい夢だった。それはちょうどこんな時、戦いが終わって気を失って、気付いたら家にいてベッドで眠っていたら、隣に裸の橘たちばながいた――とかいう夢だ。

　過去に実際にあった。

　凪はおそるおそる布団をめくる。……よかった。橘はいない。木花もいない。

「あー……びっくりした……」

　未いまだにバクバクいう心臓をおさえて、凪はほっと一息つく。橘の意向で暖房を入れることができない部屋で吐いた息は、体の熱さもあってか、室内だというのに白くけぶった。

　熱があるのがはっきりとわかる。

　これは完全に風か邪ぜかな――と凪が自己分析を終えたタイミングで、部屋のドアが開く。

「凪なぎ、目覚めたか！」

「凪おにいちゃん！」

　やけに熱烈。なんだろうそのテンション、と不思議がる凪。抱きついてくる二人の体温が心地よく感じるのは、妙に熱っぽいくせに体が冷えてたまらないからだろう。つい凪は二人がしっかり服を着ていることを確認してしまう。二人とも橘たちばなの浴衣。うん、だいじょうぶ、裸じゃない。

　安あん堵どの息をついて、それから凪は思い至る。

「あっ、二人とも、俺おれ、風か邪ぜっぽいからあんまり近くに寄らないほうが……」

「……む？」

　橘が一瞬、なにか言いたげな顔をしたが、

「……そう、か。……風邪なのか。う、うむ……そうだな。木この花はな、離れると良い」

「でっ、でも、凪おにいちゃん、いっぱいねむってた……だから、ほんとに生きてるか、不安だよ……」

　触れていないと確かめられない、という態度に凪は笑う。

「大丈夫だよ。ちゃんと生きてるから。……っていうか、あれからどうなったんだ？」

「うむ……」

　なんだか隠し事でもしているみたいに視線を泳がせる橘。

「どうした？」

「いや……凪よ、本当に風邪なのか？」

「まあ、たぶんそうだと思う。熱とか測らないとくわしいことは言えないけど……この体のだるさとか熱さとかは、たぶん、おそらく、きっと、風邪」

　ひいたことがないので断言できない。

　そういえばこれが初風邪だな、と思いつつ、凪もちょっと頭にひっかかるものがあるのを感じる。なんだっけ、と考えていると、

「おまえが倒れてからのことだったな」

　橘が口を開く。

　巨大式しき紙がみが木花によって倒されたあと、橘は和泉いずみに連絡をとり、陰おん陽みよう師じを引き渡した。

　式紙の残ざん骸がいや壊れた校舎は昨日ようやく修理が終わり、それまでは休校だったそうだ。

　……という説明をうけて疑問が一つ。

「『昨日ようやく』って、俺が倒れてからそんなに経ってるのか？」

「今日は二月十六日、すでに夜じゃ、と言えば伝わるか？」

　だいたいまる二日、寝ていた計算になる。

　なるほどそれは心配もされる。

「まったくあの陰陽師め。次に会ったらつま先からじっくりと炙あぶってくれるわ」

「やめてくれ……で、その陰おん陽みよう師じは今どうしてるんだ？」

「さて、知らんな。恋れんに渡したあとまでは責任が持てぬ。聞こうにも学校は休みでのう。電話をわざわざ使う気にもならん。木この花はなと二人、延々家で暇をつぶしておったわ」

「あー……それは申し訳ない。ちなみに、食事とかどうしてた？」

「買い置きの『ちょこ』があるでな」

「すぐに栄養のあるものを作ります」

　凪なぎは立ち上がろうとするが、体にうまく力が入らなくて、倒れそうになる。

　しかも自分じゃリカバリーが利かなくて、橘たちばなにそっと支えられベッドに戻される始末。情けないにもほどがある。

「ま、どうにかする。凪は休んでおれ」

「でも……」

「問題ない。料理はしようと思えばできるのじゃ。他ほかの家事も同様。凪は風か邪ぜが治るまでしっかりと休んでおれ」

「でも」

「できるのじゃ」

「……でも」

「しつこいな!?　でーきーるーのーじゃー！　いいから休んでおれと言っておろうに！　いざとなれば恋を呼ぶ！」

　それは『できる』とは言わない。

　しかし、

「かっ、かたづけは、このはな、がんばってるよ！」

　と木花も言っているし、確かに体調も悪いので、凪は橘に家事を任せることにした。

　不安でたまらないのが本心だ。

「……ともかく。例によって今回のことも公にはならん。次の日からすぐさま休校となったので学校の惨状を見た者もおらんしの。世間的にはなんと言ったかのう……『振り替え休日』か。そういう扱いになったようじゃな」

「なにと振り替えたんだ……」

「さての。これから恋がなにか考えるらしい。ま、私にはかかわりのないことじゃな」

　休日にイベントやるから事前に振り替えて起きますね、なんて聞いたことない。

　それで納得する学校のみんなは少しおかしいんじゃないか、と思わなくもなかった。

　でも、『休みが増えた』と思えば単純に嬉うれしいかもしれない。土日休みよりも平日休みのほうが、休みとしての価値は高いのだ。

　それにしても――情けない。

　守ることは結局できずに、事後処理まで人任せ。

　挙句の果てに、守ろうとした木この花はなに助けられて今に至る。

　まったく自分はなにをやっているのか、凪なぎはそう思ってため息をつく。

　なにをやっているのか。

　そして、これからなにをやっていけるのか。

　木花にまつわる問題は、まだ解決したとは言えない。陰おん陽みよう師じを退けたかもしれないが、木花が狙ねらわれた理由が不透明なままなのだ。

　殺せつ生しよう石せきそのもの、と陰陽師は木花を指して言っていた。

　木花は実際に、三尾の狐きつねとは思えない力を発揮した。

　……木花を自分たちにたくしたぬらりひょんにも、なにか思惑がありそうだ。

　それに、木花以外のところでも、赤あか染ぞめのことや、橘たちばなとの関係性のこともある。

　自分が橘とどういう関係を続けて行きたいのか定義付けが済んでいない。

　今回のこともそうだが、自分は結局、状況に流されるまま行動して、その行動をあとから分析することでしか『自分のやりたいこと』というのを知れないのだな、と凪はあきれる。

　自分の行動原理すらわかっていない。

　そのくせ、大したリサーチもせずに動く。

　その結果、状況に対応する方法がわかなくて、力押しで、力尽きて、結局なにもできずに、こうして後日目を覚ます。

　本当に――迂う闊かつ。

　事前にリサーチすること。行動する前に考えること。自分のやるべきことを整理しておくこと。これらが今後の課題だろう、と凪は考える。

　考えすぎて頭がくらくらする。

「悪い、橘……起きたばっかで悪いけど、ちょっと眠っていいか？」

「……そこまで悪いのか」

「しっ、死なない……？」

「大丈夫だよ。なんだか久しぶりにしゃべったせいで疲れたのかも。……いざとなったら出前とってもいいから、二人とも、しっかり栄養あるもの食べろよ。それから、バイト先への連絡頼む。あと、学校にもお願いする。ほかには……」

「休め。……やらねばならんことは、私が整理しておく。今は静かに目を閉じ、心と体と頭を静めろ」

「……ああ」

　ありがとう、とささやいて、凪は瞳ひとみを閉じる。

「だがのう、眠る前に一つだけ、良いか？」

　橘の声に、目をうっすらと開ける。

「んー……どうした？」

　薄らぐ意識で問いかければ、橘たちばなは恥ずかしげに着物の前をぎゅっと合わせて、

「そ、そのな……ばれんたいんの時にやろうと思っておったことがあるのじゃが……途中で邪魔が入ったであろう。そのせいでできなかったのじゃ」

「うん……？」

「なので、もうばれんたいんはすぎてしまったが、今からでも、やろうかと思っての。て、手間はとらせんぞ！　凪なぎはなにも考えなくとも良い！　しかしの、練習の成果もあって今日はうまくいったのじゃ！　だから、今日、見てほしいと思っての！　見てはくれん、かな……」

　黄おう金ごんの瞳ひとみで上目遣いに見られて、凪は橘の必死さを知る。

　だから、

「う、ん……いいよ」

「そうか！　そ、そうか……うむ、では、やるぞ。本当にやるぞ」

　恥ずかしげにくねくねする橘には、謎なぞの催眠効果がある。まっすぐに眠りに落ちようとする意識を凪はなんとかつなぎとめながら、橘の動向を見守る。

「本来は飛ひの縁えん魔まめにやらせる予定だったのじゃ。そもそもあやつの発案だからのう。しかし陰おん陽みよう師じめのせいで流れかけた。けれどな！　やはり、中途半端は良くなかろう!?　故ゆえに仕方なくじゃな、やはり初志貫徹は大事じゃからな！　うむ、時期をすぎてしまった感じはあるが、折角だしのう！」

　言い訳がずらずらと並んでいる。

　なんだろう、橘がそこまで失敗を恐れて予防線を張る……違うか。言い訳で武装して行わなければならないほどに恥ずかしがっている？　こととはなんだろうか。

　……意識が冷えていく。

　なんだか嫌な予感がする。

　ひどい既視感が頭をかすめる。さきほど見た夢ってば予知無だったんじゃねーのという気分になってくる。

　しかし止める気力もわかない。凪は帯を外し着物をはだける橘をぼんやりながめつつ、頭の中で『目を逸そらさなきゃなぁ』と考えていた。

　するりするり、和服はすぐに脱げる。

　衣きぬ擦ずれと布が地面に落ちる音は二つ。橘のものと木この花はなのもの。凪は熱っぽい頭で思う。自分はいったいなにをやっているのか。今どういう状況なのか。第三者視点で見たらかなりシュールな光景なんじゃないかな、と色々考えながら、静かに覚悟して橘の体を見た。

　全裸ではなくてほっとする。

　しかし考えていくと、ある意味全裸よりやばいかも知れないんじゃないかという疑いが浮上してくる。

　肌色面積は多い。裸未満水着以上。

　ぼやけた視界の中では正直裸にしか見えない。けれど、服を脱ぎ捨てた二人の体には、ピンク色の線が入っている。アニメを地上波で流す時にあまりお茶の間でお店できないお色気シーンにたまに入るもやみたいな感じで、ピンクの線が入っているのだ。

　なんだろう、とやらなきゃいいのに、凪なぎは目を凝らす。

　なるほど把握した。

　リボンだ。

　二人は、裸の上に、リボンだけをまとって、ぎゅっと抱き合っていた。

「……」

　なにが起こっているのか、ちょっとわかりませんね。

「本当はな！　ちょこをかぶる予定だったのじゃ！」

　橘たちばなが言いわけみたいな調子で言う。しかし言いわけできていない。チョコレートをかぶろうがかぶるまいがわりと18禁仕様の格好なのに変わりはないからだ。

　凪の感じていた既視感はだいたい正解だったらしい。気絶して目覚めると全裸の女の子が出てくるこの家はなにか間違いすぎている。

「『ぷれぜんとは私よ』とこの姿でやると、落ちない男はいないらしい」



    

  
    
      



    

  
    
      　とりあえず、橘たちばなにそんなことを教えたらしい飛ひの縁えん魔まには今度苦言を呈する必要性がありそうだ。

　凪なぎは木この花はなを見る。

　木花は、恥ずかしそうにする橘に抱きしめられながら、じっと右目で橘を見上げている。その顔は『寒そうにするぐらいならやらなきゃいいのに』と言っているような気がした。少なくとも、凪から見たら。

「凪おにいちゃん」

「……どうした？」

「こっ、このはなも、がんばるから。橘おねえちゃんに言われたとおり、がんばって、凪おにいちゃんをおとすから……」

　真っ白になる頭の中で凪は思う。

　今後の課題、追加。

　とにかくどうにかして、橘の間違った教育をやめさせて、木花にもっとまともになってもらおう。――そう決意して、この現実から逃避するためにも眠ることにした。

　もっとも。

　次に目覚める時もきっと、ひどい夢にたたき起こされそうな気がしてならないのだが。



    

  
    
      
幕まく間あい





　妖よう狐この少年は内心でガッツポーズした。

　思惑がうまくいきそうな時はだいたいテンションが上がる。しかしこの場で声をあげてアクションつきでヒャッハーするわけにもいかなくて、少年は頬ほおの内側を噛かんでにやけそうになる表情を戒めた。

「須す磨ま殿」

「はっ――いたぁ!?」

　突然名前を呼ばれて、返事をしようとしたらうっかり噛みすぎた。

　なんてこったい、と思いながらも妖狐の少年――須磨は表情を取り繕う。こちらは頭を下げているので先方には見えないかも知れないが……今は交渉中なのだ。それも、一度ご破談になった相手との復縁を、相手の親に交渉しているのである。ここで情けない姿を見せるわけには絶対にいかない。

　相手の名は、『橘』。

　黄おう金ごんの瞳ひとみと黄金の体毛を持つ、天女のように美しい妖よう狐こ。

　……というふれこみだったのだが、実際にこっそりのぞき見た橘たちばなは、天女というか女王様という感じだった。確かに見た目は美しいかもしれないが、あのわがまま勝手な性格はねーよと須す磨まは内心で思っていたりする。普通に結婚してたらえらい目にあったことだろう。正直願い下げである。

　しかし、今の橘には価値がある。

『九きゆう尾びの狐きつねに認められた』というとんでもない価値が。

　相手の両親に頭を下げてでも、復縁を頼みたくなるぐらいの価値が、あるのだ。

　だから須磨は、こんな暗くて狭くてボロい社の中で、とても客人に出すものとは思えないような座布団の上で、正座までして、橘の母に頭を下げている。

「考え直していただけたでひょうか」

　頬ほおの内側が痛くて、思わずセリフを噛かむ。

　微妙な沈黙が広がった。

　けれど橘の母は気にしないことに決めたらしい。

「顔をお上げくださいまし」

　この時点で勝ったも同然である。

　まあ、こちらから破格の条件もつけたし、当然の結果と言えよう。

　須磨はにやつかないように細心の注意を払いながら、深々と下げていた頭をあげ、橘の母の顔を目にやきつける。

　須磨の一族は銀色の体毛を持つ者が多いが、橘の一族は黄金の体毛を持つ者が多い。妖狐はだいたい銀か金なので特に珍しいということもないのだが、須磨の美的感覚だと自分たち銀色妖狐よりも、橘の両親のような金色妖狐のほうが美しいと思えた。

　むしろお母様に結婚を申し込みたい。

　須磨は一瞬で心を奪われる。橘の母。復縁を望む相手の親は、あまりにも美しい、それこそ天女のような美び貌ぼうを持つ女性だった。落ち着いた雰囲気がいい。やはり女は年上に限る。というか「ぼくと結婚してくれませんか」と口をついて出そうになるぐらいに魅力的だ。しかし我慢。妖狐のルール的にそういうのはご法度である。

「橘さんとの復縁、考え直して――いただけたで、しょうか」

「……もとより、他ほかの群むれとの縁は、群の存続のために必要なもの……」

　橘の母は、瞳を閉じて、物憂げな声で言う。

　長いまつげと悲しげな雰囲気に、須磨はすっかり心を奪われた。

　しかし、儚はかなげな美人、というわけでもない。……山を追い出された時に夫が尻尾しつぽを奪われ臥ふせってから、女手一つで群を維持してきただけのことはある。開かれた黄金の瞳には、強い意志としたたかさ、それから群のために個を捨てる覚悟が宿っていた。

「そのお話、ありがたく。……そちらの長を通さず直接いらした気概、買わぬわけには参りませぬ故ゆえ……どうぞ、橘たちばなをよろしくお願いいたしまする。末永く、貴方あなた様の群むれとわたくしどもの群の友好が続きますよう……」

「……九きゆう尾び様に嫁いだ娘が、ぼく……じゃなくて、わたくしに嫁ぐことは、本当によろしいのですか？　九尾様は――」

「九尾様は、神のごとき存在でございますれば。……今、娘は神に捧げられた生いけ贄にえでございまする。それをただの狐きつねに戻していただけるのであれば、願ってもないこと……」

　綺き麗れいな言葉で飾っているが、九尾の狐との縁談は、群にとってメリットがない。なので自分と結婚したほうが得だ、という打算があるのだろう。

　ぞくぞくする。

　そういうしたたかなところが、たまらなく須す磨まの好みだった。

　でも既婚者。妖よう狐この掟おきて的に言って結婚はできない。

　世の中うまくいかない。

「では、詳しい話は後日」

　須磨は言いながら立ち上がる。

　早く帰りたい。にやにやがこらえ切れそうもない。今日は家に帰って前途洋洋な未来と魅力的なご婦人の妄想に浸るのだ。人妻たまらないよ人妻。娘より母と結婚したいよ。無理なのはわかってるけど。

「ぼくが……じゃないや。わたくしが、橘さんをきっと幸福にしてみせまする」

　微妙に言葉がうつった。

　どうして橘のところは、こんな間違った平安時代みたいな言葉遣いなのだろうか。よほど人のいないいい山で育ってきたのだろう。

　その山も、人間によって崩され――こんなところまで、落ち延びてきたのだろう。

　そう考えると少し同情する。

「では、こちらはこちらで進めておきますれば。……橘も呼び戻しましょう。その代わり、須磨殿は須磨殿のお役目、お頼み申し上げまする」

「ええ、必ずや。――ぼくが九尾様を説得し、橘さんをこの手に取り戻します」

　こちらからつけた、破格の条件が『それ』だ。

　九尾様の説得。

　九尾と娘が結婚することに確かに得はないが、九尾から無理やり娘を奪うことには損がある。……それをわかったうえで、一番責任が重く、なおかつ難しそうな役目を須磨に押し付けたのである。

　けれど須磨は勝算はでかいと確信している。

　――だってさ。

　橘たちばなの様子を外から見ていると思うのだよ。あんな、わがままでやかましくて常識知らずで高慢な女を本気で好きになるわけがない。

　きっと橘が九きゆう尾び様のところに押しかけているだけで、九尾様が望んで手元に置いているわけではあるまい。

　というわけで、勝ったも同然。

　須す磨まは橘の母のいる社から退出し、自分の群むれに戻る途次、もうにやつきを隠せない。

　手に入れるのだ。

　価値の上がったかつての結婚相手を。

　そして。

　末代まで語り継がれるであろう、『九尾から哀れな娘を取り返した英雄』という、とびきりの『誇り』を。



    

  
    
      



    

  
    
      
あとがき



　初めまして。あるいはお久しぶりです。

　最近、欲望に負けやすくなっている者です。

　おでんメーカー買いました。

　コンビニにあるようなやつです。

　九月から十月前半にかけて、毎日おでんを食べている時期がありました。おでんはいい。おいしいし、カロリー低いし、いろんな味が楽しめる。でも、原稿漬け生活ですっかり外出する習慣が抜けてしまった冬ふゆ木きは思ったのです。

　コンビニまで歩くのめんどくさいな。

　というわけで自宅で簡単にコンビニのようにおでんを作れるマシンをネットで探すことに。そうして見つけたおでんメーカーは文庫本十冊ぶんぐらいの値段がするので迷いましたが、コンビニおでんが一品七十円から百円なのに対し、家であっためるおでんは安いところで買えばワンセット百円！　これは最終的に非常にエコノミーだと思って購入に踏み切りました。

　おでんを自宅で作れるだけで非常にリアルが充実しているような気分になります。

　実際は毎日黒い画面（冬木は背景色黒、テキスト色白で文章を書いている）を見つめては頭を抱えたり知恵熱出したり座りすぎてお尻しりが痛くなったりする毎日なのですが、おでんメーカーがあるだけですごく気分転換になります。

　最初の一週間はね。

　なぜ人は飽きるのだろう。

　飽くなき思いがみんなにあれば、もっと人間は高みに上れると思うのに。

　つまり冬木がおでんに一週間で飽きてしまったのは、冬木個人の問題ではありません。人類がみな抱えている原罪なのです。

　今、おでんメーカーはうどんメーカーとして活躍しています。

　次はそばメーカーで、なんかめでたいことがあったらスキヤキメーカーにします。

　誰だれか冬木に牛肉をめぐんでください。

　ああ、牛肉食べたいなぁ……。

　という感じで、どんどん欲望に負けている今日このごろです。

　近況報告終了。

　謝辞にうつりたいと思います。

　児こ玉だま拓たく也や様。いつもお世話になっております。

　６本目がどこにも見当たらない日々が続いておりますが、いかがお過ごしでしょうか。大丈夫、やれるやれる。そう思って毎日過ごしてします。

　ごめんなさい。いつもご迷惑をおかけしております。どうぞこれからもなにとぞよろしくお願いします（迷惑をかけないとは言わない）。

　犬洞いぬがほらあん様。

　いつもいつもかわいいイラストをありがとうございます。欲望に負けて眼帯幼女（高速服）を出してしまいました。申し訳ありません。眼帯はどうしてあんなに萌えポイント高いんだろう。古くは三国志の魏国に、日本でも奥州に、そして今も各所で眼帯をつけたキャラクターがいます。これからも眼帯をよろしくお願いします。

　そうじゃない。

　話題がそれてしまってすいません。原稿遅くてすいません。プロット出てなくてすいません。ここまで色々やらかしている身で言っても白々しいかもしれませんが、どうぞお体大事に、ご自愛ください。

　なるべくいろんな人に無理をかけないスケジュールで６本目書きたいなぁ……。

　どうぞよろしくお願いいたします。

　失礼いたします。



冬ふゆ木き　冬ふゆ樹き



    

  
    
      



    

  
    
      　著者

　冬木冬樹（ふゆき・ふゆき）

　　第６回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞デビュー。

　　色んな意味で季節の変わり目が大変で仕方がなかった。

　　どうして季節は変わるんだろう。ずっと冬でいいよ。

　　というわけで今回は冬のお話です。



　イラスト

　犬洞あん（いぬがほら・あん）

　　７月９日生まれ。Ｏ型。

　　名古屋生まれの原画家・イラストレーター。

　　新しいちっぱい（木花ちゃん）登場ですよ！

　　極上ちっぱい饗宴の秋です…！！！

　　http://yaplog.jp/inuan/
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